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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　脳のう髄ずいの芯しんに忍しのび込んでくる言葉がある。


『……汝なんじ等らはひとつ』


　それはひっそりと優やさしく……しかし途と方ほうもない圧力で、脳の隅すみ々ずみにまで浸しん透とうして行く。


　それまでに書き込まれていた個人としての全すべて……記き憶おくを塗ぬり潰つぶし、感情を染そめ壊こわしながら。人として積み重ねてきた何もかもを無意味なものに変えながら。


　静かな……しかし迅じん速そくで徹てつ底てい的てきな破は壊かい。


　痛みはない。苦しみもない。


『受け入れよ。今こそ転てん生せいの時』


『全ては天にして主しゆなるマウゼルのために』


『汝等は個こにして全ぜん、全にして個』


　恐きよう怖ふもない。苦く悩のうもない。不安もない。


　何もない。


　ありとあらゆる個としての執しゆう着ちやくを捨て去った果てに、完全なる自由の地平がある。


　白い虚きよ無むだけに満たされた世界。肉体の死し滅めつさえ恐おそれる事のない、絶対の安あん寧ねい。究極の悟さとりを得た者達が、たどり着く精神の極きよく致ち。


『裏切りも背はい約やくもなく』


『汝等は信しん仰こうによりて一つとなる』


『信仰こそが汝等の全まつたき絆きずな』


　虚無故ゆえに揺ゆらぐものはなく。


　極致故に移ろうものもなく。


　微み塵じんの疑念も雑念もなく、全ては主にして天なるマウゼルのために捧ささげられる。


　後はただ、指し示されるままに動くのみ。


　汝は手、汝は足、汝は……剣けん。手は悩まず、足は恐れず、そして剣は疑わない。


　定められた命令をただこなすのみ。


　だが。


　それは克こく服ふくではなく忘ぼう却きやくであると……恐きよう怖ふ、不安、苦悩を乗り越えるのではなく、単にそれを二度と感じられなくなるだけなのだと、彼等は知らない。ただ自じ律りつ的てきな思考能力のほとんどを奪うばわれるだけだという事が、分からない。もし理解できたとしても、もう手て遅おくれだ。それを後こう悔かいする自じ我がさえ……もうない。


　全ては溶とけてゆく。自我を保っていた輪りん郭かく、人格を人格として成なしていた殻からが、取り払われ……そして漂ひよう白はくされて行く。


　彼等は個を捨てる。


　頼たよりなく揺れる、いびつな……それ故に脆もろい心を、信仰の名の下に溶け合わせて相そう互ご補ほ完かんする。不完全を集めて完全を作る。そうして孤こ独どくを忘れ、いかなる苦く境きように臆おくする事も、いかなる敵に怯おびえる事もなくなる。


　四人で一体の群ぐん生せい生物。


　其そはマウゼル教教会の秘ひ匿とくせし最強戦力。決して裏切る事のないマウゼル神の神しん罰ばつ地上代行者。異教を滅ほろぼし、背信者を裁さばき、教きよう敵てきを葬ほうむる粛しゆく清せいの剣。


　其の名は〈粛清使パージヤース〉


　だが……








　不安材料は全くなかった。


　万ばん事じ順調だったのだ。何度も行われ、問題なく成功を重ねてきた儀ぎ式しきである。いつもと同じだ。今回に限って失敗を懸け念ねんする要素は全くない……はずだった。


「な……何だ!?」


　そこは数基の燭しよく台だいに照らされた密室であった。


　窓はない。外部との連れん絡らくはただ一つの扉とびらをのみ介かいして可能だった。部屋そのものはかなり広く余よ裕ゆうをもった造つくりになっているのだが……よどんだ空気のせいか、そこには墳ふん墓ぼの奥おくのような重苦しい何かが漂ただよっている。


　いや。そこは確かに墳墓であったのかもしれない。それまでの生を……積み重ねてきた日々を葬ほうむる場所であるのだから。


　部屋の中央。東西南北を正確に向いて配された四つの寝台。


　そこに四人の人間が仰ぎよう臥がしていた。


　いずれも若い男性だ。短たん髪ぱつと白はく衣いという格好も共通している。いや……共通させられているというべきか。彼等の相そう似じ性せいはあくまで人じん為い的てきなものだからだ。


　より円えん滑かつな意い識しき統とう合ごうを実現するため、候こう補ほ者しやは可能な限り個体的な差さ異いの少ない者同士が望ましい。器うつわは中身に影えい響きようを及およぼす。意識の統合といっても、肉体との相そう関かん関かん係けいは無む視しできない。故に……候補者達は事前に肉体的な要素をも、一定の相そう似じ状態に置く処しよ置ちが執とられるのだ。


〈粛清使パージヤース〉への転生儀式。


　それは即すなわち、脳の記憶のほとんど……つまりは同調に邪じや魔まな個性を消しよう去きよした後、強制的に常じよう駐ちゆう型がた通信系魔ま法ほうを焼き込む事により、彼等を一つに繫つなぐ行為を意味する。


　個人の意識は完全に破壊され、魔ま導どう式しきは脳に定着し、新たな意識の一部となって解除不能となる。肉体は別でも、彼等は魂たましいによってつながれる。個を棄すて、ありとあらゆる体験、記憶を共有する一個の生物として機能するのだ。


　しかし……


「何だ!?」


　候補者達四人は、一いつ斉せいに眼を見開いた。


　単に目覚めたという様子ではない。限界まで見開かれた瞼まぶたの間で、白い眼がん球きゆうには紅あかい亀き裂れつのように血管が浮うき出ている。


　予定にはない状態だった。


「何だ……何が起こった!?」


　立会人の神官達は説明を求めて部屋の隅すみへと視し線せんを集中させる。


　そこには、黒い──マウゼル教の一いつ般ぱん的な神官服と同じ仕立てながら、色だけがまるで逆ぎやく転てんしたかのように黒い衣装を帯びた、二人の神官が立っていた。


〈贖罪者アテネイタース〉。


　マウゼル教には、本来いるはずのない魔法技術者である。


〈粛清使パージヤース〉の転生儀式は彼等が担当する。通信系の魔法で候補者達の意識に割り込み、自じ己こ解かい凍とう型がたの魔導式を流し込む──ただそれだけの作業のはずだった。


「答えたまえ！　何か問題が起こったのか？」


　今回の主担当とその補ほ佐さ役やく、二人の黒い神官は、虚うつろな表情で立ちつくしている。立会役の神官達の質問には答える様子もなく……次の瞬しゆん間かん、彼等は揃そろって前のめりに倒たおれた。


「おい!?」


　神官の一人が駆かけ寄って、〈贖罪者アテネイタース〉の片方を抱だき起こし……


「し……死んでる！」


「何……!?」


　悲鳴じみた声に促うながされ、別の神官がもう一人に駆け寄る。だがそちらの脈も停止していた。瞳どう孔こうも調べたが、完全に開いている。


「何なんだ？　一体何が起こったんだ!?」


　二人の〈贖罪者〉は完全に生命活動を停止していた。


　悲鳴はなかった。流血もない。苦く悶もんもない。痙けい攣れんもない。衰すい弱じやくした様子さえもない。心臓と脳のう髄ずいを筆ひつ頭とうに、全すべての器官が自発的に活動を停止しただけ……そんな印象がある。


　……これが──これが『死』か!?


　戦せん慄りつ、いや、むしろ困こん惑わくに似にた想おもいで立ち会い役の神官達が死体を眺ながめる。それはありとあらゆる人間的なものを欠いた、死に方だった。通常の、死という言葉から連想する生なま臭ぐささの全く漂ただよってこない、異様な『終わり方』だった。


「だ……誰か……！」


　戸口の近くにいた神官が、扉とびらを開いて飛びだして行く。医術者による適切な医療処置を施せば、未まだ蘇そ生せいがきくかもしれないと思ったのだろう。


「お……おい……！」


　神官の一人が狼ろう狽ばいに濁にごった声を上げる。声に触しよく発はつされて神官達は寝台の上の候補者達に視線を戻し……そこに起こる奇き怪かいな現象を、彼等は目もく撃げきした。


　一いつ斉せいに候補者達が右手を挙あげる。


　無論、示し合わせているという訳ではない。全く自発的な動作で、しかし全くの同時に彼等は右手を挙げる。弾はじかれたようなその動きは、何か発ば条ね仕じ掛かけの人形を思わせた。


　一斉に候補者達が右手を下げる。


　一斉に候補者達が右横を向く。


　一斉に候補者達が左横を向く。


　一斉に候補者達が……


「どうなっているんだ……これは!?」


　まるで何かの冗じよう談だんのように揃そろって同じ動作を繰くり返す候補者達。そこには無論、何の意味も読みとれない。痙けい攣れんと同じだ。


　意識統合とはいっても、個別の肉体制御はそれぞれの脳が担当する。そうでなければ、一人が転ころべば、他の三人も何もないところで転んでしまう事になるからだ。このような喜劇めいた動きなど、するはずがないのだ……本来ならば。


　滑こつ稽けいとも思える動き。だが無論、笑う者はいない。


「……あ、あ、あ、ああ、ああ、ああ」


　候補者達は仰臥したまま一斉に口を開いて声をあげる。だが喘あえぐようなその声さえも、全く同じ調子でそれぞれの口から発せられている。


「あ……あああ……あ……」


　かは……と塊かたまりのような息が漏もれ……


「……しかしこれと同じくしてかの者達は夢ゆめに惑まどわされて肉を汚けがし権けん威い在ある者を軽かろんじ栄光ある者を誹そしる！」


　唐とう突とつに……全く唐突に、候補者達は早口に聖せい典てんの一部を語り始める。


　創そう世せい戦せん争そうの終しゆう盤ばんを語ったとされる一節だ。


「……分ふん別べつなき獣けものの如ごとくただ走り滅めつ亡ぼうに向かう！　汚された大地はやがて九つの御み徴しるしと六つの書により封ふうじられる！　天にして主しゆなるマウゼルの名において根こん絶ぜつされしも！　呪のろいは死なず！　人たるものよ心すべし！　千の讒ざん言げんと万の呪じゆ詛そが密ひそやかに忍しのび寄る！　我われ等らの影かげに！　悪あく徳とくの風に！　おお悪あく魔まの遺い産さん！　最後の呪い！　禍わざわいなるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかな！　禍なるかなああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようが地下室をふるわせる。


　候補者達は手足を突っ張り、目を見開き、全く同どう拍ひよう子し、同じ調子で唱しよう和わする。


　次第に顔が紅こう潮ちようして行くのは興こう奮ふんのためというよりも息を吸っていないからだろう。肺の中の空気の一片までも絞しぼりつくし、自分の魂までもその叫さけびに載のせて迸ほとばしらせようとするかのように……候補者達は叫び続けた。


　そして唐突に。


「禍なるかなッ!!」


　最後にそう叫んで全員が沈ちん黙もくした。


　虚空をつかもうとするかのように、伸のばされていた八本の手が、ぱたんと音をたてて落ちる。どの候補者も脱だつ力りよくし……白しろ目めをむいていた。一いつ瞬しゆん前までの狂きよう乱らんぶりが噓うそのように彼等は静かに寝台の上に横たわっている。


　沈黙が地下室を支配した。


　誰だれもしゃべらない。誰も動かない。誰もが候補者達の安あん否ぴを確かめるのを怖おそれていた。候補者達を、そして〈贖罪者アテネイタース〉を襲おそった原因不明の事態が、疫えき病びようのように自分にも伝でん染せんしてくるのではないか……そんな想いがあったからだ。


　……どれだけの時間が過ぎたろうか。


　凍こおり付いていたような情景に変化が生じる。


　候補者の一人が身を起こしたのだ。


「…………!!」


　神官達がびくりと震ふるえる。


　その候補者は緩かん慢まんな動作で寝台から降り立つと他の候補者達を、〈贖罪者アテネイタース〉達を見回し、そして……微笑ほほえんだ。


　やはり神官達は動かない。動けないといった方がいいだろう。誰もが何か……ただ一人だけ覚かく醒せいした候補者のまとう、圧あつ倒とう的てきな何かに呑のまれていた。


　遠くから慌あわただしい足音が近づいてくる。


　先ほど飛び出していった者が〈贖罪者アテネイタース〉か医術者を連れてきたのだろう。ようやく神官達は金かな縛しばりの状態から抜ぬけ出て、顔を見合わせる。


　騒然たる様相を帯びる密室の中、候補者はひっそりと微笑みながら……言った。


「……禍わざわいなるかな」


　そして……








　開あけ放はなたれた窓から夜風が吹ふき込んでいた。


　秋の乾かわいた空気が、カーテンを揺ゆらしながら無ぶ遠えん慮りよに侵しん入にゆうしてくる。机の上に置いておいた書類が数枚、風にあおられたか、床に落ちていた。


　部屋の主あるじは顔をしかめながら、書類を拾い、窓を閉めた。もはや老ろう齢れいともいうべき身にこの風はこたえる。長く冷たい日々を暗示する風は、時に冬のそれそのものよりも、鋭するどく肌はだに食くい込む事があるのだ。


「まったく……」


　苦笑を浮うかべて呟つぶやきながら、彼は執しつ務む机づくえの椅い子すに座すわった。


　恐おそらく、またあの若い女性神官──事実上、彼専せん従じゆうの雑ざつ用よう係がかりだが──のコレットの粗そ相そうだろう。部屋を掃そう除じする際、換かん気きするために開き、そのまま閉しめ忘れたに違ちがいない。


　真ま面じ目めな娘むすめで、彼は孫まごのように可愛かわいがっているが、どうにも要よう領りようが悪く、間まが抜ぬけている事も多い。十を言いつけると九までは誠せい実じつにこなすが、必ず最後の一つは忘れる……そんな娘だ。


「また注意しておかねばならんな」


　ここには重要書類も多い。外部に漏もれて問題になるようなものは、さすがの彼も机の上に置いて出かけるような真ま似ねはしないが……さりとて、なくしてしまうと、少々困るものも多いのだ。コレットには、自分が掃除するのが、マウゼル教第一渉しよう外がい局長の部屋だという事を肝きもに銘めいじさせなければならない。


「冤えん罪ざいよ。窓を開けたのは私」


　不意に部屋の奥おくの闇やみが声を発した。


「…………!?」


　心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような驚きよう愕がくに、彼は振ふり返る。最近、薄うすくなってきた銀の頭とう髪はつがぱらりと乱れるが、構ってなどいられなかった。


「久しぶりね、ガーネスト・ホーグ」


　闇は声の主を畏おそれるように左右に引いて──いや、実際にはその声の主が、単に前に歩み出たのであろうが、彼にはそう見えたのだ──ほっそりした女の影かげを生み出した。


　見るからに派は手でな女だった。


　長い金髪は癖くせが強く、正面から見るとまるで獅し子しのたてがみのようにも見える。顔立ちは整ととのっているが、妙みように昏くらい部分を含ふくんでいて、優美というよりは妖よう艶えんという言葉の方がより相応ふさわしいだろう。


　年ねん齢れいは……分からない。おおよそ二十代後半と思えるが、見る角度によっては二十歳前の小娘にも、四十過ぎの熟じゆく女じよにも見える時があるのだ。共通しているのは、その妖あやしいほどの色いろ艶つやのみ。


　冬も間ま近ぢかだというのに、その衣い装しようは、夏場の娼しよう婦ふのように露ろ出しゆつ度どが高く、白い肌を惜おしげもなくさらしだしている。


　それを補おぎなうつもりか、ショールを身体からだにまとわりつかせているが……かえってその薄うす布ぬのは、しなやかで豊ほう満まんな肢し体たいの輪りん郭かく線せんを強調し、その姿に扇せん情じよう的てきな印象を与あたえていた。


　美しいが──およそ清せい楚そ、清せい廉れんなどという言葉とは相あい容いれない印象の女だ。


　断じてマウゼル教の神官、しかも第一渉外局長という重じゆう鎮ちんの部屋を訪おとずれるに、相応しい格好ではない。謹きん厳げんな神官であれば、その放ほう埒らつさに唾だ棄きしかねないだろう。
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　だが……


「ス……ステア様……！」


　床ゆかに額ひたいを打ち付けんばかりの勢いでその場に平へい伏ふくしたガーネストを、女は婉えん然ぜんとした微笑を浮うかべながら見つめた。


「お、お久しゅうございます……！　ステア様におかれては、いつもお美しく……」


　彼……ガーネスト・ホーグの言葉を、女はほんの少しだけ眉み間けんにしわを寄せて遮さえぎった。


「私、そういう白しら々じらしい社交辞令はあんまり好きじゃないの。忘れた？」


「これは……し、失礼を」


「まあ、私と会うのは十年ぶりだしね」


　ステアは改めて微笑むと、ガーネストの前に立つ。老人、しかも高い地位にある人物を目の前に平伏させておきながら、それをごく自然な状態と受け取っている。


　無論、ただの女ではない。


「今こ宵よいは、如い何かなるご用の向きで？」


　ガーネストは額に脂あぶら汗あせを浮かべながら言う。


　到とう底てい、眼など合わせられない。一度、不用意に合わせて以来、心しん底そこから懲こりている。彼はただ平伏する以外に、この女性に対してとるべき態度を知らない。


「ちょっとお願いがあるの」


「ステア様のお願いとあれば、このガーネスト・ホーグ、いかなる労ろうも厭いといません」


「人を、捜さがしているのよね」


　ステアは、家出した飼かい猫の行ゆく方えを捜しているかのような、気き楽らくな口く調ちようで言う。だが、この女が『捜している』という以上、該がい当とうの人物は相当な重要人物に違いない。


「でね、人手を借りたいの。私は私で本来の仕事があるから、そうそう時間も割さけないし。本来はアイツの役割だったんだけど……引き継つぐ間まもなく、死んじゃったからさ」


「……え？」


　ガーネストは思わず顔を上げかけて──あわてて視し線せんを床に戻もどした。


　アイツ。彼女がそう呼ぶ存在。それには無論、ガーネストも心当たりがある。


　だが。


　今、彼女は『死んだ』と言ったのか？　誰が？　まさか──まさか彼が？


　そんな馬ば鹿かな……！


　その疑ぎ念ねんをガーネストは口には出さなかった。ステアの言葉は常に真実だ。少なくとも彼には、それを疑うたがう権けん能のうはない。彼女もそれは心得ているのか、その事については特に説明する様子もなく、自然に次の言葉をつないで行く。


「それでね、あの子を貸してほしいのよ。ほら、いたでしょ──こういうのにうってつけの子が。なんていったっけ？」


　ステアは首を傾かしげて顔をしかめる。そういう表情ですら、何か恍こう惚こつと喘あえいでいるかのような印象を与える女であった。


「ああ、そうそう。〈パイアス・ハウンド〉」


「…………！」


　平伏したまま、ガーネストは血走った眼で床を見つめる。無論、彼にはその名前に心当たりがあった。嫌いやというほどにあった。だが──


「お、恐れながら……」


「ああ、言いたいことは分かるわ」


　ステアは面めん倒どうくさそうに言う。


「大丈夫よ。『使い方』は分かってるから。あなたは、あの子を提供するだけでいいの」


　そう言われては、ガーネストに返すべき言葉はない。


「じゃあ、頼たのんだわよ。二ふつ日か後ごにまた来るわ」


　そう言って、労いたわるようにガーネストの背中にそっと触ふれると、ステアは窓を開けた。


　再び冷たい風が入り込んでくる。


「…………」


　どれくらいの時間を平伏したまま過ごしたろうか。ガーネストが躊躇ためらいつつもその顔を上げたとき、最も早はやその美女の姿はなかった。


　ガーネストは長いため息をつきながら、窓を閉しめる。


　彼女との面会は非常に消しよう耗もうする。文字通り寿じゆ命みようが縮ちぢまる想おもいだった。


　まして……今回は内容が内容だ。


「〈粛清使パージヤース〉や異い教きよう検けん察さつ官かんならば、ともかく……」


　どれだけ気が進まずとも、彼女の頼みとあれば彼に拒きよ否ひ権けんはない。ただ従したがうだけだ。


「……よりにもよって……〈パイアス・ハウンド〉などと……！」


　窓枠を握にぎる彼の手が、小こ刻きざみに震えているのは、何も寒さのためばかりではなかった。




　第一章　ある雨の日に







　雨の降るある秋の日。


　シャノンはその少女と出会った。








　シャノン・カスールは雨が嫌きらいではない。


　そう告つげると彼の妹は、決まって珍ちん種しゆの動物でも見るような眼をして言う。


『雨のどこがいいってのよ？　じとじと湿しめるし、傘かさは持って出なきゃならないし、靴は泥どろで汚よごれるし』


　お説せつごもっともである。シャノンも妹いもうとの意見にわざわざ異いを唱となえるつもりはない。


　妹の言うとおり、雨う天てんには色々と不ふ都つ合ごうが多い。特に旅人の身の上となれば、足止めを食くらうわ、野の宿じゆくの場所にも苦労するわと、ろくな事がない。


　だがそれでも彼は雨が……雨の降る情景が好きだった。いや、もっと正確を期すならば、彼は雨の降る情景の中を独ひとり歩くのが好きなのだ、故こ郷きようにいたころから。


　音のある静けさとでもいおうか。


　雨音は周囲の雑音を遮さえぎってくれる。耳を煩わずらわす諸もろ々もろの音は、雨粒が地を打つ響ひびきの中で溶とかされ、更に重く湿った空気がそれを真ま綿わたのように吸収してしまう。変化のない単調な雨音はいつしか意識される事もなくなり、擬ぎ似じ的てきな静せい寂じやくが耳を覆おおう。


　雨あま雲ぐもに遮られた陽よう光こうは、地に明確な影かげを刻きざまず、全すべての情景は灰はい色いろの薄うす膜まくを帯おびたようにぼやける。彩いろどりを減げんじた視し界かいはまるで追つい憶おくの情景のように、現実感を失ってゆく。


　冷えてゆく体温と共に遠ざかる自分以外の全すべて。心ここ地ちよい孤こ独どく。その中にいると、ずっと忘れていた何かを思い出せるような気がするのだ。


　雨の中を歩くのは、瞑めい想そうする事にも似にている……と彼は思っていた。


　ただし。


　それはあくまで、手には傘一本のみを携たずさえ、気き軽がるに散さん策さくしている時の話だ。


「塩と香こう辛しん料りよう四種……それに糸と……」


　いつにも増まして物もの憂うげな口く調ちようでつぶやきながら、シャノンは手の中の紙し片へんに視線を落とした。買って帰るべき品々が、細こまかな字でずらずらと羅ら列れつしてある。


「下着が二着……しかしいくら身内だからって、男に自分の下着を買ってこさせるか？」


　長ちよう身しん瘦そう軀くを覆おおう黒の外がい套とう。厚い革かわ手て袋ぶくろ。そして散さん髪ぱつを拒こばんでいるかのような、長い黒くろ髪かみと、それを束たばねる白い紐ひもも、普ふ段だんの旅たび装しよう束ぞくそのままである。二十歳過すぎとまだ若いくせに、やたらと人生に疲つかれたような物もの憂うげな表情も、同じだ。


　ただ……いつも彼の腰こしに揺ゆれている刀がない。


　代わりに彼が携たずさえているのは、買い物用の布ぬの鞄かばんと、黒い雨あま傘がさである。


「買い忘れは……ないな」


　そう言って彼は念を押おすように周囲を見回した。


　雨ににじむ街まちの風景。


　人ひと影かげは乏とぼしく、またそれらの歩あゆみも遅おそい。ぼんやりととろけた景け色しきの中を行く人々は、幻げん影えいの中の生物のように、存在感が薄うすく、頼たよりなげだ。整然と並ならぶ建物でさえもが立体感を失って行くような世界で、吐はく息の白さだけが人々の実在を証明していた。


　締しめくくりのように視線を転てんじると、大きな街がい門もんが眼に入る。


　馬車がすれ違いながら通れそうな立りつ派ぱな代しろ物ものだ。分ぶ厚あつく見るからに堅けん牢ろうそうな門もん扉ぴと、小型の塔とうのような門もん柱ちゆうが、街の内と外を厳げん然ぜんと分け隔へだてている。開閉させるだけでも大変な重労働だろう。それが外に向かって開かれている様さまは、道を呑のみ込まんとする巨きよ大だいな獣けものの顎あごにも見えた。


「さて、本格的に暗くなる前に帰り着かんと……」


　門をくぐりながらシャノンはつぶやく。


　煉れん瓦がを積み上げて作られた大きな門柱は、中が空洞になっており、門もん衛えい達の詰つめ所しよにもなっている。シャノンはそこで預あずかり証しようの木札と引き替えに、街に入る前に預けておいた愛用の刀を受け取った。


　辺へん境きようには、こういった大がかりな街がい壁へきと街門を備そなえた街が多いが──無論、無法者や、猛もう獣じゆう、魔ま獣じゆう対たい策さくである──それに加えて、市街での武ぶ装そうを禁じるところが多い。


　住民同士の暴ぼう力りよく犯はん罪ざいの抑よく制せいという意味もあるが……素す性じようのよく分からない流れ者は、特に厳きびしく武器の携けい帯たいや持ち込みを制限される。街の財産を狙ねらう野や盗とうや山さん賊ぞくの手先である可能性もあるからだ。いくら街壁の防衛が堅けん固ごでも、中から攻こう撃げきされたらその防ぼう御ぎよ力りよくは激げき減げんするものである。


「しかしその剣けん、変わった形だな？」


「父の形見でね」


　人の善よさそうな門衛の中年男に笑って答えながら、シャノンは刀を腰に吊つった。


「いつも身につけてないと、なんだか頼りない気がするよ」


「物ぶつ騒そうな野や郎ろうだな」


　門衛は苦く笑しようした。確かにシャノンの置かれている状じよう況きようを知らなければ、そういう感想を持つのも当然だ。


　もっとも、実をいえば……シャノンが携帯している武器は、刀だけではない。


　暗あん器きと呼ばれる隠かくし武器はいつも一つや二つ、身に帯おびているし、今手にしている傘にしても、柄えには細いながらも鋼はがねの芯しん棒ぼうが通してある。いざとなれば剣の一いち撃げきくらいを受け止めるくらいの役には立つだろう。さすがに本格的な戦せん闘とうは無理だが。


「気を付けてな」


　門衛の言葉に軽く手を振ふって応こたえ、シャノンは門を出た。


　そして……


「……ん？」


　ふとシャノンは立ち止まって眉まゆをひそめた。


　門の脇わき……大きく開かれた門扉の側そばに、ぽつんと佇たたずむ人影があったのだ。


　見たところ十歳前後の……少女である。


　瘦やせた小こ柄がらな体たい軀くに、粗そ末まつな衣装を、引っかけるようにして着ている。衣服というより、そこらの布ぬの袋ぶくろに首と手足を通す穴を空あけただけのような代しろ物ものだ。長い黒髪も伸ばしているというより、単に切っていないだけだろう。まあ、髪型に関してはシャノンもあまり他人の事をとやかくは言えないが。


　その、どこか陰いん鬱うつそうな格好は、いかにも孤こ児じ……といった雰ふん囲い気きであった。


　少女の黒い瞳ひとみは、道の彼方かなたを見み据すえていた。


　あまりに遠くを見据えているせいだろうか……焦しよう点てんがあるような、ないような、判断に苦しむ眼をしている。


　誰かを……あるいは何かを待っている眼だ。恐おそらくその何かが来るまで、そこを動くつもりはないのだろう。ひょっとしたら、孤児ではなく、単に迷まい子ごなのかもしれない。


　だが、それだけならば、シャノンもいちいち注ちゆう視ししたりはしない。


　孤児など珍めずらしくないし、迷子はもっと珍しくない。少女に切せつ羽ぱ詰つまった様子はないし、シャノンも、縁えんもゆかりもない他た人にんに構かまっていられる身分ではない。


　道どう程ていにて、ただすれ違ちがう……それだけの関係。それだけの他人。風景と大差ない。


　だが。少女は傘かさを持っていなかった。


　無論、雨あま着ぎもない。この時期に着るには無む謀ぼうとさえいえるような、粗末な衣装だけを着て、ただ、何をするでもなく雨に打たれている。


　肌はだに張り付いたびしょびしょの衣装の裾すそからも、その長い黒髪からも、大きな水すい滴てきがいくつも滴したたっていた。相そう当とうな時間、雨の中にそうして立っているのだろう。


　ひょっとしたら……朝からここに立っているのかもしれない。


　シャノンがこの街を訪おとずれたのは昼過ぎである。丁ちよう度ど、朝あさ市いちを終えて出て行く巡じゆん回かい商人達の馬車の列とすれ違うようにして門をくぐったのだが──彼等のにぎやかさに紛まぎれて、この少女の存在に気づかなかったという事は、十分に考えられる。


「まあ、何にしても……」


　シャノンには関係のない少女だ。


　人にはそれぞれの事情というものがある。本人が納なつ得とくしてそうしているなら、それがどれだけ奇き妙みように見えても、その行こう為いに構わないのが賢かしこい選せん択たくというものだ。


（余計な事に首を突っ込むと、ややこしいからな）


　そう自分に言い聞かせてシャノンは少女の前を通り過ぎる。


　少女は動かない。


　他ほかに何をするでもなく──寒さに震ふるえることすら忘れているかのように、身じろぎさえすることもなく、静かに立ち──ただひたすらに真しん摯しな瞳ひとみで、長々と延びた道の彼方を見つめている。まるで、そうするために生まれてきた、とでもいうように。


　雨は益ます々ますその量を増ふやし、しかし少女は動かない。ただ、そこに立っている。彼女の周囲だけが、時間が止まったかのように、変化がない。


　……少女の前が不ふ意いに陰かげった。


　初めて少女が身近な空間に瞳の焦しよう点てんを合わせる。


　そこには──顔をしかめたシャノンが立っていた。戻もどってきたらしい。


　シャノンは黙だまって少女の右手をとると、強ごう引いんに自分の傘を握にぎらせる。きょとんとしている少女にしかめ面つらのままシャノンは一言──


「さらば」


　まるで最後通告のように断定的な口く調ちようでそう言うと、買ったものを抱かかえ、外がい套とうを頭から被かぶり、足早に歩き出す。


（あー……くそ）


　外套は簡かん単たんな防水加工がしてあるが、雨量が多いと、慰なぐさめ程度にしかならない。シャノンはじんわりと沁しみてくる雨の感かん触しよくに不快さを覚えながら、胸きよう中ちゆうで呟つぶやいた。


（また余計なことを……あー馬ば鹿か馬ば鹿かしい）


　傘を失った言い訳をどうするか……頭を悩なやませながら歩いていたシャノンだが、不意に彼は脚あしを止めた。


　脳のう裏りに生じる嫌いやな予感。彼はゆっくりと背はい後ごを振ふり返る。


「…………」


　予感的てき中ちゆう。振り返った先には少女がいた。


　傘を右手に持って……しかしささずに、ずるずると引きずるような持ち方で、シャノンのすぐ後ろに立っている。これでは傘の意味がない。


「あのな。これじゃ俺おれが馬鹿みたいだろうが」


　そう言ってシャノンは少女の手を取って、きちんと傘をささせる。少女はようやく得とく心しんがいったのか、傘を保持し──そして不ふ思し議ぎそうにシャノンを見る。


「では、さらばだ」


　もう一度念ねんを押おすように言うと、シャノンは少女に背を向けて歩き出す。


　歩き出すこと……二十歩。そこで再びシャノンは足を止めた。


　振り返れば、そこに傘をさして少女が立っている。先ほどと同じような位置。一いつ瞬しゆん、シャノンは自分が、実は歩かなかったのではないかと錯さつ覚かくしたほどだ。


「…………」


　シャノンがしかめ面つらで少女を見つめると、少女も無表情に彼を見返してくる。じっと見つめていると、何かの遊びと思ったのか、少女はシャノンを真ま似ねて顔をしかめて見せた。


「……いや、あのな」


　ため息をつきながらシャノンが言う。


「俺は旅の途と中ちゆうなの。分かるか？」


　少女は無む反はん応のう。


「君の家は、どこだ？　名前は？」


　やはり反応はない。ひょっとして耳が聞こえないか、あるいは頭がおかしいのか……シャノンが訝いぶかしみだした時、少女は小さく口を開いた。


「……スィン……」


　一瞬……シャノンはそれが言葉だとは分からなかった。


　口にした瞬間に、無意味な吐と息いきとなって散さん逸いつしてしまいそうな、はかない音。その一語が、少女の名前らしいという事に気付くまで……彼はさらに若じやつ干かんの間まを要した。


「……スィンっていうのが、名前か？」


　少女は小さく頷うなずく。


「あのな、スィン。家は、どこだ？」


　スィンは首を振った。家がないという意味なのか、それとも迷まい子ごになって家の場所が分からないという意味なのか、その仕し草ぐさだけでは判はん然ぜんとしない。


「俺はな、旅の途中なんだよ。ついてきたら、駄だ目めだ。分かるか？」


　シャノンの言葉に、しかし今度は無反応。


　普ふ段だん、一を言うと十を言い返してくるような妹を相手にしているせいか、こうも反応が鈍にぶいと、調子が狂う。殊こと更さらに長々とため息をつくと、シャノンはくるりと少女に背を向けて歩き出した。


　……だが。


（ぬがああー……）


　予想した通りの結果に、シャノンは胸中でうめき声を上げた。


　足音と気け配はいがついてくる。


　距きよ離りまでぴったりと保って、彼のすぐ後ろをついてくる。少し歩調を速めたり遅おそめたりしても変わらない。まるで影かげのように少女はシャノンの後をついて歩いていた。


（……仕方ない）


　シャノンは歩調を小こ走ばしりに切り替えた。このままでは埒らちがあかないし、第一、買ったものがびしょ濡ぬれになる。


　ぱしゃぱしゃと駆かけ出す足音が、彼の後を追う。それを背中で聞きながらも、シャノンは速度をさらに上げた。本気で走れば、そもそも足の長さが違うのだから、少女に追いつけるはずもない。


　ぱしゃ、ぱしゃ、ぱしゃ、ぱしゃ……


　彼を追って、懸けん命めいに駆ける足音。すぐに息が上がったのか、荒あらい呼吸の音も聞こえてくる。だが、少女は健けな気げにシャノンの後を追うのを止めようとしない。


　今、会ったばかりの見知らぬ他た人にん相手に、何が彼女をそこまでさせるのか。


　しかし──


　……ぱしゃ……ぱしゃ……ぱしゃ……


　次第に足音が遠ざかる。シャノンは内心、安あん堵どのため息をついた。可か哀わい想そうだとは思うが、他に採とるべき行動を思いつかない。だめ押おしに、シャノンは更さらに歩調を早め……


　……ぱしゃ……ぱしゃ……ぱしゃん！


　一ひと際きわ大きな音が弾はじける。


　振り返らずとも、何が起こったかは明めい白はくだった。


　だから、振り返ってはいけない──そう自分に言い聞かせるのだが、無意識のうちにシャノンの歩調が鈍にぶる。急に増ました足の重さを感じながらも、駆けていた勢いを借りて、踏ふみ出す一歩。二歩。三歩。四歩──


　だが、それが限界だった。


　足が止まる。


　せめてもの抵てい抗こうとして、身体からだ全体でではなく、肩かた越ごしに首だけを曲げて、視し界かいの端はしに少女の姿を捉とらえた。一いち瞥べつして少女の無ぶ事じを確認すれば、彼は再び走り出すつもりだった。


（ああ……）


　シャノンは頭を抱かかえたくなった。


　少女は黙だまって転ころんだ姿し勢せいのまま……シャノンの背中を見ていた。


　捨てられた子犬のような眼で。


　何をも語らず──けれど何かを訴うつたえる眼で。


　転んだ痛みや、濡れた不快感などまるでその表情にはなく……ただ置いて行かれる事への哀かなしみだけが、ある。置き去りにする者への恨うらみを含ふくまない、ただ純じゆん粋すいな哀しみ。


　いっそ泣き叫んでくれた方が、あるいは恨めしげに見つめてくれた方が、勢いをつけて残ざん酷こくにもなれる。だが、少女は転んだ姿勢のまま、じっと寂しそうにシャノンの背中を見つめていた。


　ここで一歩。あと一歩。


　それだけで、たぶん振り切れる。根こん拠きよはないが、そんな確信があった。


　ここで視線を正面に戻して、前に一歩でも踏ふみ出せば、少女は諦あきらめるだろう。たぶん、起きあがることもなく、その場に伏ふせて──ただ哀しい眼をしたまま、諦めるだろう。


　ただ独ひとり雨に濡れながら何かを待っていた──あの虚うつろな瞳ひとみに戻って。


　これはこれで、一つの勝負というか、駆け引きだった。


　一歩を踏み出せればシャノンの勝ち。彼が完全に振り返れば、少女の勝ちだ。


（よし。一歩だ、簡単なことだろうが。足を上げて、ちょっと前に出して、降ろす。一歩だ。それだけだ。さあ、歩くぞ。今歩くぞ。さあ、今だ、俺。足を上げて……）


　そう頭の中身は採るべき行動を主張して高速回転しているのだが、身体の方は、というと、ぴくりとも動かない。


（俺……こんなに優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったか？）


　雨とは異ことなる滴しずくが彼の額ひたいを滑すべり落ちる。


（ぬ……ぬぬう……）


　苦く悩のうするシャノンと、その背中を見つめる少女。


　雨は飽あきることなく二人の上に冷たい滴を降り注そそぎ続ける。全すべてが曖あい昧まいににじんだ世界で、青年と少女は、まるで彫ちよう像ぞうのように凍こおり付いていた。


　時間だけが無意味に過ぎる。


　……結局。


　膠こう着ちやく状態に飽あきたように、少女が起きあがり……シャノンに歩あゆみ寄って外がい套とうの端はしを、しっかりとつかむまで、彼はその一歩を踏み出す事ができなかった。








　憂ゆう愁しゆうを帯おびた蒼あおい瞳ひとみが空を眺ながめる。


　一向に晴れず、暗あん澹たんたる色を染しみ渡わたらせた天に、意味のない視し線せんを注そそぎながら、窓まど際ぎわに座すわった少女はため息をついた。


　重い重いため息だ。


　湿しつ度どのせいか……きっちりと結ゆい上げた美しい金きん髪ぱつも、どことなくしなびて見える。


「雨……」


　壁かべの向こうへと大きく張り出した出で窓まど。


　頑がん強きような樫かしの木を磨みがき上げ、丁てい寧ねいに仮ニ漆スを塗ぬり重かさねて造つくられた窓まど枠わくや、その周囲の装そう飾しよくを見れば、それだけで、そこが庶しよ民みんの家とは一線を画かくす建造物であると知れるだろう。よく見れば窓枠には、硝子ガラスが二重にはまるような構造になっている。大きな出窓の設置は、それだけで高度な建築技術と高級資材を要する贅ぜい沢たくだが、ここの窓には、更に防音と保温をかねた配はい慮りよがしてあったらしい。


　そんな出窓の側そばに立っているのは、金髪碧へき眼がんの可か憐れんな少女だ。


　繊せん細さいな顔立ちは単に愛らしいだけでなく、凛りんとした品格まで感じさせる。その容よう姿しは豪ごう奢しやな建物の中にあって、ごくごく自然にその場にとけ込んでいた。


　まさしく深しん窓そうの令れい嬢じようの図──である。


　ただし。


「だあああああッ、もーうっとおしいッ！」


　だむ！　と蹴けるような勢いで床ゆかを踏ふみしめると、少女は大声で喚わめいた。


　気品も何もあったものではない。黙だまっていれば確かに貴族の息そく女じよで通用しそうな容姿なのだが、苛いら立だたしげに空をにらむその姿には、むしろ庶しよ民みんの、ざっくばらんであけすけな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　貴族の繊細な容姿の内に、庶民の雑ざつ草そうのような強さを宿した少女。


　シャノンの妹いもうと……パシフィカ・カスールである。


「ジトジトジトジトジトジトとおッ！」


　獣けものが吠ほえるような口く調ちようで、パシフィカが言う。


　もともと売るほど元気の有り余っている少女である。湿しめっぽくて行動も制限される雨天というのは、好このみでないのだ。


「くおらあ雨ッ！　少しは遠えん慮りよしなさいよ！」


　空をびしりと指さして無む茶ちやな事を喚わめくパシフィカ。だが、彼女をあざ笑うかのように、窓の外では飽あきる事なく無数の雨粒が踊おどっていた。


「ここがたまたま見つかったから、いいようなものの！」


　そう言う彼女が陣じん取どっているのは……やたらと大きな屋や敷しきの一室だった。


　普ふ通つうの民みん家かの十軒や二十軒は建たてられそうな敷地を贅沢に使って、その建築物は建っている。高さは二階までしかないが、その分横に広く、壁には大小数十にも達する窓が並ならんでいた。どう考えても、庶民の稼かせぎで建てられるような代しろ物ものではない。


　しかし。


　窓の多くには硝子ガラスがはまっていない。壁はあちこちに亀き裂れつが走っており、ひどい部分になると、馬車が丸ごと通り抜けられそうな穴が空あいている。両りよう開びらきの構造になっている正面玄関など、扉とびらの片方が……ない。


　つまり。今、彼女がいる処ところは廃はい墟きよなのだ。


　旅の途と中ちゆうで雨に降られ、雨あま宿やどりの場所を探さがしている際に、偶ぐう然ぜん見つけた建物である。


　街かい道どうから細い枝道をたどって、およそ半時間。森の中に、まるで旅人を迷わせる幻まぼろしのように……唐とう突とつに、その館やかたは建っていた。


　どういう理由で廃はい棄きされたのかは分からないが、元々は有力な地方領りよう主しゆの別べつ荘そうか何かだったのであろう。玄関の広間などそのまま舞ぶ踏とう会かいに使えそうな広さがあるし、部屋の数も半はん端ぱではない。きっちりと数えてはいないが、十や二十といった数ではあるまい。


　荒あれ方かたからして、放ほう棄きされて数年が経たっているようだ。


　明らかに、物もの盗とりの類たぐいが荒らした形けい跡せきがあったが──おそらく放棄された館に残っていた金かね目めのものをあさっていったのだろう──現在は人が住んでいる気け配はいはなし。元々が費用を惜おしまず造つくられた、頑がん丈じような建築物であるから、崩くずれてくる心配もなさそうだった。


　……という訳で。


　カスール姉兄妹きようだい一行は、これ幸いと、馬車ごとこの廃墟に乗り入れたのであるが──


「なんかもー見てるこっちは、身体中カビそうよ！　黙だまって見てれば、まあ、好き放題に降りまくって！　他に芸はないの、芸は!?　横に降るとか！　七色に変化するとか！」


　ただでさえ家具類が根こそぎ持ち去られた室内は寒々しい。しかも亀裂や穴から雨粒混じりの風が吹ふき込んでくるので、妙みようにわびしく、しかも、じめじめする。森の中で野の宿じゆくする事に比くらべれば、地面がぬかるんでいないだけでも、百倍はましな環かん境きようなのだが。


「大おお袈げ裟さね……まだ二日目でしょう？」


　苦笑混じりに声をかけてくるのは、部屋の隅すみで本を読んでいた姉・ラクウェルである。


　いつも潤うるんだような瞳ひとみといい、癖くせのない艶つややかな黒くろ髪かみといい、どこか眠ねむたそうな口く調ちようといい……その容よう姿しや物もの腰ごしには、全体的にしっとりとした落ち着きがある。


　パシフィカを動とするならば、ラクウェルは完全に静だ。


　この二人が姉妹なのだと言われても、首を傾かしげる人間は多かろう。実際、血は繫つながっていない。もっとも、同じ親の下で形成されているはずの性格に、どうしてこうも差が生じるのかは、謎なぞだが。


「ああ……もう何とかしてよう、ラクウェル姉ねえ～。魔ま法ほうで雨雲吹っ飛ばすとか～」


「さすがにそれは無理よ」


「にゅー。カビくらいならまだましかも。きっと十とお日かも続いたら、頭のてっぺんからキノコでも生はえてくるわよお」


「キノコ……」


「なんで、そこでうっとりするかな……」


　夢ゆる見みるような瞳で呟つぶやく姉あねを、げっそりした表情で見つめながら、パシフィカは言った。


「だって可愛かわいいじゃない」


「そういうのは、間ま抜ぬけって言うんだと思うけど」


「そうお？」


　本気で不思議がっているような口調で、ラクウェルが言う。


　頭のてっぺんにキノコを生やした姉の姿を一瞬想像してから……パシフィカは強制的にその想像図をうち消した。似に合あいすぎて怖こわい。
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「……にしてもシャノン兄にい、遅おそいねー……」


「じっとしてるのが嫌いやなら、ついていけば良かったのに」


「冗じよう談だんやめて。この雨の中、街まちまで長々と出歩きたくなんかないわよ」


　わざわざこんな場所に宿を定めているのは、何も雨宿りのためばかりではない。


　武ぶ装そうの事もあるが──以前、タウルスの街で得た教きよう訓くんから、シャノン達は何らかの用がない場合には、街に入らないようにしている。万が一、自分たちの事情に街の人間を巻き込むことになれば、また大量の死人が出る恐おそれがあるからだ。


　だが、原始生活を覚かく悟ごするのでもない限り、街や村に寄って生活必ひつ需じゆ品ひんを手に入れる必要はどうしても出てくる。世間の情勢も多少は知っておかなければ、旅そのものにも影えい響きようが出る。だからシャノン達も、警けい戒かいしながら街や村に敢あえて逗とう留りゆうする事があるのだ。


　しかしそれにしても数日が限度。おかしな様子が少しでもあれば、彼等は人ひと里ざとを離はなれるようにしている。


　そういう意味では、この適度に街から離れた廃墟は、旅の骨休めにはうってつけと言えた。少なくとも余程の事が起こらない限り、他人を巻き添ぞえにする恐れはない。もしずっとパシフィカを狙ねらう刺し客かくに見つからないのであれば、ここに住んでもいいくらいだ。


「あら……噂うわさをすれば──」


　不意に……焦しよう点てんの緩ゆるんだような瞳で、何もない中空を見つめながらラクウェルが言う。


「……シャノンが帰ってきたわよ」


　事情を知らない人間が見たら、何となく身を引きそうな危あぶない仕し草ぐさだが、これは脳のう裏りに展てん開かいした警戒用結けつ界かい魔ま法ほう〈楽園アスガルド〉の情報画面を見ているためだ。


　普ふ段だん、昼間にこの魔法を使う事はあまりないが、ここ数日、ラクウェルは断だん続ぞく的てきにこの魔法を起き動どうして周囲を走そう査さしている。雨は音と気け配はいを消しやすいからだ。この雨にまぎれて敵が近づいていないとは断言できない。感性が異常で、底抜けに呑のん気きな性格にも見えるが……この姉は、そういう部分では抜け目がないのである。


「本当？」


「ええ。……でも──これは……？」


　何かに気付いたらしく、ラクウェルが首を傾かしげるが……パシフィカはもう聞いていない。


　さっさと部屋から抜け出すと、長い廊ろう下かを走り、階下の玄関まで全速力で駆かけ下りる。しかめ面つらを取り繕つくろおうとしているらしいが、どうにも相そう好ごうが崩くずれてしまっていた。


「遅おそいわよっ、シャノン兄！」


　ぼんやりと雨に煙けむる情景の中、門から玄関へと続く道を歩いてくる人ひと影かげに向かって、パシフィカは嬉き々きとして──本人に自覚はないかもしれないが──叫さけんだ。


「どこで道草食くってたのよ！　おみやげはちゃんと買ってきてくれた？　本当にもう、買い物一つするにも人ひと様さまより倍も時間食うんだから！」


　調子に乗ってまくしたてようとしたパシフィカの声が──


「これだから頭の中身が年寄り……」


　──急速にしぼむ。


　扉とびらの片方が欠けた玄関にたどり着き、傘かさを畳たたんで雨粒を振ふり落とすシャノン。彼の姿を見ながら……パシフィカは半ば口を開いたまま、その場に立ち尽くしていた。


　いや。正確に言えばパシフィカが見ていたのは、シャノンの姿……ではない。


　妙に重い沈ちん黙もくを包みこんで単調な雨音だけが響ひびく。


「……ただいま」


　しばしの沈黙の後、その重さに耐たえかねたかのように、シャノンが言う。


「頼たのまれてた下着は買ってきたぞ。しかし、お前もそろそろ俺おれに下着買いに行かせるのやめろ。恥はずかしいとか思わんのか？　俺は恥ずかしいぞ。あと、書いてあったものは大体買えたが、香こう辛しん料りようが二種類ほど、在庫がなかったな。塩は安かったが」


　パシフィカは無言。対して珍めずらしく饒じよう舌ぜつな口く調ちようでシャノンが言葉をつなぐ。


「あー。疲つかれた。茶を淹いれてくれ、茶。大体、こう人にものを頼たのんだときはだな、せめて帰ってきた時に、労いたわりを込こめて熱い香茶を差し出すくらいに気を利きか……せ……」


　再び、沈黙。今度はさらに、重い。


　シャノンの額ひたいに、雨粒とは異ことなる滴しずくが一ひと筋すじ、流れ落ちる。


　パシフィカの青い瞳ひとみは、そんなシャノン本人ではなく、その脇わきを注ちゆう視ししていた。


　シャノンの左腕うでに、ひし、としがみついている、黒くろ髪かみの幼おさない少女の姿すがたに。


　少女──スィンは、状じよう況きようがよく分からないのか、不ふ思し議ぎそうにシャノンとパシフィカを見み比くらべていたが、パシフィカが自分を見つめているのに気付くと、きょとんとした表情で彼女の眼を見つめ返してくる。


　物もの怖おじしてはいないようだが、挑いどむような眼まな差ざしでもない。無む垢くという言葉をそのまま詰つめ込んだかのような瞳に、むしろパシフィカの方がたじろいだ。


　そこへ……ラクウェルも階段を下りてやってきた。


「おかえりなさい、シャノン……」


　言うまでもない事だが、彼女は事前に警戒用結界魔法〈楽園アスガルド〉からの情報でシャノンの傍かたわらに少女らしき人物がいるのには気付いていた。


　だが、面めんと向かってシャノンが見知らぬ少女を連れているのを見ると、やはり怪け訝げんに思うのだろう。二、三度瞬まばたきし、そのとろんとした黒い瞳で、シャノン、スィン、パシフィカの順に見回す。


「……おみやげ？」


　ラクウェルはスィンを指さして、のんびりとそう尋たずねた。








　いつも清せい潔けつに保たれた長い廊下を歩きながら、彼は顔をしかめていた。


　マウゼル教教会・第二渉しよう外がい局きよく西部方面統とう括かつ支局……これが彼の歩く建物の名前だ。


　聖せい地ちグレンデルのあるラインヴァン王おう国こくを中心に、全世界へと広がる超ちよう巨きよ大だい組織マウゼル教は、無数の教会以外に、王国内にも数カ所、王国外にも十数カ所、グレンデルと同等の統括判断機能を持った支局を置いている。


　その体制はもう宗教団体というより、地方分権体制の国家に近い。いや、多くの国家が過か度どの中央集権体制による政治的・軍事的・経済的な地方偏へん差さを生じさせ、その国土の完全で円えん滑かつな管理を行っているとは言い難い現状を思えば……この組織は国家ですら追い抜き、数歩先を行っているといっていい。


　どうして単なる──といっていいのかどうかは疑問だが──一宗教が、ここまでの組織力と実行力を持っているかは、諸説あるが、実際の理由を知っている者は、恐おそらく大陸においても百人といないだろう。


「ったく……また、くどくど、しつこいお小こ言ごと、聞かされるんじゃねえだろうな」


　出頭を命じられた時から、嫌いやな予感はしていた。


　元々彼は落ちこぼれだ。まして職務に関しても無能とまではいかないが、さして熱心ではない。上の覚おぼえが良くないのは、当然である。


　そもそも辺へん境きよう担たん当とうの異い教きよう検けん察さつ官かんを拝はい命めいした時点で、自分が厄やつ介かい払ばらいされたと彼は自覚していた。もっとも、その程度で済すんだと天なるマウゼルに感謝すべきかもしれない。


　同期入信ながら、彼とは別の運命を辿たどった男……あの男の事を考えれば、彼は随ずい分ぶんと幸せだろう。あの男のように完全な飼かい殺ごろしの人生など、考えただけでぞっとする。


　彼は直ちよく属ぞくの上司の部屋の前に立つと、声を張り上げた。


「ベルケンス・タンホグリオ、参りました！」


「入りたまえ」


　許きよ可かの言葉を得て、彼は扉とびらを開き、のっそりと部屋へと入る。身長の高い彼は、昔むかしはよく入り口の上じよう縁えんに頭をぶつけたものだが、今では無意識の内に背中を丸めて入る癖くせがついた。ちなみに、そうやって部屋に入る様さまが、まるで巣す穴あなから出てくる熊くまを連想させる──とは彼の上司の言葉だ。


「相変わらず声が大きいな、君は」


　初老で小こ太ぶとりの上司……ハウゼェル・スコーフィールドが、顔をしかめて言う。


　今や閑かん職しよくの代名詞になりつつある異教検察官の管理などやっている位であるから、彼もどちらかといえば『出世』から縁えん遠どおい人間だ。


　目もつ下かの楽しみは、食くう事と、近くの孤こ児じ院いんを訪ほう問もんし、そこに暮くらす子供達の顔を見る事だけという話である。『ハウじいちゃんと呼んでくれるんだよ』と自じ慢まんそうに言う彼の姿は、支局の者なら必ず一度は見ているだろう。


　そんな小市民的な事に喜びを見いだす彼を……ベルケンスはむしろ好ましく思っている。


　マウゼル教の暗部をも垣かい間ま見みた彼にしてみれば、彼のような神官──庶しよ民みんの中に分け入り、苦楽を共にしながら彼等を手助けする、本来の意味での神官の立場を忘れていない者を見ると、ほっとするのだ。


　だが。


　今日ばかりは彼も、無言で全身を強こわ張ばらせていた。ほとんど硬こう直ちよくしているといっていい。


　その原因は、ハウゼェルの隣となりに立っていた。


「ピエトロ・ベレッサ……！」


「久しぶりだね、ベルケンス。相変わらず壮そう健けんそうで、何よりだ」


　その青年神官は、柔やわらかく微笑ほほえんだ。


　中肉中背。どことなく穏おだやかな雰ふん囲い気きを身にまとった人物だ。歳としは二十代半ばであろうが、その落ち着きには永年勤めを重ねてきた神官にも似にた、重じゆう厚こうさがある。


　ほとんど白はく髪はつに近いような銀の髪かみには、よく櫛くしが入っていて、清せい潔けつ感かんがあった。


　着ている服は、マウゼル教の最も一いつ般ぱん的てきな神官服。はいている靴も神官達がよく使う外出用の布ぬのブーツ。どこででも見かけるような、マウゼル教神官の外出着姿である。


「……確かに久しぶりだな。まだ生きていたかよ」


「ひどいな。何年かぶりにあって、第一声が、それか？」


　切れ長の黒い眼がベルケンスを見み据すえる。


「はっきり言っておくがよ」


　ベルケンスは嫌けん悪お感丸出しの声で言った。


「俺おれはおめえが嫌きらいだ。側そばにいるだけで吐はき気けがするくらいにな」


「や、やめないか、ベルケンス」


　ハウゼェルが懐ふところから取り出してハンカチで額ひたいを拭ふきながら言う。本人に自覚はないようだが、冷ひや汗あせが途と切ぎれる事なく出てくるのだ。


　間ま近ぢかで高圧な殺気にさらされていれば、意識では把は握あくできなくても肉体が反はん応のうする。特にベルケンスは戦せん闘とう訓練を十じゆう分ぶんに積んだ一級の使い手だ。彼の放はなつそれは、並なみの戦士のそれとは比ひ較かくにならないほど、強い。


「君を呼んだのは……今回の調査行の途と中ちゆうで奇き妙みような少女を見かけなかったか、尋たずねたいとベレッサ司し祭さいの頼たのみでね」


　ハウゼェルは眉まゆをひそめて額を拭ふき拭ふき言った。


　彼はベルケンスと、そしてピエトロの過去を詳くわしくは知らない。さして暖あたたかくもない部屋で、自分が何な故ぜ汗をかいているのか、分からないのだろう。


「奇妙な少女？」


　ベルケンスは眉まゆをひそめた。


　ふと二人ほど、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女の事が脳のう裏りに浮うかんだが、ベルケンスは表情の変化を抑おさえ込む。ピエトロの前で彼女たちの事を口にするのは、あまりに危険だった。


「こういってはなんですがね、辺へん境きようじゃ文化も風習も土地によって違ちがうわけですから……奇妙といえばそこの土地の人間、全部が奇妙に見えたりしますよ」


「今いま更さら、君にそのような点を指し摘てきされるまでもないよ。私が──というかベレッサ司祭が捜しているのは、そういった差を廃した上でも、明らかに普ふ通つうとは違っている少女、という意味だ」


「……〈魔の落とし子スパウン〉の類たぐいですか？」


「いや──」


　ハウゼェルは言いよどむ。


　ひょっとしたら……いや、恐おそらく彼もその人物についてほとんど情報を持っていないのだろう。ピエトロの関かん与よする件だ。どうせ、まともな神官の関知すべき話ではない。


「具体的な条件を挙げていただかないと、こちらとしても記き憶おくの探さぐりようがないですが」


「いや、結構」


　そう言ったのはピエトロだ。


「君がつい先日まで外がい辺へん境きよう辺あたりにまで行っていたと聞いたのでね。あくまで、念のために尋ねたに過ぎないよ、ベルケンス。そうそう都つ合ごうの良い偶ぐう然ぜんは期待していない」


「そうかい」


　今度は無ぶ愛あい想そうなベルケンスの言葉を気にした様子もなく、ピエトロは丁てい寧ねいな仕し草ぐさで二人に一礼した。


「すいません、お手数をおかけしました。では私は使命がありますので、これで……」


　ピエトロはそのまま自然な足取りで部屋を出て行く。ベルケンスはその気配が遠ざかって行くのを感じ取りながら、ようやく身体からだの緊きん張ちようを解といた。


「……旧きゆう知ちのようだが、何かあったのかね？」


「ええ、まあ。ところで、あいつは誰だれの指示で動いてるんです？」


「ホーグ枢すう機き卿きようだが」


　ハウゼェルの言葉に、ベルケンスは内心、呻うめいた。


（気でも狂くるったかよ、ホーグ局長は）


　ガーネスト・ホーグ第一渉外局局長。


　ベルケンスは彼と面識がある。本来であればベルケンスは彼の下もとに配はいされるはずだったのだ。彼は公式には存在しないはずの六番目の渉外局の局長をも兼任している。


　だからベルケンスは多少なりともホーグ局長の性格も知っていた。そこそこに頭が回るし、日ひ頃ごろの鷹おう揚ような態度に反して、その本質はかなり用心深い男だったはずだ。


　そんな人物が──わざわざ足をすくわれかねないような真ま似ねに出たとなると、それだけ切せつ羽ぱ詰つまった理由があるはずだ。


（まさか……）


　ベルケンスの脳のう裏りに一人の少女と、その守しゆ護ご者しやたる双ふた子ごの姿すがたがよぎった。


〈廃はい棄き王おう女じよ〉とその守護者。


　かつてマウゼル教の聖せい地ちグレンデルにおいて託たく宣せんが告つげた『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』。幼おさなくして名前も与あたえられずに王おう国こく史しから抹まつ殺さつされたはずの姫ひめ君ぎみ。


　襲おそい来る殺し屋や、王国軍人、そしてマウゼル教教会の教きよう敵てき殲せん滅めつ部隊〈粛清使パージヤース〉……それらの敵を退しりぞけ、血の繫つながらぬ妹いもうとを守り続ける双子。


　彼等は強い。兄あにの剣けん士しも、姉あねの魔ま導どう士しも、ベルケンスの見立てでは一流か、それ以上だ。彼等が組んで闘たたかえば、それこそ〈粛清使パージヤース〉の一部隊程度、問題になるまい。


　一見、無力に見えるあの〈廃棄王女〉自身でさえ、絶望的な状況下でも闘おうとする意志を──強さを持っていた。だが……


「少し空気を入れ換かえよう」


　息苦しさでも感じたのか、ハウゼェルは窓に歩あゆみ寄って大きく開あけ放はなった。秋の乾かわいた空気がするすると部屋の中に入り込んでくる。


「もうすぐ冬だな」


　どこを見つめるでもなく……ただ頰ほおを撫なでる風の冷たさに、ハウゼェルが呟つぶやく。


（──杞き憂ゆうであってくれればいいがな）


　窓の外の秋空を眺ながめながら……今もこの空の下のどこかで、旅を続けているであろう彼等を、ベルケンスは想おもった。








　美しくも儚はかない旋せん律りつがパシフィカの周囲を巡めぐっていた。


　爪つま弾びかれる弦げんの震ふるえが、ひどくもの悲しげに響ひびく。まるで彼女の内なる想いを代だい弁べんするかのごとく紡つむがれる音階の列。鋭するどさは悲ひ哀あいを。重さは絶望を。雨に冷えた空気の中でそれらは必要以上にくっきりと響いていた。


「ああ……」


　右手は胸に。左手とその蒼あおい眼まな差ざしは、誰だれかに救いを求めるかのように虚こ空くうへ。


　よろめくような足取りで、パシフィカは窓まど辺べへと歩み寄る。ささやかな仕草からも、にじみ出る苦く悩のう。彼女のそんな姿を見ただけで、心ある者ならば、涙なみだせずにはいられないかもしれない。


「天国のお父様……お母様……」


　哀かなしげにまつげをふるわせながら……彼女は歌うように言った。


「ついに……ついに怖おそれていた事が……」


　ひらりと踊おどるようにその身を翻ひるがえし、今度は左手を胸に、右手を高々と差し伸のべて、パシフィカは言った。


「私はいったいどうすれば……どうすれば良いのでしょうッ？……とうとうお兄にいさまが、ああ、シャノンお兄さまが……」


　旋せん律りつが激はげしく盛もり上がる。ここが山やま場ばらしい。


　パシフィカは両手を広げ、天を仰あおぐようにして言い放った。


「幼よう女じよ誘ゆう拐かい犯はんにいッ！」


「やかましい！」


　シャノンの怒ど鳴なり声と共にぴたりと旋律が止む。パシフィカも両手を広げた姿勢のまま。ぴたりと動きを止めた。


「誰が幼女誘拐犯だっ、誰が！」


「シャノン兄」


「指をさすな、指を！」


　伸ばしたままの手を旋せん回かいさせ、正面からびしりと自分を指さしてくるパシフィカをにらみながらシャノンは喚わめいた。


「大体、『ついに』だの『怖れていた』だの……人をなんだと思ってるんだ、おまえは。ラクウェルも！　リュートまで持ち出して盛り上げるんじゃないッ！」


　パシフィカの横では、ラクウェルがいそいそと弦げん楽がつ器きを片づけている。


「…………」


　問題の幼女──というか何というか──のスィンは、自分とはまるで無関係のいざこざを眺ながめるかのように、不ふ思し議ぎそうな表情でシャノンの傍かたわらに立っている。さすがにもうシャノンの左手の袖そでを握にぎるのはやめているが、この少女は彼の側そばに寄り添そって、離はなれようとしないのだ。


「何度説明したら分かるんだ、おまえらは！」


　壁かべを拳こぶしで叩たたきながら叫さけぶシャノンであるが、パシフィカは一いつ向こうに臆おくする事もなく、横目で兄を眺ながめながら言った。


「マヌーリンにいたときもさ、いい歳としして彼女の一人もいないから、変だとは思ってたのよねえ。幼女趣味なんて、変態よ。異常よ。人間として恥はずかしくないの？　ああ、妹いもうととして恥ずかしいわ」


「ほほう……？」


　シャノンが凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべながら、パシフィカの正面に回り込む。


「家に連れてきた俺おれの女友達に、喉のどが焼けるくらいに、大量のカラシぶちこんだ香こう茶ちや出したり、数分ごとに〈デザート・イーグル〉連れて乱入したりしたの、誰だ？」


「それはそれ。これはこれ」


　まあ、その時の娘達は、恋人などではなく、本当に用事があって訪おとずれただけの、単なる女友達だったらしいが。


　実を言えば故こ郷きようでは、シャノンは同じ年とし頃ごろの娘達にそこそこ人気があった。高い身長と整ととのった顔立ち、そして年ねん齢れいに似に合あわぬ落ち着きが、同年代の少年達に比べて良い意味で目立っていたのだ。


　だが、それにも拘かかわらず、彼には今まで恋人やそれに類るいする存在がいた試しがない。


　パシフィカの妨ぼう害がいというのも原因の一部ではあるかもしれないが、最大の理由は彼いわく「面めん倒どうくさい」から……らしい。


　無論、シャノンも男である。女性に興きよう味みがないわけではない。ただ、彼の場合は異性というものに幻げん想そうを抱いだいていなかったためか、積極的に恋れん愛あい沙ざ汰たに踏ふみ込もうとしなかったようだ。まあ……身内に色々な意味で強きよう烈れつな娘が二人もいれば、恋人選びも慎しん重ちようにならざるを得えまいが。


「……いきさつは分かったけれど」


　ラクウェルがにらみ合う弟おとうとと妹、そしてスィンを見比べながら、口を挟はさんだ。


「でもね、シャノン。実際にその子が孤こ児じだと決まったわけでもないし……下へ手たをすれば、本当に誘ゆう拐かいよ？　それに、私達の立場からすれば……」


「分かってる。分かってるんだが……」


　シャノンは呻うめくように言った。


　先ほどと同じ廃はい墟きよの一室。


　窓の外には雨が降り続き、部屋は相変わらずじめじめと不快に湿しめった空気に満ちている。


　ここで、シャノンは事の顚てん末まつをパシフィカとラクウェルに語って聞かせた訳だが……結局、スィンを振ふり切れなかった事に関しては、具体的に、何の言い訳も立っていない。


　彼等は放ほう浪ろう者しやにして逃とう亡ぼう者しやだ。


　たとえスィンが孤児で、身寄りがなかったとしても、彼女を連れて旅をするわけにはいかない。ただでさえシャノン達は、職業的暗殺者や特命を帯びた軍人、騎き士し、あるいは教会の暗殺部隊などからパシフィカを守らねばならない。もし、そういう場にスィンがいれば、足手まとい以外の何物でもなかろう。自分の身を自分で守れない人間が一人増ふえれば、護ご衛えいの苦労は倍以上に跳はね上がる。


　いや、足手まといどころか、彼女を連れているところを殺し屋達が見れば、どう思うか。人質になど取られようものなら、どうしようもない。


　これではシャノン達は無論のこと、スィンのためにもならない。たとえスィンが行き倒れていようと、彼は彼女を連れ帰ってくるべきではなかったのだ。


「しかし、なんてーか……この眼で見られると逆さからえないんだよな……」


「あー、情けない」


　自分でも言い訳じみているな、と思いつつ弁べん解かいするシャノンに、ラクウェルの隣となりに座すわって腕うでを組みながら、パシフィカが、さも馬ば鹿かにしたように言う。


「シャノン兄にいも、男なんだから、びしっと言ったんさいよ、びしっと。たらたら黄たそ昏がれてるだけが能のうじゃないでしょ。どうせ、連れて行くわけにはいかないんだから」


「なんか、おまえ……いつになく厳きびしくないか？」


　顔をしかめて言うシャノン。パシフィカがシャノンに絡からむのはいつもの事だが……確かに今回は、妙みように語調がきつい。


「それはもう、シャノンが女の子なんか連れてきたもんだから──」


「私はいつも厳しいの！」


　意味ありげに微笑ほほえみながら言うラクウェルの声に被かぶせるようにして、パシフィカが声を張り上げる。


「そうお？」


「そ・お・な・のッ！」


　ばん、と膝ひざを叩たたき、顔を真まっ赤かにしてパシフィカが言う。その勢いきおいにシャノンとラクウェルが口をつぐんだのを見て、顔をしかめ……パシフィカは視し線せんをシャノンの側そばのスィンに向ける。


　やけに鋭するどいパシフィカの視線を受けて、さすがのスィンも何か感じたらしい。ひし、とシャノンの左腕にしがみつく彼女を見て、パシフィカの額に血管が浮うかんだ。


「えーと。スィン？」


　パシフィカがスィンの顔をのぞき込みながら、言う。一応、朗ほがらかな笑顔を取り繕つくろってはいるものの、よく見れば頰ほおは引きつっているし、額ひたいに血管が浮かんだままだ。


　……非常にわかりやすい性格である。


「私達はね、あなたと一いつ緒しよにいるわけには、いかないの。分かる？」


　無口で、しかも何を考えているのか、いまひとつ分かりにくいスィンの表情のせいか……パシフィカの口く調ちようは幼よう児じをあやすようなものになっている。


「さよならしないと、いけないの」


「…………」


　スィンは黙だまって首を振ふった。何度も何度も首を振った。


「スィン」


　もう一度パシフィカに名を呼ばれると、スィンは彼女を恐おそれるように、シャノンの背後に隠かくれてしまった。


「嫌きらわれちゃったわねえ」


　ラクウェルの何気ない一言に、パシフィカが顔をしかめる。このままでは一方的に自分が悪役だ。


「うにゅー……困ったわね」


　さすがに肩かたの力を抜ぬいて、パシフィカはため息をついた。


「ラクウェル姉も何か言ってよ。シャノン兄は腑ふ抜ぬけちゃってるし」


「そうねえ……」


　ラクウェルが首を傾かしげる。


「スィン？」


　呼ばれて、スィンが少しだけ、シャノンの背後から顔を出す。


「スィンは、どうしたいの？」


「…………」


　スィンは答えない。


「じゃあ、はい、いいえで答えてくれる？」


「…………」


　小さく頷うなずくスィン。


「スィンに、お家は、あるの？」


「……ない」


「そう。じゃあ、お父さんとか、お母さんとかは、いないの？」


「……ない」


　短く、言葉というよりは息を吐はくようにして言うスィン。


「はぐれたの？」


　横に首を振るスィン。


「お亡なくなりになったの？」


　またも否定。


　シャノン達は顔を見合わせる。しばし空中に視線を彷徨さまよわせて何やら思案してから、ラクウェルは尋たずねた。


「……ひょっとして、自分の事、何も覚えてないの？」


　その自覚さえなかったのか……しばし考え込むような表情をした後で、スィンは小さく頷うなずいた。




　第二章　その少女記き憶おく喪そう失しつにつき







　窓から差し込む夕ゆう暮ぐれの赤茶けた光が、二人を照らし出していた。


　色あせた絵画のような情景である。広間の全すべてが息を潜ひそめているかのように無音。気け怠だるい色しき彩さいの中に響ひびいているのは、二人の呼吸音だけだ。


　それが息苦しさをもたらす。


　パシフィカは我われ知らず自分の鼓こ動どうを押おさえ込むように、右手を左胸に当てた。


　大きくはないが、若じやつ干かん速い脈みやく。


「シャノン兄……？」


　いつになく厳きびしい表情で自分と向かい合って立つ兄あにの姿。


　よく知っている筈はずの……飽あきるほどに見み慣なれた兄の顔が、見知らぬ男性の顔のように見える。それは端たん正せいな顔を覆おおうその真しん剣けんな表情故ゆえか……あるいは夕ゆう陽ひの色以上に赤みを帯びたその顔色故か。


　シャノンは意を決したように一歩……前へと踏ふみ出す。だが彼は無言のままだ。躊躇ためらいのような揺ゆらぎが、彼の真しん剣けんな表情をよぎるのを見て、パシフィカは悟さとった。


　これから告つげられることは余よ程ほど重大なことなのだろう。シャノンにとってか、パシフィカにとってか、あるいは双そう方ほうにとって。あるいは今まで築きずき上げてきたものを、全すべて突つき崩くずすほどの……


「おにい……ちゃん──」


　甘あま哀がなしい響ひびきが舌したの上にわだかまる。


　シャノンは立ちすくむ妹いもうとに瞳ひとみを向けて、言った。


「パシフィカ……俺おれは──俺はもう……」


　物もの心ごころつく以前から、飽あきるほどに見ているからこそ、今まで意識しなかった事もある。


　家族。異性の家族。異性。男の人。


　まさか。


　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いつつもパシフィカはその想像を振ふり払はらうことができない。狼狽うろたえる彼女に向かって、シャノンは苦しげな口く調ちようで言った。


「俺はもう……おまえの事を……妹として見る事ができなくなった……」


　一いつ瞬しゆん──鼓こ動どうが止まるかと思った。


　だが無論それは錯さつ覚かくであったろう。鼓動はむしろ速さと大きさを増まし、彼女はいても立ってもいられないような、焦しよう燥そう感かんめいたものを感じていた。


　……ちょっと待って。それって。


『妹として見れなくなった』


　頭の中でぐるぐるとその言葉が回る。


　何か言わないと。言わないと。言わないと。


　必死に言葉を探さがすが、何も見つからない。焦燥感だけがつのり、脈みやく拍はくを上げ、体温を上げ、意識は空くう転てんする。無意味な雑念ばかりが生まれ、泡あわのように弾はじけて消える。何か気の利きいた冗じよう談だんでも言うべきか。それとも馬鹿な事を、と笑い飛ばすべきか。あるいは……


「嬉うれしい……」


（……あれ？）


　パシフィカは混乱する。焦あせるあまりとんでもない事を口走ってしまったような。一番、洒落しやれにならない事を言ってしまったような……


　自分の口が、いや身体からだそのものが自分のものでないような感覚。薄うすい膜まくが生じて、意識が身体に届とどく前に上うわ滑すべりしているような感覚にパシフィカはひたすら慌あわて続ける。


「おにい……ちゃん……」


「もうお兄ちゃんじゃない」


　シャノンが首を振ってそう言うと……両手を広げてゆっくりと歩あゆみ寄ってくる。一瞬の後に待つであろう固い抱ほう擁ようをはっきりと意識して開かれる、彼の腕と胸。


（あれ？　あれ？）


　パシフィカは自分自身もが兄に向かって歩き出すのを自覚する。


　彼の腕の中へ。彼の胸に……


（にゃーッ、ちょっと、ちょっと待って！）


　むなしく焦あせる意識。


　急速に近づいてくるシャノンの姿。


（心の準備ってゆーか、優しくしてねってゆーか……いや、違ちがう！　違うぞ私ッ！）


　更に意識は焦りまくるが……そんな彼女の意識とは別個独立に、胸の前で軽く握にぎった両手を祈いのるように合わせ、はにかむように頰ほおを紅あかく染そめながら、身体はシャノンの胸へと飛び込んで行く。


（待って、待って待って待ってッ！　にゃああああっ！　待ってえええッ！）


　ところが。


「お兄ちゃん！」


　……べしゃ。ずずず。


　飛び出したパシフィカは、シャノンではなく固い床ゆかと抱だき合う羽は目めになった。


「……にょおッ？」


　彼女を優しく抱き留とめる筈はずのシャノンはというと、薄はく情じようにもあっさり身をかわして、すれ違っている。したたかに打って、更さらにはすりむいた鼻をさすりながら振り返ると──


　あろう事か、彼は誰だれかと熱ねつ烈れつに抱擁中だった。


「お兄ちゃん──!!」


「ああ、愛いとしい妹よ──!!」


「……って、ちょっと!?」


　地の底で呻うめくようなパシフィカの声など聞こえない様子で、シャノンと誰かは、ひし、と抱き合う腕に力を込こめる。


「どーゆーことッ？」


　ようやくパシフィカの声が聞こえたのか、シャノンは抱擁を解といて腕の中の人物をパシフィカに示した。あまりの驚きよう愕がくに、かくん、とパシフィカの顎あごが開いたままになる。


　シャノンと抱き合っていたのは──


「スィン!?」


「と、ゆーわけで」


　至し極ごく当然というような表情でシャノンは言う。


「わがまま、生なま意い気き、根こん性じよう三回転半と、三拍びよう子しそろったパシフィカを妹として見るのはいい加か減げん疲つかれたので、もうちょっとデキのいい妹と交換トレードする事にしたのだ」


「……は？」


　一瞬、意味が分からず間ま抜ぬけな声を漏もらすパシフィカ。


「ちょ……」


　何とか口から出たのは、言葉になりきれないような声の切きれ端はしだった。


　スィンがシャノンを見上げる。少女は子犬が甘あまえるような声で言った。


「お兄ちゃん……」


「なんだい、妹よ」


「よそのね、おねーさんがね、怖こわい眼でにらむの」


　などと言いつつパシフィカを指さすスィン。


「そうか。では、あっちへ行こう」


「行こう行こう」


　シャノンとスィンは仲良く手を取り合って、部屋を出て行く。


　一人部屋に残され、唐とう突とつな成り行きに呆ぼう然ぜんとしているパシフィカの前で、ばたんと音をたてて扉とびらが閉しまった。


　赤茶けた夕陽の光が急に陰かげってゆく。暗さを増ました部屋の空気が急速に冷え始めた。


「ちょ……」


　そして。


　遠ざかる二人の足音を聞きながらパシフィカは……


「ちょ……っと待てええええええいッ！」


　……と叫さけんだところで目が覚さめた。








　……目覚めてみればもう朝だった。


　窓から差し込んできているのは、夕ゆう暮ぐれの気け怠だるい日差しではなく、瞼まぶた越ごしにでも瞳ひとみに切り込んで来るかのような、朝の冷たく鋭するどい光である。


「うにゅー……」


　睡すい眠みん不足になることだけは免まぬがれたようだが、全身にうっすらと汗あせをかいている。あの夢ゆめが、悪あく夢むかどうかは微び妙みようなところだが……激げき烈れつに寝ね覚ざめが悪い夢だったのは確かだ。


「……寒」


　息を整ととのえながら、身を起こすパシフィカ。


　寝ながら苦く悶もんでもして蹴け飛とばしたのか、被かぶっていたはずの毛布は、やや離はなれた場所にわだかまっている。手を伸のばして毛布を引き寄せながら、パシフィカはため息をついた。


「しかし、なんつー馬鹿な夢を……」


　結けつ末まつも馬鹿馬鹿しいが……そもそも夢の中での自分が示しめした反はん応のうが、馬鹿馬鹿しい。何が哀かなしくて兄を相手に、あんなにどきどきしたり、喜んだりせねばならないのか。


　あれではまるで──


「もー、鳥とり肌はだ立っちゃうわよね」


　誰にというわけでもないのだが……そう言いながら、パシフィカはふと傍かたわらを見る。


　シャノンの寝顔が目に入った。


　パシフィカ同様、綺き麗れいに掃そう除じした床に厚手の布ぬのを敷しき、肩かたの辺あたりまで毛布を被っている。姿勢は横向き。パシフィカに向けた背中が、やや丸め気味になっている。


　さすがにシャノンも寝ているときはいつもの面めん倒どうくさそうな表情ではない。穏おだやかに緩ゆるんだ表情には、成人でありながらも子供めいたあどけなさがあった。


「……ふふ」


　微び苦く笑しようが漏もれる。


　パシフィカはもう一度寝ね転ころびながら、両りよう肘ひじをつき、指を絡からませた両手の上に顎あごを載のせてシャノンの横顔を眺ながめた。


　改めて兄の寝顔をしみじみ見るのは久しぶりなのだが……自分より五つも年上の兄が、妙みように可愛かわいらしく見えたのだ。こんなシャノンの横顔を知っているのは、ラクウェルと自分だけだろう、と思うと誰でもいいから捕つかまえて自慢したいような気持ちになってくる。


「ん……」


　シャノンがもぞもぞと動く。


　仰あお向むけに寝返りを打つ彼の横に……何やら膨ふくらみが残った。


「…………む」


　眉まゆをひそめながらパシフィカはゆっくりと立ち上がってシャノンの頭上に回り込み、手を伸ばして少し毛布をめくってみた。


　小さな塊かたまりが見える。


　親犬に寄り添そって眠ねむる仔こ犬いぬのように、身体を丸めてそこに眠ねむっているのは──スィンだった。改めて見てみれば、シャノンの左横に敷しかれた毛布は空っぽだ。寝る時は確かにスィンはそちらにいたのだが……
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「うぬう……」


　パシフィカは眉み間けんにしわを寄せて腕を組んだ。


　パシフィカが寝入った後で、スィンがシャノンの毛布に潜もぐり込んだのだろう。まあそれは──何となく不ふ愉ゆ快かいだが──許せる。スィンのシャノンへの懐なつき方は十分見て分かっているからだ。


　問題はシャノンがそれを拒こばまなかった事だ。


　元々シャノンは眠りが浅い。いくら疲つかれていても、他た人にんが自分の寝ね床どこに入ってきて気づかないようなシャノンではないのだ。それはパシフィカも経験上、よく知っている。十年近く前の経験ではあるが。


「んー……」


　シャノンが寝返りを打った事に反はん応のうして、もぞもぞとスィンが毛布の中で動く。再びぴったりと身を寄せ、自分の腕に頭を載のせてくる少女に、シャノンは寝ぼけながら左腕を巻いた。恐おそらくは無意識の反応なのだろうが……抱き寄せているように、見えなくもない。


「…………」


　パシフィカは黙だまってしゃがみ込むと、シャノンの頭上に置かれていた刀をつかむ。鞘さやに入れたままのそれを彼女は大きく振ふりかぶり……


「こンの──」


　ぶん……と振り下ろされる刀。


「節せつ操そうなしのド変態ーッ！」


　黒い鞘は何も知らずに眠るシャノンの顔面を直ちよく撃げき……は、しなかった。


　殺気でも感じたのか、いきなり眼を開いたシャノンが、両手を挙あげて掌てのひらの間に刀を挟はさみ込んだのだ。信じがたい程の素す早ばやい反応だが、怒いかりに燃えるパシフィカはその程度ではひるまない。


　シャノンの動きに巻き込まれて、スィンがころん、と毛布から転ころがり出る。スィンは何が起こったのかと、眼元をこすりながらを身を起こした。


「パ……パシフィカ!?」


　ほとんど意識の埒らち外がいにある反射的な動きだったのだろう。シャノンはシャノンで、両手でパシフィカの一いち撃げきを止めながら、驚おどろきに眼を瞬しばたたかせている。


「な、何をするんだ、いきなり!?」


「ええい黙れ、変態！」


　パシフィカは渾こん身しんの力を込こめて刀を押おし込んだ。


　普ふ段だんなら、パシフィカなど一瞬であしらわれてしまうのだろうが……今回は少々状じよう況きようが違う。不意打ちに加えて、シャノンは寝ころんだまま、起きたばかりで、しかも頭上からの一撃という不自然な態たい勢せいだ。踏ふん張りようがない。


　結果……シャノンに比くらべると随ずい分ぶん非ひ力りきなはずのパシフィカの腕わん力りよくが、見事に兄の力と拮きつ抗こうして、止まった。


「このような幼よう女じよ趣しゆ味みの変態兄あに貴きを生かしておいては、世の中のためにならないわ！　世のため人のため児じ童どうの健全な育成保護のため、邪じや悪あくな変態をここで討うつ！」


　意味もなく迫はく力りよくを背負ったパシフィカにうっすらと脂あぶら汗あせを流しながら、シャノンが言う。


「いきなり無む茶ちや苦く茶ちや言うな！」


「無茶は承しよう知ちの上！」


「開き直るな！」


「うるさい！　大体、何が『妹として見れなくなった』よ！　変な期──じゃなくて誤ご解かいするじゃないの！」


「……は？」


　意味不明の事を言われてシャノンの手が思わず緩ゆるむ。


　両りよう掌ての圧あつ迫ぱくから逃のがれて滑すべり出た刀は、見事にシャノンの額を直撃した。


　……ごが。


　鈍にぶい音と共にのけぞるシャノン。丁ちよう度どツボのような処ところにでも当たったのか、彼は頭を抱かかえて苦く悶もんする。さすがの彼も、痛いものは痛いのである。


「～～～～～～～～～ッ!!」


「悪は、滅ほろびた」


　ぐ……と拳こぶしを握にぎりしめ、窓の外の朝日に向かって感かん慨がい深ぶかげに告つげるパシフィカ。


「……悪はおまえだ！」


　思わず涙なみだ目めで叫ぶシャノンを、スィンが不ふ思し議ぎそうに眺ながめていた。








　……結局。


　昨晩、ラクウェルが根こん気きよく尋たずねて分かった事は、スィンがある種の記き憶おく喪そう失しつであるという事だけだった。


　スィンという名前すら、本当の名前ではないらしい。街まちをうろうろしていた時にたまたま聞いた誰だれかの名前か、何かの単語らしきものを、自分の名前としてそのまま使っているだけのようだった。


　自分が誰か、どこから来たのかも分からない。気がつけばあの街に居たらしく、それ以前の記憶がない。


　さすがに事情が分かった頃ころには夜になっており、雨も止まず、無理に街に帰したところでスィンに行くあてもない……という事で、シャノン達はとりあえずスィンを一晩保護したのであるが……








　毛布を片づけ、隣となりの部屋で不ふ寝しん番ばんをしていたラクウェルを呼んで、シャノン達は簡かん単たんな朝食を済すませた。


　警けい戒かい用の結けつ界かい魔ま法ほう〈楽園アスガルド〉を起き動どうして不ふ寝しん番ばんを立てない事も少なくないのだが……シャノンもラクウェルも、可能な限りはどちらかが不寝番をするようにしていた。魔法は所しよ詮せん、技術──いや、極きよく言げんすればある種の道具に過すぎない。その原理に通じた人間なら裏もかける。実際にそれで一度、パシフィカは死にかけている。魔法が決して万ばん能のうの奇き跡せきなどでない事を、二人はよく承知していた。


　それはともかく──


「で……どうするのよ」


　相あい変かわらずシャノンの横にくっついているスィンを、やや離はなれたところで不ふ機き嫌げんそうに眺ながめながら、パシフィカは尋たずねた。


「困ったわね」


　とは言うものの、ラクウェルの口く調ちようは少しも困っていない。半分聞き流しているような態度で、彼女はてきぱきと朝食の後かたづけをしている。さっさと終わらせて寝たいのかもしれなかった。


「今、無理矢理スィンを街に戻しても、この調子じゃねえ……」


　と言いつつ、シャノンとスィンを一いち瞥べつする。


　確かにスィンのシャノンへの懐なつき方を見ていると、下へ手たに街に連れ戻しても、一人でまたここに戻ってきそうに思える。街からそんなに離れてはいないが、辺へん境きようの街かい道どうに絶対安全な道はない。スィンのような子供にとってはなおさらだ。その途と中ちゆうで何かあったら、さすがにシャノン達も寝ね覚ざめが悪い。


「まあ……それはそうだろうけど」


　パシフィカは嘆たん息そくした。


「まあ、最低でも後四、五日はここに逗とう留りゆうするつもりだったんだし……その間に考えればいいんじゃないかしらね？」


　ラクウェルが気楽な口調で言う。


　雨は止やんでいたのだが……折角、都合の良い廃はい屋おくが見つかった事であるし、しばらくはここに居い座すわろう、というのが一同──無論、スィンはのぞくが──の意見であった。


　どうせ辺境街道において、雨天後、二、三日の間は、通行しないのが常識なのだ。


　道やその周辺が完全に乾かわくまでは、ちょっとした弾はずみで土ど砂しや崩くずれなどの危険性がある。既すでに塞ふさがっている場合は、魔法で吹き飛ばす事もできるが、通行中に起きればやはり命に関かかわる。何とか助かっても馬車がつぶされれば、旅の苦労は数倍にも跳はね上がるだろう。


「にゅー……」


　パシフィカは不満そうに唸うなった。


　無論、ラクウェルの理り屈くつの正当性は分かる。分かるのだが、やはり何となくパシフィカは釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。


「その間くらいは、シャノンはスィンに貸しておいてあげたら？」


「どういう意味よ」


　じろりと横目でにらむパシフィカを後しり目めに、微笑ほほえみながらラクウェルは部屋を出ていった。庭にある井い戸どの水で食器を洗うつもりなのだろう。


「なにをごちゃごちゃ言ってるんだ？」


　とシャノンが声をかけてくる。


「……別に」


　ぶすっとした表情で言い、そしてパシフィカは大おお股またでシャノン達の方へと歩あゆみ寄ると、スィンの正面にしゃがみ込んだ。


「スィン、あんたもずっとくっついてるけど、この人生落らく日じつ男おとこのどこがいいのよ？」


　無む垢くな表情でこちらを見つめてくるスィンの額を、つんつんと人差し指でつつきながら、パシフィカが尋たずねる。


「…………」


　スィンはしばし考え込むような表情を見せていたが……やがて何か思い至ったらしく、無む邪じや気きな瞳をパシフィカに向けて、言った。


「待ってた」


　小さいが、はっきりした声。


「……は？」


「待ってた。シャノン来た。だから、好き」


「……あの、スィンさん。意味わかんないんですけど」


　怪け訝げんそうにパシフィカが言う。


　当初はシャノンもパシフィカも、あまりにスィンが喋しやべらないので、あるいは喋っても断だん片ぺん的てきな言葉しか口にしないので、何らかの障しよう害がいが──精神か肉体かはともかく──あるものだと思っていた。実際、そういう障害児を棄き民みんとして追放する街や村も、辺境ではまだあると聞く。健常な働き手の足かせともなり得る存在を、許きよ容ようできるほど豊かな村や町は、そう多くないのだ。


　しかしスィンの目つきや細かな仕し草ぐさを見ていると、むしろ彼女にははっきりと首しゆ尾び一いつ貫かんした知性が感じ取れる。少なくともそれまでの言動と矛む盾じゆんするような行動をいきなりとったり、意味不明の言動を突とつ発ぱつ的てきにしたり、という事はないのだ。


　強しいて言うなら……言葉を覚おぼえたての異国人といった雰ふん囲い気きだろうか。語ご彙いはあるのだが、自分の考えや感情を会話的な言葉にして伝えるのに馴なれていない、といった印象だ。


　ラインヴァンやギアットといった大国を中心に、大陸の多くの国は大陸公用語を使用している──無論、多少のなまりや、独自の言い回しはかなり混ざるが──が、大陸西端部の小国などには、まだ独自の言語体系を持っている国も多いと聞く。


　スィンがそういった国からやってきた漂泊民ワイルデイである可能性もある。まあ……彼女の口数が少ないのは、性格も関係しているのだろうが。


「待ってた。シャノン来た。だから、好き」


「いや、聞こえなかったわけじゃなくて……」


「好き」


　その一言で全すべてを説明したかのような表情で、スィンは断だん言げんする。ひょっとしたら、スィン自身、理由はよく分かっていないのかもしれない。


「はいはい、分かりました」


　パシフィカはため息をついた。どうもこの少女が相手だと調子が狂くるう。


「どうも誰かを待ってたみたいなんだが……」


　額ひたいに濡ぬれた布をあてがいながら──言うまでもなくパシフィカに一撃食くらった場所である──シャノンが補ほ足そくする。


「道の向こうから誰かが自分を迎むかえに来ると……」


　どうしてそう思い込んでいるのか、スィン自身にも分からないらしい。


　失った記憶の中にその理由があるのかもしれないが、今のところ、シャノン達にそれを知る手がかりはない。意識探査の魔法はラクウェルも使えるが、感受性が高く、また人格形成が未完の子供相手に使用すると、後々悪あく影えい響きようが出る可能性もある。いずれは使わなければならないかもしれないが、それは最後の手しゆ段だんとシャノン達は決めていた。


「とにかく……その誰かを俺と間ま違ちがえたみたいだな。なんでそう思ったのかは知らないが」


「うーん……でもさ、スィン。もしスィンが待ってた人がシャノン兄にいじゃなかったら、あそこで待ってないと、駄だ目めなんじゃないの？　今いま頃ごろ、スィンを捜さがしてるかも」


「…………」


　スィンは首を傾かしげる。パシフィカの言葉の正しさを検けん分ぶんしているというより、彼女が待っていたのが、シャノン以外の誰かである……という発想が、そもそもないらしい。


　よほど、スィンにとっては運命的な出会いであったのだろう。シャノンにすればたまたま傘かさを恵めぐんだだけだったのだが……


「でも……」


　パシフィカが首を傾げる。


「シャノン兄が声をかけるまで、街まちの人は誰も声をかけなかったのかしらね？」


「問題は、そこなんだが……」


　街の人間が気づかなかったという事はあるまい。実際、スィンによくよく尋たずねてみると、彼女を何度か街の中へ連れて入ろうとした者もいたようだが──彼女が嫌いやがると、すぐに手を離はなして去っていったのだという。


「それも妙みような話だよな」


　いくらスィン本人が嫌がったところで、良識ある大人おとなが、理由もなく、保護者のいない少女を雨の中に放ほう置ちしておくとは思えない。だからこそシャノンもパシフィカも、最初は彼女を棄き民みんではないかと考えたのだ。


「道が乾かわいたらもう一度あの街に行って尋ねてみるが。今出来る事は他ほかにないと思うぞ」


「それしかないかあ」


　パシフィカが天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする。


「今できる事……あ──そうだ」


　パシフィカは視し線せんをシャノンに戻もどして言う。


「シャノン兄。お願いがあるんだけど」


「イヤだ」


　唐とう突とつに目を輝かがやかせて言うパシフィカに、シャノンは面めん倒どうくさそうに即そく答とうした。


「聞きなさいよ、内容くらい」


「おまえがやたら嬉うれしそうに言ってくるのは、どうせろくでもないお願いだと、経けい験けん則そくが語っているんでな」


「真ま面じ目めな話よ、真面目な。スィンの話にかまけてて忘れてたけど。大発見なのよ、大発見。ぬっふっふ」


「発見？　何を見つけたんだ？」


　先ほどまでどちらかというと不ふ機き嫌げんだった癖くせに、今は歌い出しそうな風ふ情ぜいだ。


　怪け訝げんそうに妹を眺ながめるシャノン。ここまでパシフィカが喜ぶという事は、何か相当『いいもの』が見つかったのだろう。


「教えて欲しい？」


　にやにやしながらパシフィカが膝ひざ立だちでにじり寄ってくる。


「……いらん」


「教えて欲しいって言いなさいよおー」


　わざとらしくパシフィカはシャノンの肩かたに顎あごなど置いて、彼の耳を引っ張る。反対側では、やはり何かの遊びだと思ったのか、スィンが小さな手を伸のばしてちょいちょいとシャノンの耳を引っ張った。


「教えて欲しいィ？」


　パシフィカが、指先に挟はさんだシャノンの耳たぶをいじりながら尋ねる。


「分かった、分かった。教えて下さい」


　投げやりな口く調ちようで言う兄から離はなれると、パシフィカは人差し指を一本立てて言った。


「お・ふ・ろ」








　ガーネストは眼を細めてそれを眺ながめていた。


「…………」


　巨きよ大だいな獣けものが翼つばさを広げている。


　異い様ような姿すがただ。奇き怪かいと言ってもいいだろう。便べん宜ぎ上じようは獣と呼ばれているが、獣どころか、このような生物が、果たして現実に存在し得うるのか……大いに疑ぎ問もんだった。


　六枚の翼つばさは刃は物もののように鋭するどく尖とがり、二本の角つのは槍やりのように天に挑いどんでいる。四本の腕うではそれぞれに剣けんを持ち、全身をこれまたナイフのように鋭えい角かくの鱗うろこが覆おおっている。


　そして──額ひたいには悪あく魔ま王おうブラウニンを称たたえる文字。


　聖せい典てんによれば翼には千の呪じゆ詛そが、鱗には万の罵ば言げんが刻きざまれていると言うが、そこまでは画家も再現しきれていないようだった。


　ドラゴン。そう呼ばれた伝説の魔ま獣じゆうである。


　マウゼル教の聖典第一部・創そう世せいの章によると、それらは二十六頭存在し、混こん沌とんの魔王ブラウニンの指し揮きの下もと、マウゼルの御み使つかいたる〈秩序守護者ピースメイカー〉達と激はげしい戦いを繰くり広げたのだという。


　無論……実際にその姿を見た者はいない。


　今、ガーネストが眺めている絵画にしても、後世の宗教画家が、聖典の描びよう写しやと自身の想像力を元に描えがいたものだ。元より具体的な記述はあまりない聖典であるが、天なるマウゼルの敵を詳しよう細さいに描写するのはやはり控ひかえられたらしく……ドラゴンの姿については、聖典には極きわめて限られた語句しか出てこない。


　だが、皮肉にもその曖あい昧まいで限られた描写故ゆえに、このドラゴンという題材は、宗教画家のみならず、様さま々ざまな芸術家達の想像力を刺し激げきしたらしい。


　実のところ、どの絵画を見ても、その描写が型にはまってしまっている〈秩序守護者ピースメイカー〉などに比くらべると、様々な解かい釈しやくの絵画が、世に出回っている。


　このためか……魔王の使し徒とでありながら、むしろ一いつ般ぱん的てきにはドラゴンに対する認識は、恐きよう怖ふではあっても嫌けん悪おではない。また、各地に残る原始宗教には、『自由の護まもり手て』としてドラゴンを神しん聖せい視ししている者達もいる。


「ふむ……」


　マウゼル教の中ちゆう枢すうにして聖地──グレンデル市には幾いくつもの教会施設が置かれている。


　グレンデルという街自体が一つの教会施設だと言っても過か言ごんではなかろう。大聖堂を中心として、各種事務を担当する建物が配置され、更さらには街の至る所に礼れい拝はい所じよや修しゆう道どう士し達の寄宿舎、それに資料館などがある。


　今、ガーネストがいるのは、大聖堂の側そばに立つ宗教美術館である。


　館内には無数の宗教関係の絵画や彫刻が置かれている。唯ゆい一いつ、その偶ぐう像ぞうを造ることを禁じられたマウゼル神そのもの以外は、たいていのものが題材として描かれ、削けずり出されてここに展示されていた。


　ガーネストが見ていたのはそんな作品群の中の一つ……創そう世せい戦せん争そうの様さまを描いたものだ。


　どちらかというと、絵の中では〈秩序守護者ピースメイカー〉よりもドラゴンの比ひ重じゆうの方が大きく、以前は教会の渉しよう外がい部ぶによって公開禁止の命令を下されていた絵画である。


　一時期の暴走しがちだった異い教きよう狩がりの反動か、こういった『不心得な』絵画や彫刻をマウゼル教は容認する方向に動いている。これが自じ己こ批ひ判はん精神の現れなのか、単に世俗の者達の理解をより得るための、計画された寛かん容ようさなのかは、実のところガーネストにも判はん然ぜんとしないが。そういった部分は、主に第三渉外局の仕事だ。


「…………」


　ガーネストは視し線せんを転てんじる。


　そこには、この強大な獣けものを倒たおさんと剣けんを構える、偉い大だいな〈秩序守護者ピースメイカー〉の姿が描かれていた。背中から伸びる虹にじ色いろの翼つばさ以外は、人間とそっくりの姿である。これは〈秩序守護者ピースメイカー〉に似にせて人間が創つくられたとする、マウゼル教教会の公式見けん解かいに迎げい合ごうしたものだろう。


「公式見解……か」


　ガーネストは薄うすく自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべた。


　その時──


「ガーネスト枢すう機き卿きよう？」


　不意に声をかけられ、ガーネストは視線をそちらの方向に転てんじた。


　一人の少年が立っている。


　ガーネストは……一いつ瞬しゆん、言葉を失った。


　何が原因なのかと問われれば、言葉にして説明は出来ない。だが、何か──独特の美しさを持った少年だった。名のある剣けん匠しようの手によって完成された、刃は物もののような。


　優ゆう美びで。繊せん細さいで。そして──鋭えい利り。


　職業柄、ガーネストはこの種の人間には直感が働く。


　見るからに金のかかっていそうな外出着からして、貴族か、有力な商人の子し弟ていであろう。


　しかし、ただそれだけの少年ではない。断じてない。


「失礼……前にどこかでお会いしましたかな？」


　そう尋たずねはしたが……ガーネストはこの少年とは初対面であるのは確実だった。一度会えばまず忘れないだろう。


　実際、ちらほらと見受けられる他ほかの入場者達の視線が、彼に集中しているのが分かる。


　誰だれしもが気になるのだ。羊の群の中に白い狼おおかみを放ほうり込んだようなものである。爪つめや牙きばは隠かくせても、根本的に違ちがう種類の存在に対して、本能が反はん応のうするのだ。


「いえ。初対面です。ですがお噂うわさはかねがね」


「ははは。聖せい職しよく者しやの噂というと、あまり良くないものの方が先走りますが」


　苦く笑しようを浮かべて言う。


「で──貴方あなたは？」


「失礼──」


　少年は一礼した。


「クリストファ・バイラッハと申します。どうかクリスとお呼び下さい」








　目標を見み据すえたまま……ゆっくりと刀に手をかける。


　特に力は入れない。過か度どに力りきめば動きが鈍にぶる。剣けん術じゆつに限らず、技わざと名のつくものに必要なのは、単純で無む節せつ操そうな筋きん力りよくではない。必要な瞬しゆん間かんに、方向を揃そろえられて爆ばく発はつする、瞬しゆん発ぱつ力りよくこそが、技に単なる四し肢しの動きとは異なる速さと強さを与えるのだ。


　手。足。腰こし。首。いや、それだけではない。全身の関節、筋肉、そしてそれらを駆かけめぐる血液……全身を構成する全すべてを、技の一瞬に向けて制御下に置き、一定の拍子リズムに載のせて、技を放はなつべき機を謀はかる。


　全身を一本の矢のようにして放たれる一いち撃げきこそが、恐おそるべき破は壊かい力をもたらす。


「…………！」


　シャノンは鋭するどく呼こ気きを迸ほとばしらせながら、一歩踏ふみ出し、刀を抜ぬき放はなった。


　だん！……と踏ふまれた床ゆかが音をたて、鞘さやから滑すべり出た銀光は残像の尾おを引きながら目標へと走る。


　跳はねる銀光。


　まさしく一瞬の内に幾いく度ども素早く翻ひるがえった刃やいばは、涼すずしげな音をたてて、鞘に戻もどる。


　シャノンの前にあった木製の分ぶ厚あつい扉とびらが、幾いくつもの断だん片ぺんとなって床に落ちたのは……次の瞬しゆん間かんであった。


「おおーっ」


　わざとらしい感かん嘆たんの声と、いかにもおざなりな拍はく手しゆの音を背中に受けて……シャノンは振ふり返った。


「凄すごい凄い……これなら薪まき割わり職人として十分食べていけるわね！」


「他に感想はないのか、おまえは」


　シャノンの背後……屋や敷しきの廊下に立っているのは、拍手するパシフィカと、それを横で真ま似ねているスィンである。もっともスィンの場合は、拍手というより、単に両手を左右に振ふっているだけのようにも見えるが。


　分厚い木材を剣けん技ぎだけで『斬きる』のは、実のところ、かなりの難事だ。ノコギリのように時間をかけて削けずり切るような場合はともかく、ある程度の塊かたまりを一撃で、となると岩を叩たたき割るよりも難しい。適切な場所に一定の衝しよう撃げきを与あたえれば、半なかば自じ壊かい的てきに割われてくれる岩と異ことなり、衝撃に強い木材は、きっちり『斬り抜いて』やらねばならないからだ。


「うーんと。大だい道どう芸げい人にんとしても食べていけるかも」


「……好きに言ってろ」


　シャノンは面めん倒どうくさそうにそう言うと、扉とびらの断だん片ぺんを拾った。持参した袋ふくろにそれを詰つめ込んで行く。それを見たスィンは、すぐに彼の隣となりに駆かけ寄って、その作業を手伝い始めた。


「おお。手伝ってくれるか、スィン。いい子だな。どこぞの生なま意い気き大おお盛もり娘むすめと違って」


　そういってシャノンがスィンの頭を撫なでる。スィンはやはり明確な表情を示しはしなかったが……黙もく々もくとお手伝いを続ける少女の頰ほおが、やや赤みを帯びているのを、パシフィカの眼は見み逃のがさなかった。


「……む」


　と顔をしかめるものの……ここで余よ計けいな行動に出て墓ぼ穴けつを掘ほるほど、パシフィカも馬ば鹿かではないし、それにも増まして素直ではない。


（それにしても──なんか妙みようなのよね）


　仲良く袋に扉のなれの果てを詰める兄と少女を眺ながめながら、パシフィカは考える。


（シャノン兄にいが、他人に変に甘あまいのは元々だけど……素す性じようも知れない子を拾ってくる程じゃなかったと思うんだけどな。ラクウェル姉ねえも……何となくあの子には甘いし）


　ラクウェルはシャノンと違って、物事の割り切りがいい。もっとスィンに対しても毅き然ぜんとした態度をとるのではないかとパシフィカは思っていたのだ。その方がスィンのためでもあるのだから。


　ところが……どうもラクウェルも今回のスィンの事に関しては何となく歯は切ぎれが悪い。変に情じようが移れば、別れ難がたくなるのはラクウェルも承知しているはずなのに。


（そんなに可愛かわいいのかなあ……まあ、可愛いのは否定しないけど）


　ばさばさの髪かみや粗そ末まつな衣い装しようのせいで目立たなかったが……よく見ればスィンは確かに愛らしい顔立ちをしている。今は髪をきちんとラクウェルにといてもらい、衣装もパシフィカの予備の服をあちこち留とめ金がねで詰めて着せてもらっているため、初めて見たときに比くらべると、小こ綺ぎ麗れいで、非常に可か憐れんな容よう姿しになっていた。


　おとなしく、素直で、しかもどこか弱々しい。だぶだぶの衣装も可愛らしさを引き立てる。確かにパシフィカの眼から見ても、スィンはいかにも他人の保護欲をかき立てそうな雰ふん囲い気きがあった。


（やっぱああいう素直で、おとなしくて……子犬みたいな感じの子って……可愛く見えるのかな。か弱い、いかにも護まもってやりたくなるような感じの……妹いもうと分ぶんって感じで──）


　そう思って……パシフィカは顔をしかめる。スィンを可愛らしく見せている要素のほとんどが、自分には欠けつ落らくしていると気づいたからだ。


「……行くぞ」


　シャノンに声をかけられてパシフィカは我われに返った。


　袋を担かついだシャノンと、その隣に、当然のような顔をして立っているスィン。パシフィカも慌あわてて立ち上がる。


「あ、はいはい。ごめん、ちょっと考え事してた」


「考え事？　おまえのお粗末な脳のう味み噌そで考え事なんかしてたら、知ち恵え熱ねつ出るぞ」


「ほっといて」


「ところで。これだけ働いたんだ、一番風ぶ呂ろの権利は俺おれがもらうからな」


　歩き出しながら言うシャノンに、パシフィカは異いを唱となえた。


「大して働いてないじゃん」


「じゃあ、お前やってみろ、薪まき割わり」


「か弱い乙おと女めにそんな過か酷こくな労働を？　……ひどいわ、シャノン兄」


「前ぜん言げん撤てつ回かいだ。少しは知恵熱出せ、おまえは」


「うるさいわね。でもさあ、お風呂使えるのを見つけたのも、修理したのも、私とラクウェル姉なんだから。こっちも断だん固ことして権利は主張するわよ」


　シャノンが買い物に出ている間、屋や敷しきの中を一通り調べて回ったパシフィカとラクウェルは、簡単な応急処置で使える浴室と厨ちゆう房ぼうを発見したのだ。


　この屋敷には、複数の別個独立した浴場や厨房が存在する。おそらく主あるじである貴族やその家族の使用する施し設せつとは別に、来客用、あるいは使用人用の施設として一通り揃そろえてあったのだろう。


　庶しよ民みんの感覚からすれば無む駄だな事この上ないが……それが今回は幸いした。大半は使用不可能なくらいに荒あれ果て、損そん壊かいしていたのだが、厨房と浴場がそれぞれ一つずつ、火を入れれば何とか使えそうだと分かったのだ。


　かくして、シャノンは窯かまにくべるための薪造りのため、扉とびらを一枚分断する羽は目めになったわけだが……


「にゃっはっは。お風呂～お風呂～」


「現金な奴やつ……」


　そう言いながらも、パシフィカが浮うかれる気持ちはシャノンも分からないではない。


　旅を続ける彼等にとって、入浴とは相そう当とうな贅ぜい沢たくだ。大たい抵ていは湿しめらせた布ぬので身体からだを拭ふくか、泉いずみや池、川などでの水浴びで身体を清める。温かい風呂に入ったのは、ホウランドの村が最後である。ここしばらくというもの、気温の低下もあって、野外での水浴びはかなり厳きびしくなりつつあった。


　久しぶりのきちんとした入浴。パシフィカでなくてもご機き嫌げんになろうというものだ。


「大体ね～、可か憐れんな乙女にこそ、汚けがれなき一番風呂はふさわしいと思うのよ、うん」


「……可憐な乙女？」


　と言いつつスィンを指さすシャノン。


「私よ私！」


「パシフィカ……」


　シャノンはわざとらしく、長々とため息をついて言った。


「馬ば鹿かはいいが、噓うそはいかん、噓は」


「悪かったわね、可憐でなくて！」


　立ち止まってそう怒ど鳴なるパシフィカの前に、スィンが出てきた。


「な……何よ」


「…………」


　一生懸けん命めい訴うつたえるかのような瞳ひとみに、パシフィカがたじろぐ。スィンは身体全体でシャノンをかばうように立って、そして短く言った。


「いじめちゃ、駄だ目め」


「誰だれがいじめてるってのよ、誰が……！　って、ううっ」


　こうも真まっ直すぐな瞳で見られると、パシフィカも弱い。だが、その一方で、やはり不ふ愉ゆ快かいな感じも胸のどこかに堆たい積せきして行くのを彼女は感じていた。


「シャノン兄も、何とか言いなさいよ！」


「そうなんだ。スィン。実は、俺はいつも、この態度莫ばく大だいな妹にいじめられているんだ」


「…………」


　可か哀わい想そう……と言わんばかりに、スィンはきゅっと身体全体でシャノンに抱だきつく。子供特有の、遠えん慮りよも恥はじらいもない、直接的な仕し草ぐさである。


（我が慢まん。我慢。我慢よ私！）


　自分に言い聞かせるパシフィカ。スィンがシャノンにくっついたりする度たびに怒おこっていたら、きりがないと、彼女はそろそろ悟さとり始めていた。言葉数が少ない分、彼女は身体全体で意い志しを示す。犬や猫と同じだ。


　とはいえ……


「おやスィン、慰なぐさめてくれるのか。優やさしいな。どっかのわがまま徳用袋娘と違って」


　聞こえよがしに言うとシャノンは再びスィンの頭を撫でる。スィンはくすぐったそうにしながらも、嬉うれしそうにその赤らめた頰をシャノンの身体に押おしつけた。


「ん……」


「うぬぬぬぬぬぬぬ」


（怒っちゃ駄目。怒っちゃ駄目。怒っちゃ駄目！）


　そうだ。怒る理由などないではないか。


　シャノンが拾ってきた孤こ児じと仲良くしている。それだけだ。パシフィカが腹を立てる理由はどこにもない。どこにもないったらない。全然ない。ないから腹もたたない。怒らない。怒らない。怒らない……ほら、大丈夫。大丈──


「いいか、スィン。大きくなってもああいう性格知ち恵えの輪わ人間になったら駄目だぞ」


「性格出で涸がらし人間に、ンな事言われたかないわよッ！」


　シャノンに指さされたパシフィカは地じ団だん駄だを踏ふんで喚わめいた。








「見み事ごとなものですね」


　美術館の中を並ならんで歩きながら、その少年──クリストファ・バイラッハ男だん爵しやくは言った。もっとも正式な爵位の授じゆ与よはまだという話なので、男爵と呼ぶのは間ま違ちがいかもしれないが。
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　バイラッハ。


　無論、ガーネストはその名前に心当たりがあった。一いつ般ぱんにはそれほど有名ではないが、ガーネストのような仕事についていれば、嫌いやでも耳にする名前だ。


　あの〈バロネス〉の──二つの特とく殊しゆ部隊を率ひきいる魔ま女じよの本名だからだ。


　建たて前まえとしては、正式な男爵位拝はい受じゆの前に、グレンデルの大聖堂の参さん拝ぱいに来た、という話だった。ついでにマウゼル教の第一渉外局──王室や貴族連に対しての外交作業を担当する部署の責任者であるガーネストへの挨あい拶さつをしようと、彼を捜さがしていたのだとも言った。


　確かに、秘書役の女性神官コレットや、彼をよく知る者に聞けば、ガーネストが休日はこの美術館に脚あしを運んでいる事を知るのはさして難むずかしくない。


　だが……


「これも、五千年にわたる文化の精せい髄ずいですね」


　クリストファは、傍かたわらに置かれた石せつ膏こう像ぞうに指を這はわせながら言った。


　翼つばさを持つ美しい女性の姿。両りよう翼よくを、両手を広げてまるで見る者を抱ほう擁ようしようとするかのような姿し勢せいでその像は二人を見み据すえている。それは確かに芸術作品の名に相応ふさわしい美しさと──そして気け高だかさまでもを体現していた。


〈秩序守護者ピースメイカー〉の像。


「文化ではありませんよ」


　ガーネストは微笑ほほえみを取り繕つくろいながら言った。


「信しん仰こう……です」


「……その違いは？」


「文化とは結果論の産物ですよ。制せい御ぎよされる事もなく方向性もない。益えきになることも多いですが、時にそれは過去を破は壊かいさえする。そういった何かを後の人間がひとくくりにして『文化』と呼んでいるに過ぎない。しかし……信仰とは営えい々えいと積み重ねられた意い志しの賜たま物ものです」


「なるほど。興きよう味み深ぶかいご意見ですね。つまりは『神』を指し向こうする方向性こそが、信仰の本質である……と」


（──大おお物ものかもしれんな）


　ガーネストは胸きよう中ちゆうでつぶやいた。


　先ほどから色々と手を変え品を換かえて会話を続けているが、つけ込む隙すきがない。口を滑すべらせる事もない。かといって口数が少ないわけでもないし、返してくる言葉が的まと外はずれな訳でもない。見たところ十代半ばのようだが……この歳としの子供とは思えないほどの落ち着きと、頭の回かい転てんである。


「つまり信仰は……文化のように無目的、無む秩ちつ序じよな『現象』ではなく、主体ある意志によって制御されているという事でしょうか」


「……そういう事になりますかな。極きよく論ろんですが」


「その主体ある意志とは？」


　何なに気げない尋たずね方かただが……ガーネストはこのクリストファと名乗る少年の彼を訪たずねてきた目的に話題が近づきつつあるのを感じていた。


「無論、我々自身ですよ」


　信仰とはそうしたものだ。少なくとも一般の信者や神官が知ってる信仰とは。信仰とはより良きあり方に己おのれを律りつするためのものだ。


「そうですか？　僕にはそうは思えませんが」


「ほう？」


「神は……現実にいるのではないですか？」


　ガーネストは重々しく頷うなずいて言った。


「それは無論。信じる者の上にはマウゼルは無限の愛を──」


「愛と……制御を」


「…………」


「聖グレンデル大聖堂にて毎年行われる神官の託たく宣せん拝はい受じゆ。あれは現に行われています」


「一時期、あれを全すべてペテンだと唱となえた不ふ心こころ得え者もの達もいましたが」


　苦笑を浮かべてガーネストは言った。


「そういえばホーグ枢すう機き卿きようは十年ほど前まで大聖堂詰めの神官をしておられたと聞いていますが」


「十八年前から八年前まで……十年間、託宣公開や、平時の参拝に関する事務を執とり仕し切きっておりました。国こく王おう陛へい下かや弟おとうと御ごのブレンテン公爵などの御席の手配などもいたしましたよ。その縁えんでか、第一渉外局の局長など、任まかされておりますが」


「十六……いや、十七年前の五壱壱壱回の時も、ですね？」


「ははあ。バイラッハ卿きようは例の噂うわさについて興きよう味みがおありになるとみえますな」


「ええ。とてもね」


　クリストファは微笑ほほえみを崩くずす事なく言った。


「なにしろ僕は二度ほど〈廃はい棄き王おう女じよ〉暗殺計画に携たずさわっていましたので」


「…………」


　ガーネストは一いつ瞬しゆん、どのような表情をすべきか迷ったが……結局は無表情を決め込んだ。


「ガーネスト・ホーグ枢機卿。マウゼル教第一渉外局局長にして非公式部門・第六渉外局局長を兼任。重要背信者及び教きよう敵てき殲せん滅めつ部隊〈粛清使パージヤース〉総そう監かん」


　よどみなくクリストファが言う。


「……なんてね。他の方にはもう少し回りくどいやり方でお話を伺うかがうんですけどね。僕は元々演えん技ぎは下へ手たな方で。まして貴方あなたのような方を相手に騙だまし合いをして、情報を引き出す自信もない。本来は壊こわし潰つぶしが僕の専門ですから」


　まるで肩かたが凝こった、といわんばかりに肘ひじをぐるぐると回しながら、クリストファは微笑む。何な故ぜか先ほどまでよりも、ずっと幼おさない、しかし同時に鋭するどい笑顔だった。


「……やはり特とく務む戦せん技ぎ兵へいか」


　ガーネストの言葉に頷うなずき、クリストファは言った。


「もっとも今回は単独で動いています。部隊とは関係在ありません。これ以い降こうの発言は、クリストファ・バイラッハの個人的なものとして聞いていただきたい」


「勝手な話だな」


「僕も、そう思います」


　ぬけぬけとクリストファは言った。


　しばし二人は美術館の中を歩き……やがてガーネストが口を開いた。


「……何が聞きたい？」


「第五壱壱壱回グレンデルの託たく宣せんについての真実」


「真実？」


「あの時の託宣に関する直接的な記録書類は一切残っていません。諜ちよう報ほう部ぶの資料さえ、あの無責任に流通している噂と大差ない。あくまで全すべては関係者の記き憶おくに頼たよっています。ですから僕は、当時の託宣の現場を知る方々を回って、お話を聞いているのですよ」


　思えばそれは異常な事態だった。


　現に今も〈廃棄王女〉パシフィカ・カスールの抹まつ殺さつ命令は効こう力りよくを持っている。だが、その根こん拠きよとなるべき第五壱壱壱回グレンデルの託宣についての資料が、残っていないのだ。


　当時の事を知ろうとすれば、やはり現場にいた人間に直接問いただすしかない。


「……誰に聞いても同じだろう」


「同じものを見ていても同じように理解したとは限かぎりません。それに──」


「それに？」


「あの言葉はどこから来るのでしょうね？」


　クリストファは答えず、代わりに尋たずねてきた。


「それは無論、天なるマウゼルの御み元もとより」


　模も範はん的てきな解答をしてみるものの、この少年が聞きたいのはそのような言葉ではあるまい。


「それが神の御元から来るとする根こん拠きよは？」


「現に的てき中ちゆうする。未来を確実に見通せる能力──それこそが全能のマウゼルである証拠ではないか？」


「外はずれていますよ」


　そう来るとは思っていた。ガーネストは即そく座ざに答える。


「たった二度だ」


　さらに言えば……その外れたという事実自体が、何らかの記録違いである可能性もある。今更確認などできないが。


「二度も──です。全能の神が間ま違ちがうのですか？」


「御み言こと葉ばを受ける神官の解かい釈しやく間違いという可能性もある。託宣の御言葉は、我々の言葉とは異なる。それこそ同じ御言葉を拝受していても、同じように理解したとは限らん」


「可能性」


　クリストファは微笑んだ。


「確かにその通りですね。しかし可能性を論じるならば、こうも言えます。あれは神の名を騙かたるだけの別の何かだと。託宣の的中も、裏で何らかの力が働いていただけで、それを与あたえる者は全能でも何でもないと。故ゆえに予想外の事態には対たい処しよしきれなかったと」


「馬ば鹿かな事を……よしんばそうだとしても」


　苦笑しながらガーネストが言う。


「我われ等らの世界に対して現実にそれだけの力を及ぼせる存在であるならば、それを神と呼んで差さし障さわりはなかろう？」


「神は愛を与えるとあなた方は言います」


　クリストファは静かに言った。


「だがその愛が私たちの愛と同じである保証はどこにあります？」


　一瞬……ガーネストは返すべき言葉に悩なやんだ。


　それはいつしか彼自身の中にも芽め生ばえていた疑ぎ問もんだからだ。


　いつしか？　……いや、違う。十七年前のあの日に芽生えた疑問だ。


　神はいる。現実に。姿は見えなくてもそこに存在して我々に影えい響きよう力りよくを行こう使ししている。少なくともその使いと称しようする超ちよう常じよう的てきな存在は、確かに存在する。


　それをガーネストは知っている。


　だが──彼等は本当に人間を愛しているのか？


　彼等の人類に対する制せい御ぎよは、本当に人類をより良くするためのものなのか？


「何が言いたい？」


「神は神でも我々の認識と、現実に我々の上に影響力を行使している存在との間には、ずれがあるのではないですか？　ならば……託宣の意味も変わってくる」


「…………」


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉は本当に抹まつ殺さつされるべき存在なんですか？　本当に彼女は我々に大いなる災さい厄やくをもたらす存在なんですか？　その根こん拠きよが託宣にのみ求められるなら……ひょっとしたら我々は根本的な部分で考え違いをしているのかもしれない」


「……面おも白しろい考えだ」


　ガーネストは言った。


　そのような考えを持つに至る者は少ない。託宣とはそれほどに絶対的なものなのだ。


　夜の後には朝が来る、ものは上から下に落ちる……そういった事象とほぼ同じ次元でそれらは人々の意識に食くい込んでいる。それが五千年以上の歳月が創つくり上げた常識なのだ。マウゼル教の熱心な信徒でなくとも、それはもう既き存ぞんの事実として人々の心に刻きざみ込まれている。


　託宣は真実なり。


　それを疑うたがうのは、狂きよう人じんか、異い教きよう徒とか──マウゼル教徒からすればそれらは同義語であるが──さもなくば、相当に特とく殊しゆな事情のある人間か、だ。


「僕は彼女に会いました」


　クリストファは淡たん々たんと言った。


「二度。それに彼女の〈守しゆ護ご者しや〉達にも会いましたし、しばらく彼女と共に暮くらした娘むすめにも会いました。彼等に会って……僕は分からなくなりました。どう考えても彼女が邪じや悪あくだとは思えない。まして世界を滅ほろぼすような人間には見えない。非常に強い──強い心は持っていますが、それ以外はただの女の子でした」


　ガーネストは無言。


「同時に。途と方ほうもない化ばけ物ものにも出会いました。それは恐おそろしく強大で、威い圧あつ的てきで……人間なんて塵ちり芥あくたほどにも思っていないように見えました」


「…………」


「あれは〈廃はい棄き王おう女じよ〉をタウルスの街まちごと抹まつ消しようするために、教会が派は遣けんしてきたものだと聞いています。その事について是ぜ非ひや道どう義ぎを論じるつもりはありません。僕や〈ブラック・ホーク〉も場合によっては同じ行こう為いに出る予定でしたから。しかし僕はどうしても気になる。どうしても聞きたい。あれは……あれは、一体、何なのです？」


「それは……」


　ガーネストは言葉に詰つまった。


　確かに教きよう皇こうの署しよ名めい入りでタウルスの街ごと〈廃はい棄き王おう女じよ〉を抹殺するとラインヴァン王国には通告したが……タウルス抹殺は、実際にはマウゼル教上層部が決定した事項ではない。そもそもの〈粛清使パージヤース〉投入にしてからが、第六渉外局局長たるガーネストの決定によるものではないのだ。


　全すべては『彼』の要よう請せいだった。


『彼』の要請を断ことわる権けん限げんはない。ガーネストにも。教皇でさえも。たとえ一言の説明すらなくても、彼等には従う以外に選せん択たく肢しはない。


『彼』と『彼』の眷けん属ぞく──と言っていいものかどうか疑問だが──に対し、疑うたがい、あるいは逆らう事は、神官達にとって信しん仰こうの……存在理由の崩ほう壊かいにさえつながる。


　だが。『彼』は死んだという。


　絶対かつ永えい劫ごう不ふ滅めつの存在であるはずの『彼』が。では……


「さて……」


　ガーネストの黙もつ考こうをどう判断したのか──並ならんで歩いていたクリストファは、不ふ意いに彼の正面に回り込んで、言った。


「今日はこの辺で。またお話を伺うかがいに参上するかもしれませんが、その時はよろしく」


　そう言い残すと、クリストファは一礼し、さっとガーネストに背を向けて去って行く。


　今日はまず挨あい拶さつがてら……といったところか。〈粛清使パージヤース〉を出して消すのは容易たやすいが、明らかにあれは挑ちよう発はつも兼ねている。先手を打てるのは、相手の目もく論ろ見みが分かってからだ。でなければ思わぬ処ところから足をすくわれる。


　とはいえ──


「根本的な部分……か」


　十数年前なら、異教検察官になぶり殺しにされても文句の言えない言葉だ。だがそれは奇き妙みような重みをもってガーネストの意識の底に沈ちん殿でんしていった。








　借かり物ものの服をもどかしげに脱ぬぎ捨てる。


　まだ未み発はつ達たつの肢し体たい。胸といい、腰こしといい、女性としての豊ほう満まんさは将来に期待するしかないが──同性が呆あきれ、あるいは妬ねたむほどに滑なめらかできめ細こまかな肌はだである。


　余りの布ぬのと留とめ金がねで造つくってもらった即そく席せきの下着も、惜おしげもなく脱ぬぐ。生なま々なましさのない──それだけに人形のように華きや奢しやで繊せん細さいな身体からだを無む頓とん着ちやくに外気にさらしながら、震ふるえる事もなく扉とびらに歩あゆみ寄る。


　扉の向こうからは、何やら幾いく重えにも反はん響きようして輪りん郭かくの曖あい昧まいになった水音が漏もれていた。


　やはり少女は躊躇ためらいも見せずに手を掛かけ……


「待てい」


　むんずと髪かみの毛をつかまれて、スィンはのけぞった。


「…………」


　振ふり返ると、顔をしかめたパシフィカが立っている。


「何をしてんのよ、あんたは」


「お風ふ呂ろ……はいる」


「……って当然のような顔して言ってんじゃないわよ！　今はシャノン兄にいが入ってるでしょうが！」


　扉一枚隔へだてた向こうからは、水音に混まじって、なにやら、やたらとおっさん臭くさい鼻歌が聞こえてくる。


　結局……ラクウェルをも交まじえて相談した結果、一番風呂の権利はシャノンのものとなった。此こ処こ数日で、一番労働しているのが彼だという点からの判断である。


　三人とはいえ多数決は多数決だ。パシフィカは渋しぶ々しぶながら従したがった。ちなみにスィンは勘かん定じように入っていない。既すでにシャノンの付ふ属ぞく品ひん扱あつかいである。


　だが、だからといって──


「シャノンと一いつ緒しよに入る」


　──のを許すわけにもいくまい。


「駄だ目めなの！」


　怒ど鳴なられて、スィンは少し哀かなしそうな顔をした。


「う……」


　たじろぐパシフィカ。


　シャノンの言い分を認めるわけではないが……確かにこの少女の表情には、何というか、逆さからいがたいものがある。はっきりした表情を出すことがあまりないだけに、哀しそうな顔をされると、印象的なのだ。自分がひどい意地悪をしているような気になる。


　思わず萎なえそうになる気持ちを何とか奮ふるい立たせてパシフィカは言った。


「あんたねー。一応、仮かりにも女なんだから少しは恥はじらいってものを覚えなさいよ」


　兄あにに換かえの下着を買いに行かせる娘むすめが言っても笑しよう止しな台詞せりふであるが、その事は一時棚たな上あげである。ついでに言うとパシフィカ自身、十歳くらいまでシャノンと一緒に風呂に入っていた事実も、当然ながら棚上げだ。


「……パシフィカも一緒に、入る？」


　などとスィンが首を傾かしげて聞いてくる。


「なんでそーなるのよ？」


　かくんと肩かたを落としてパシフィカは言った。昔むかしの記き憶おくと一緒に、一般常識もごそっと忘れているのか、パシフィカには当たり前の事でも、この少女には通用しない事が多い。


「スィン、シャノンが好き」


「知ってるわよ」


「パシフィカも、シャノンが好き？」


「う……」


　面めんと向かってそう尋たずねられると返答に困る。


『大好きだよ』……かつてそう兄に言った事もあるにはあるのだが。


　好き……にも色々ある。


　やはりパシフィカとしては嫌いやでも今け朝さの夢ゆめを思い出してしまうのだ。


　当たり前のように兄と妹であったシャノンと自分の関係。だが……結局は自分とシャノンは血の繫つながった兄と妹ではない。『兄きよう妹だい』という了りよう解かいの元に一緒にいるだけの、他た人にん同どう士しだ。


　その事を……本当のところ、シャノンはどう思っているのだろうか？


　無論立場としてはパシフィカとラクウェルの関係も同じだが、やはり同性と異性では何かと違う部分は出てくる。『大好きだよ』……かつては自然に言ったその言葉が、今の彼女にとっては、ひどく思し慮りよの浅い一言にも思えた。


「……そりゃ、兄妹だし。嫌きらいじゃないけど」


　とりあえずは無ぶ難なんな解答を口にする。


　スィンは我わが意を得たり……といった様子で頷うなずくと、あっさりと言った。


「一緒に、入ろう」


「だからなんで、そうなるのよ？」


　徒と労ろう感かんに浸しん食しよくされつつ、パシフィカは言った。




　第三章　敬けい虔けんなる猟犬







　王おう都とザウエル。


　ラインヴァン王国の王城ザウエル城を中心として形けい成せいされた街まちであり、ラインヴァン王国において、宗教をのぞくありとあらゆる分野の中心である。


　数千年に及およぶ歴史は、この街の構造を迷めい路ろめいた複雑なものにしているが……歴代為い政せい者しやの努力か、この都市は街としての均きん衡こうを失っていない。


　その好例が、街のあちこちに設もうけられた公園である。


　貴族の居きよ住じゆう区く、庶しよ民みんの居住区、商業区、港こう湾わん区……場所を問わず、故こ意いに王室が徴ちよう収しゆうし、公園として解放しているこの空間が、人口的にも建築的にも過か密みつになりがちな、この街の内圧を下げる機能を果たしている。


　休日は庶民の憩いこいの場ばとして、有ゆう事じには避ひ難なん場所として、時には祭りや王室主しゆ催さいの催事の場にと、この公園群は重ちよう宝ほうされている。


　そんな……王都に散さん在ざいする公園の一つ。


　無む邪じや気きに遊ぶ子供達の向こう──一ひと際きわ大きな樹木の木こ陰かげに、一台の馬車が停とまっている。


　色調が暗いのであまり目立たないが、よく細部を見れば、貴族のものとおぼしき、贅ぜいを凝こらした造つくりであるのが、分かる。


　そして。その前に飄ひよう然ぜんと立つ男が一人。


　短く刈かり込んだ金きん髪ぱつと、鋼こう鉄てつの彫像のような、厳いかめしい顔立ちが印象的だ。子供達の遊ぶ昼の公園の中にあって、この男の周囲だけは夜の静けさが漂ただよっているようにも見える。


「しかし驚おどろいたわね……竜ドラゴン──ですって？」


　馬車の中から、声が滑すべり出てくる。


　だが、男は馬車に背を向けたまま、微び動どうだにしない。まるで馬車など……そして会話の相手など、そこにはいないかのように。


「神話時代に神と闘たたかった魔ま族ぞくの切きり札ふだ──二十六匹ぴきの魔ま獣じゆう神しん。正直、存在は眉まゆ唾つばだと思っていたけれど。これで〈廃はい棄き王おう女じよ〉に関する託たく宣せんにますます信しん憑ぴよう性せいが出た、とも言えるわね」


「『竜』のような影かげ、が目もく撃げきされただけです。むしろ私としては、気になるのは、彼等と闘っていた人型の何か、ですが」


　その男──王国軍諜ちよう報ほう部ぶ特とく務む処しよ理り班はん〈ブラック・ホーク〉班長のルーク・スターム少しよう佐さは言った。


　相手の声には女性としての艶つやと、歳としを重ねたが故ゆえのざらつきがある。


　通つう称しよう〈バロネス〉──アイリス・バイラッハ男だん爵しやく夫ふ人じん。


　王国軍の中でもその特とく殊しゆ性せいと戦せん闘とう力りよくの高さで際きわだつ第四特殊部隊及び、第五特殊部隊を率ひきいる女性だ。


　細目に空あけられた馬車の客室の窓。


　互たがいに視し線せんをかわすことなく……指が一本はいるかどうか、といった隙すき間まを通して、王国の暗部を司つかさどる者達の会話は行われていた。


「明らかに我々の常識とは異なる存在です。その姿としても、破壊力としても」


　ルークはその鋭するどい瞳ひとみをすぐ近くで遊ぶ子供達の姿すがたに注そそぎながら、言った。


　どこにでもある風景だ。明るく、のどかで、微笑ほほえましい。少年少女達が街がい路ろ樹じゆの間を駆かけ回り、互いの姿を追って遊んでいる。


「無論、ある種の自じ律りつ型がた攻こう性せい魔ま法ほうである可能性はありますが……」


　実のところ、〈廃はい棄き王おう女じよ〉の一行はタウルスの街の騒そう動どうから、諜ちよう報ほう部ぶの監かん視し下かにある。


　無論、敏びん感かんに気け配はいを読むシャノンや、魔法の起き動どうを感知するラクウェルを相手に、通常の監かん視し処置は困こん難なんである。一時的に彼等の姿を見失う事も多い。だが、いかに彼等とて、王国全土に広げられた諜報部の監視網もうから完全に逃にげ切る事が出来ないのも事実だった。それこそ山に入って人ひと里ざとに降りない生活でもしない限りは。


　そして。


　先日、彼等を監視していた諜報部員から、極きわめて異常な報告が舞まい込んできた。


〈守護者〉シャノン・カスールの背後に延びていた巨きよ大だいな獣けものの影かげと……そして翼つばさを持つ奇き怪かいな巨人。断片的な目撃情報を総合すると、ホウランドの村において行われた、人じん外がいの戦いの様子が、おぼろげながら浮うかび上がってくる。


　無論、普ふ通つうの人間であれば一笑に付すような話だ。だがルークと、そして〈バロネス〉は興味を持った。明確な根こん拠きよの元に否定されない限り、いかに馬鹿馬鹿しい話でも妄もう想そうや幻げん覚かくとして片づけるのは危険だという事を、彼等はよく承しよう知ちしていたのだ。


「何だとお思い？」


〈バロネス〉がどこか……挑いどむような声で尋たずねる。


「私の私し見けんでよろしいですか？」


「ええ」


　その時。ルークがふと視線を動かす。


　遊んでいる子供達のうちの一人──たまたま彼のすぐ側そばに駆かけてきた幼おさない少年の一人が、転ころんだのだ。かなり派は手でな転てん倒とうをし、少年はその肘ひじを大きくすりむいてしまった。


　傷きずから血がにじんでくる。少年は転倒したまま、泣き出しそうな表情で周囲を見回し……そこでルークと眼があった。


　救いを乞こうような眼がルークを見る。


　だがルークは無言。そしていつもの無表情だ。


　てっきり大人おとなが自分の身を案じて駆け寄ってくれるものだと予想していた少年は、裏切られたような、哀かなしそうな表情で固まる。


「──立つか？　あるいは、そのまま泣くか？」


　ルークは……やはり無表情な声で尋たずねた。


「決めろ」


「…………」


　少年は一いつ瞬しゆん、驚おどろいた様な表情をし……そして歯を食いしばって立った。続いて意見を伺うかがうようにルークの方を見る。ルークは小さく頷うなずいた。


「見事だ」


　低い声だが、はっきりとした賞しよう賛さんの言葉がルークの唇くちびるより滑すべり出る。少年はぱっと表情を輝かがやかせると、頷うなずき返して走り出した。


「……お優やさしいこと」


「ああいう子供が、次の王国の守り手となります」


　少年の背中を見送りながら、ルークは素そっ気けなく言った。


　照れているのではない。これが彼の場合は、地だ。


「──〈秩序守護者ピースメイカー〉」


　先ほどの質問に対して、ふと想おもい出したかのようにルークが言う。


「──スターム少佐は徹てつ底ていした現実主義者かと思っていたのだけれど？」


「『其そは主しゆにして天なるマウゼルの寵ちよう児じ。其そは翼つばさ持もち、虹にじをまといて現れる。全すべての人たるものよ、畏おそれよ、崇あがめよ、仰あおぎ見よ。其は上位者、定さだめとして地上の諸族の王の上に立つ者故ゆえに』──」


「……マウゼル教教典第二部・シークロン拝はい受じゆ語ご録ろくの第二節だったかしら？」


「第三節です」


　淡たん々たんとした声で訂てい正せいするルーク。


「確かに報告を読む限りでは、マウゼル教の言う〈秩序守護者ピースメイカー〉に見えなくもないわね」


「マウゼル教の上層部がそういった何か、『人間以外のもの』との接せつ触しよくがあるという情報は、未確認ながらも、何度か諜報部に入ってきています。それがすぐに、問題の翼ある巨人と同じとは考えにくいですが……」


　マウゼル教の上層部は、王国軍諜報部ですら滅めつ多たにその内情をのぞき見ることのできない聖せい域いきだ。理由は幾いくつか在あるが、何よりマウゼル教上じよう層そう部ぶの調査を困難にしているのは、異い様ようなほどに徹てつ底ていした情報管理体制である。


　恐おそらく、その組織としての完成度は王国軍に優まさるとも劣おとらないだろう。


「そういえば、ホーグ第六渉外局長のところでも何やら動きがあったようだけれど」


「〈粛清使パージヤース〉ですか」


「それが……今回は〈粛清使パージヤース〉が動いた形けい跡せきはないの。異教検察官は、第二渉外局の管かん轄かつだし、あそこの局長は、ホーグ枢すう機き卿きようとは仲が余あまり良くないし。妙みような雰ふん囲い気きね」


「何かこちらでもつかめば、ご報告いたします」


「お願いね。で……話を戻もどすけれど、もし、その巨人が〈秩序守護者ピースメイカー〉だったとしたら？」


「もしそれがマウゼル教の言うとおりの〈秩序守護者ピースメイカー〉なのだとして──」


　ルークは淡たん々たんと言った。


「シャノン・カスールはそれを倒たおしている。一いち撃げきで硝子ガラス谷だにを創つくり出すような、超ちよう絶ぜつ的てきな破は壊かい力りよくを保有する相手を。これは見み過すごせません。人間一人の手には余る力だ。まして彼は軍人でも政治家でもない。それを恣し意い的に使うとなれば、世界の混乱は必ひつ定じよう。また、彼を懐かい柔じゆうし、その力を得ようとする者も出てくるでしょう。実際、ギアットでは彼等と接せつ触しよくしようとする動きもあると、報告を受けております」


「第三皇女・セーネス・ルル・ギアット──ギアット帝室において、マウゼル教会の祝福と洗礼を唯ただ一人ひとり拒こばんだ、通称〈獣けもの姫ひめ〉。彼女の率ひきいるギアット帝国危機管理組織リスク・マネージヤーは、確か……名を〈スカーレット〉」


「最後の戦争よりおよそ二十年……今の戦略級攻性魔法と、各国の王室、首脳部の賢けん明めいな外交政策が辛かろうじて保っている均きん衡こうを、〈廃はい棄き王おう女じよ〉とその一行は、一気に崩ほう壊かいさせかねない……特に〈スカーレット〉はここ二年ほどの間、妙な動きが目立ちます」


「叛はん乱らん？」


　尋たずねる〈バロネス〉の口く調ちようは、気楽だ。明日の天気でも話題にしているかのような。他た国こくの事だから……というより、元々、彼女は一国の命運と明日の天気を、同次元で論じられる人間なのだろう。そうでなければ、自分の采さい配はい一つで何十人、いや何千人もの死者を出すかもしれないという重じゆう圧あつと渡り合う事などできまい。


「可能性はあります。マウゼル教を含む、旧きゆう来らいの秩ちつ序じよと価値観の破壊者を自認する叛はん徒とにとっては、〈廃はい棄き王おう女じよ〉の存在は得え難がたい切り札でしょうな。ましてその札に、〈秩序守護者ピースメイカー〉をも倒たおすほどの、実効的な戦闘力も備そなわっているとなると──」


「それは、この国でも同じ事では？」


「…………」


　ルークはここで初めて表情を揺ゆらせた。もっとも見み慣なれた人間でないと分からないような、些さ細さいな揺らぎであったが。


「ブレンテン公こう爵しやくと、諜報部を含むペータシュタール将しよう軍ぐん派はの急接近、私も聞き及んでいますよ？」


「……叛はん乱らんとまでは行きますまい」


　ルークは言った。


「王位の委い譲じよう、軍部への統とう治ち権けんの一部委い託たく、王室会議への軍首脳部の参加、貴族制度改変及び特権の一部撤てつ廃ぱい……といったところでしょう。約二十年に及ぶ平和のせいか、あるいは国そのものが老ろう境きように達しているのか──何にせよ、今の王室や軍部で、静かに腐ふ敗はい、荒こう廃はいが進んでいるのは事実です。今の内に多少の改革は必要、と将軍はお考えなのでしょう。その旗はた頭がしらとして、そしてその後の傀かい儡らいとして、ブレンテン公こうは実に適任。公は王座そのものに執しゆう着ちやくしておられますが、政治には特に興きよう味みがないご様子ですから」


「ペータシュタール伯はくの考えそうな事ね。で、それにあなたも同意しているの？」


「私は一軍人です。命令があればそれに従います。今のところは、独自の裁さい量りよう権けんで動いておりますが」


　遠くで子供達のはしゃぐ声が聞こえる。


　しばしの沈ちん黙もくの後、〈バロネス〉はため息をつくように言った。


「……場合によっては、敵同士ね」


「残念です」


　淡たん々たんとした口調でルークは言った。残念と思っているのは本当であろうが、その事に関して迷いはない──そんな印象である。


「お義か母あ様さま……そろそろ時間です」


　馬車の御ぎよ者しや台だいの上で一人の少女が言った。


「もう？　……ごめんなさい、少佐、今日は予定があるの。これで失礼するわ」


「はい」


「ジル、お願い」


〈バロネス〉の言葉に少女は小さく頷うなずき、手た綱づなを打つ。


　がろがろと轍わだちの音をたてながら動き出す馬車を見送るでもなく──ルークはただ真まっ直すぐに公園の風景を──そして、木こ立だちや建物の屋根を越こえて、遥かその向こう、逆光の中にそびえ立つ巨大な影を見つめていた。


　ラインヴァン王国主城……ザウエル城を。


「スレイ、マーニ」


　彼の声と共に、ゆらりとすぐ側そばの風景が揺ゆれる。陽炎かげろうのようにそこに出現したのは、剣けんと軽けい装そう鎧よろいを帯びた若い兵士一人と、魔ま導どう士しらしき若い女だった。


　幻げん影えい系けいの魔法〈幻城ウートガルザ〉で隠かくれて、ルークの身しん辺ぺん警けい護ごにあたっていたらしい。


　もっとも、本気でルークが闘たたかえば、そこらの戦士の一人や二人、瞬しゆん殺さつされてしまう。


　そんな彼がわざわざ部下を護衛に連れているのは、〈クリムゾン・ソード〉、〈オブスティネート・アロウ〉という強力極まりない手て駒ごまを持つ〈バロネス〉との会見であったからだ。恐おそらく、あの御者の少女とて、常人ではあるまい。


「ご苦労。〈ホーク・ネスト〉に戻もどるぞ」


　襟えり元もとを緩ゆるめながら、ルークは言った。








　スィンと共に廃はい墟きよで寝ね泊とまりするようになって……三日目。


　さすがにシャノン達もこの奇き妙みような少女の存在に慣なれつつはあった。要するにどう扱あつかったらいいのかが何となく分かってきた、という事だ。


「つまり」


　窓まど際ぎわに立ったラクウェルが、床ゆかに座すわっているシャノンとスィンを振ふり返った。


　パシフィカはというと、ラクウェルの隣となりで腕うでを組んで二人を眺ながめている。


「スィンはシャノンの側そばを離はなれたくない。それは、大好きなシャノンの近くにいたい、というのと同時に、シャノンが自分がいない間にどこかに行ってしまうんじゃないか、という恐おそれから来ているのよね？」


「…………」


　若じやつ干かん考えるような表情を見せてから……スィンは頷うなずいた。


　まあ、確かに一度シャノンはスィンを振り切るために走っている。スィンにすれば、またいつ置いて行かれるか、不安なのだろう。今度もシャノンが振り返ってくれるという保証はないのだから。


「そんな不安にお悩なやみの貴女あなたにはこれを」


　などと商人の売り口上のように──元々がどこかおっとりした口く調ちようなので、迫はく力りよくとかは全くないが──言いつつ、ラクウェルは出で窓まどの上に置いてあった品を手に取り、一同によく見えるように示して見せた。


　じゃり。金きん属ぞくと金属のこすれあう音が響ひびく。


「……ちょっと待て」


　と言ったのはシャノンである。


「何でそうなるんだ？」


「シャノン兄にいがトイレとかお風ふ呂ろ行くとか、着き替がえするとかの度たびに、いちいちスィンを説得して引き剝はがすのって大変だし。なんでかその役目、いつも私だし」


　パシフィカが不ふ機き嫌げんそうに言った。


　スィンも、ラクウェルやパシフィカに懐なついてきてはいる。初日のようにシャノンの身体からだか衣服の一部を握にぎっていないと、落ち着かない……といった様子ではもうないのだが、やはり彼女の中ではシャノンが一番らしいのだ。彼の用よう足たしにも入浴にも、彼女は当然のような顔をして、ついていこうとする。


「いや、それは分かるが……」


「ラクウェル姉ねえやスィンと相談した結果……っていうか、スィンってばただ頷いたり首振ったりしてただけだけど──とにかく、これが一番いいとゆー結論になったわけよ」


「……俺おれの意見は？」


「却きやつ下か」


　パシフィカが即そく座ざに断だん言げんする。


「頼たのむから、聞いてくれ……却下する前に」


「わがままねー」


　呆あきれた、と言わんばかりに両手を腰こしに当ててパシフィカが言う。シャノンは物もの憂うげな表情でラクウェルの手にしている品を眺ながめながら、言った。


「……おまえ、一度『わがまま』って言葉の定てい義ぎを百人ぐらいに聞いて回ってこい」


　問題の品。それは……鎖くさり付つきの首くび輪わであった。元々馬車に積んであった細ほそ身みの鎖と、予備の布ぬのや革かわベルトを組み合わせてラクウェルが造つくったものだ。


「これでスィンも安心ってわけね」


　スィンがシャノンの側にいるのは、やはり楽しくないパシフィカだが、これで意味もなくべたべたとスィンがシャノンにくっつく回数が減へるかと思えば、我が慢まんもできる。


　そういう訳で……問題の首輪をラクウェルが速そつ攻こうで造り上げたわけであるが。


「だから俺の意見を聞け。頼たのむから」


「シャノン……」


　ラクウェルが意外そうに言う。


「もしかして……嫌いやなの？」


「……わざわざそれを聞いてくるおまえの感性には、ちょっと信じがたいものがあるぞ」


「可愛かわいく造ったのに……」


　恨うらめしそうにラクウェルが言う。彼女が視し線せんを手元に落とすと、同意するかのようにじゃり、と音をたてて鎖が揺ゆれた。


「だからってこんなもんつけられて喜ぶ馬ば鹿かがどこにおるかッ！」


　床を拳こぶしで叩たたいてシャノンが怒ど鳴なる。


「でもでも、ちゃんとここにもスーピイくんの刺し繡しゆうを入れてあるのよ？　可愛いでしょ？　シャノン、スーピイくん、嫌きらい？」


「あ。ラクウェル姉、芸が細かーい」


「うれしくねーっつーの」


　うんざりした様子のシャノンの言葉に、ラクウェルは衝しよう撃げきを受けたかのようによろめき……申し訳なさそうに、言った。


「ネ……ネコの方が良かった？」


「違うッ！」


　シャノンは重い疲ひ労ろう感かんを感じながらも怒鳴った。


「だああ……もう……どう言ったら伝わるんだ……ええと。そう、そうだ、大だい体たい、そもそもこういう物品で誰だれかを縛しばろうとか、つないでおこうとか、そういう考えが浅ましいって言ってるんだよ、俺は！」


「スィン。あんた、浅ましいって」


　パシフィカがきょとんとしているスィンの肩かたに両手をおいて、言う。


「お前に言っとるんだ！」


　パシフィカを指さして怒鳴り……そしてシャノンはため息をついた。


「スィンも……俺がそんなに信用できないか？」


　問われてスィンは首を振ふる。


「だったらああいうものがなくても、平気だな？　信じてるとか信じてないとか、そういうのは、いちいち、ああいう形にして強制するもんじゃないんだ。分かるか？」


「……ん」


「いい子だ」


　小さく頷くスィンに、満まん足ぞくげに微笑ほほえんでみせるシャノン……の背後で、ぼそぼそとパシフィカとラクウェルが何やら言葉を交かわしていた。


「あ。なんか柄がらにもなく綺き麗れいにまとめようとしてるよ」


「結構、シャノンって女泣かせになるんじゃないかしらねえ」


「そーね。口先で、何も知らない純情な女の子だまくらかしたりして」


　一瞬……シャノンの頰ほおが引きつる。


　だがそれには気づかず、というか、お構かまいなしに彼の姉と妹は会話を続けた。


「同どう棲せいしても結けつ婚こんはしない、とか言いそうねえ」


「うわー。それって最低サイテー」


「でもねでもね、シャノンって案外、家庭が似に合あうとも思うのよ」


「既すでに所しよ帯たいじみてるもんねえ。あ、聞いて聞いて。シャノン兄ね、湯ゆ船ぶねに浸つかって、鼻歌歌ってんのよ。おっさん臭くさいでしょ」


「年々父さんに似てくるわよねえ」


「やっぱり十歳くらい年下が好みなのね、きっと。血は争えないのね。変態の」


「…………ええい、そこ！　好き勝手言ってんじゃないっ！」


　振ふり返って怒ど鳴なるシャノン。そして彼を楽しげにからかう双ふた子ごの姉と妹。


　スィンはそんな彼等を……不思議なものを見るかのように、何度も瞬まばたきしながら見つめていた。








　他人から見れば彼は眠ねむっているように見えたかもしれない。


　だが彼は決して眠ってなどいなかった。眠るなどとんでもない。彼は真しん摯しに使命を遂すい行こう中だった。彼にしかできない方法で。


　閉とじられた瞼まぶたの裏に浮うかぶのは一人の少女の姿だ。


　この少女を捜さがし出すこと。どのような手段を用いても見つけだすこと。それが彼の使命だった。捜し出してどうするのか……などという事は彼の関知する事ではない。彼は猟りよう犬けん。敬虔なる猟犬パイアス・ハウンド。故ゆえにただ命じられるままに走り、捜し、そして見つけだす。どこまでも走っていって追いつめる。ただそれだけだ。


　──ああ。天なるマウゼルよ。我が愛する神よ。


　彼は歓かん喜きの内に思う。


　──今再び貴方あなたの代理人としてこの地を駆かける事のできる私は幸せです。


　犬は必要以上の事を考えない。考えてはならない。命じられ、服従することに喜びを感じる。その事にのみ歓喜し、奮ふん闘とうする。それが犬の全すべてであり、存在理由だった。


　だから犬は悩なやむ必要がない。怖おそれる必要がない。


　もっとも……彼が猟犬と呼ばれるのは必ずしもそのためばかりではない。


　彼の能力。文字通り犬として目標をかぎ当てる能力。見つけ出し、追いつめる能力。それが彼を〈パイアス・ハウンド〉と呼ばしめる最大の理由だ。他の人間には決して真ま似ねの出来ない、彼独自の力だった。


「おい……おっさん」


　その声に最初、彼は反はん応のうしなかった。


　気づいていなかった訳ではない。何者であれ、彼に気づかれずに近づくのは不可能だ。


　だが彼は作業に没ぼつ頭とうしていた。わざわざ作業を中断して応対するほどの意味が彼には見いだせなかっただけの事だ。


「おっさん！　何、道の真ん中に立って寝ねてんだよ、気き色しよく悪いってんだよ！」


　相手はやや興こう奮ふん気ぎ味みだ。


　うっすらと汗あせの臭においがするし、肺はいの収しゆう縮しゆくする音や、呼こ気きと吸きゆう気きが気管を通る音、それに血管を流れる血液の音がやや大きい。体温も上昇傾向にあるようだ。


　観れば……数人の人ひと影かげが路ろ地じ裏うらに立っている。


　骨格、体重、内ない臓ぞうの形状……それらから彼はその人影が少女達だと知った。


「起きろよ、おっさん！」


　子供のように甲かん高だかく……しかしどす黒く汚よごれた声と口く調ちように、彼はようやく瞼を開いた。開いていても閉じていても同じ事だが、身体には以前の習慣や癖が残るものだ。


　彼は子し細さいに少女達を観察した。


　身体に引っかかっている幾つもの小さな物体は、装そう身しん具ぐか何かだろう。安物の繊せん維いとやはり安物の染料の匂い、そしてどぎつい化粧品の臭しゆう気きに彼は不快感を覚えた。場ば末すえの娼しよう婦ふのように派手で品のない装い。まだ幼さの残る内臓の色や、若々しい鼓動音にはあまりに不似合いな格好だった。


　最後に可か視し光こう線せんの感知による映像を確認。


　熱や匂い、音の響きなどから彼が脳裏に組み立てた姿形に、光学的な映像が重なる。


「ここは天下の往来なんだよ。立ったまま寝られたら邪じや魔まなんだよ！」


　彼の内心など知るはずもなく……先頭の少女が嘲あざけるように言った。


　往来などと言っても、小さな町の、それもほとんど人通りもない裏路地だ。だからこそ彼も作業場としてこの路地の隅すみを選んだのであるが……人通りがないからこそ、こういう場を好む連中は他ほかにもいたという事だろう。


「……そうか」


　彼はややうつむき加か減げんで……静かに言った。


「それは済すまなかったね」


「悪いと思うのなら、それなりに詫わび方かたがあるよねえ」


　先頭の少女が、背後に並ならんだ数人の少女達に言う。少女達はにやにやしながら頷うなずき……数人が、見せびらかすようにナイフを懐ふところから取り出して見せた。


「それなりの詫び方？」


「まーとりあえず、手っ取り早いのは、金、かなあ」


　先頭の少女は薄うすら笑いを浮かべながら言った。


　少女といっても、いずれも十六、七歳……もう体つきは大人おとなと変わらない。それが五、六人も集まれば大人の男でも敵かなわない事が多い。体力は平へい均きん以下でも凶きよう暴ぼう性せいがそれを補おぎなう。刃は物ものを持っていればなおさらの事だ。


「そうか……」


　彼はゆっくりと頷く。


　自分の脚あしが震ふるえているのに彼は気づいていた。息も少し荒あらくなっているようだ。


　少女達はそんな彼の様子を見て、げらげらと笑った。


「びびってんじゃん、おっさん。大丈夫だよ、アタシら優やさしいからさ。きちんと詫びれば痛い事なんかしないよお。なあ。きゃははは」


「そうか」


　彼は神官服の下……腰こしの後ろに吊つってあった燭しよく台だいを、取り出した。


　三みつ叉またでやや小さめの……葬そう儀ぎに使うような種類だ。鋼こう鉄てつ製せいで材質としてはあまり大した価値はないが、凝こった細さい工くが入っているので、売れば多少の金にはなるだろう。


　今、その三本の針に突つき刺さされるべき蠟ろう燭そくは、ない。


「なんだよ？　妙なの持ち歩いてんだね、最近の神官はさ。それで勘かん弁べんしてくれっての？　現金だって持ってるんだろ？　そんなもんもらっても、金に換かえる手て間まが……」


　ぺらぺらと勝手な事を言う少女に、彼は微笑ほほえみながら手を伸のばす。


　彼の手が獲え物ものを抱かかえ込む蜘く蛛ものように、彼女の頭をしっかりとつかんだ瞬しゆん間かん……少女は初めて怪け訝げんそうな表情を見せた。それほどに彼の動きは滑なめらかで自然なものだったのだ。


「哀かなしいことだ……」


「──え？」


「哀しいことだ……なんて哀しいことだろう……」


　そう言いながら、彼は右手に持っていた燭台を少女の顔に向けた。


「ちょっと、おっさん、何を──をるるうえあッ!?」


　ずぶりと音を立てて、燭台は……燭台の三つの針は、少女の顔面に突き刺さった。


　右眼。左眼。そして眉み間けん。


「あ……あおおお……」


　少女がびくんびくんと身体を痙けい攣れんさせながら意味不明の声をあげ……そして動かなくなった。彼が手を離はなすと、両眼と眉み間けんに小さな穴を開けられた少女は、そのままずるずるとぼろ布ぬののように地面にわだかまる。


「な……な──」


　背後の少女達は一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかったろう。彼女らが見ることが出来たのは、頭を捕つかまれた先頭の少女が、突とつ然ぜん痙けい攣れんしたという事じ態たいだけだった。


　だが、改めて仰あお向むけにくずおれた仲間の、目と額ひたいから流れている細く紅あかいものを見て、少女達は状じよう況きようを悟さとった。いや、悟ってはいない。理解しきれていない。尋じん常じようでない状況下に自分達がおかれている事を、感じただけのことだ。


　彼女らの脳は恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。


「な……なん──なんだよ……なんだよおっ！」


「哀しいことだ……」


　彼はゆっくりと顔を上げた。


　言葉とは裏うら腹はらに……細い眼が穏おん和わそうに微笑ほほえんでいる。


「そうは思わないかね？　天なるマウゼルはおっしゃいました。人よ。盗ぬすむなかれ。奪うばうなかれ。与あたえることをもってのみ渇かわきは癒いやされる……ああ、なんてすばらしい言葉なんだろう！　どうして君たちはこの言葉が分からないのかな？　どうして、君たちはこのような事をするのだろう？　私は哀しい。とてもとても哀しいよ……君たちのような邪じや悪あくな異い教きよう徒とがこのマウゼルの愛された世界を生きているのかと思うと……空気を吸い、地面を踏ふみ、ここに在あるというその事実を思うと……ああ、私はたまらないくらいに哀しくなるんだよ……」


　言いながら彼は硬こう直ちよくしている少女の一人に歩あゆみ寄ると、ゆっくりと彼女の首をつかむ。


　咄とつ嗟さに我われに返って逃にげようとした少女の横顔に……側そく頭とう部ぶと、耳と、首にずぶりと燭台の針が突き刺さる。少女は悲鳴をあげようと口を開いたまま……白しろ目めをむいて痙けい攣れんした。


　彼はじっくりと、その断だん末まつ魔まの感かん触しよくを掌てのひらに感じながら言った。


「ああ。禍わざわいなるかな……人の世に悪あく徳とくの種たねは尽つきまじ……哀しい……とても哀しいよ」


　口元には微び笑しよう。ただ微笑。


　無論、少女達は自みずからを異教徒と名乗った訳ではない。


　だが彼にとって偉い大だいなマウゼルの御み言こと葉ばを信じず、マウゼルを崇あがめず、色と欲にまみれて生きる人間達は、全すべて異教徒であり──それはすなわち邪じや教きよう徒とだった。


　彼の世界は極きわめて単純だ。


　マウゼル教徒か異教徒か。敵か味方か。それだけ。


「人は神を信じず、道どう徳とくは廃すたれ、まがい物の神を奉たてまつる汚けがらわしい異教徒がはびこる……なんて哀しい世の中なんだろう。ああ……禍なるかな異教徒。禍なるかな、邪教の徒」


　恍こう惚こつとした口く調ちようでそう言いながら、彼は恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしている少女達の頭に、次々と燭台の針を突き刺して行く。四人目の少女が地に崩くずれ、残り二人……という時点で、二人の少女は我に返り、それぞれの行動をとった。


　一人はナイフを振ふりかざして、喚わめきながら飛びかかってくる。


　隙だらけだ。動きも遅い。前後左右上下……それぞれの方向から同時に少女の動きを観察しつつ、彼はそう思った。熱の分布。音の反射。光の波長。臭気の濃のう淡たん。空気の流動。幾いくつもの情報が相手の行動を明確に描き出し、その累るい積せきを元にして更に行動予測をも可能にする。


　少女は彼の視界の中で、一瞬一瞬、無数の残像に分裂し、過去から未来へと連つらなる軌き跡せきの中を、ゆっくりと動いていた。まるでそういう形に彫り込まれた虚うつろな筒の中を、滑すべって行くように。


　対処法が幾つも頭の中に浮かび、その中で一番気に入ったものを彼は選択する。


　彼はするりとした動きで左手を伸ばすと、その指先で撫なでるように少女の手に触ふれた。


　ただそれだけで……少女のナイフは彼から逸それて、路ろ地じ裏うらの壁かべを叩たたいた。がちん、と弾はじける火花。彼はそのまま踏み込んで燭台を少女の側そく頭とう部ぶに突き刺した。


　少女が白しろ目めをむいて痙攣する。


　彼は少女の動きにただ一点、些さ細さいな力を加えるだけで、その方向性を狂くるわせてのけたのだ。その人間がどのようにして動いているのか……筋肉がそれぞれどう収しゆう縮しゆくし、骨こつ格かくがどう動き、肺と心臓がどのような調子で脈みやく動どうし、血液がどこに集中しているか……それを瞬しゆん時じに把は握あくして、最さい適てきな攻こう撃げき点てんを見つけだせる、そんな彼だからこそ、可能な芸当だった。


　だが……無論、彼はそれを誇ほこるでもなく、落ち着いた動きで最後の少女を捜さがす。


　いた。最後の少女は彼に背を向けて、路地の出口に向かって全力で逃にげていた。


　どんどん小さくなって行く背中。


　彼の『視界』の中で七色の残像を引きずりながら去って行く少女の後ろ姿に向けて、彼は慌あわてず静かに左手を伸ばして言った。


「聖せい弓きゆうよ・滅ほろぼし賜たまえ」


　連動式起動呪文バツチスペル。


　その場にラインヴァン王おう国こく軍ぐんの魔ま導どう士しが居いたならば、驚おどろいたことであろう。彼の起動した魔法は、王国軍が正式採用している攻こう性せい魔法〈神槍グングニル〉とほぼ同じ魔法だったからだ。


　鋭するどく甲かん高だかい音が路地裏の空気を揺ゆさぶり……


　……ぱぢゅ。


　水すい疱ほうを潰つぶすような、異様な音をたてて少女の腹ふく部ぶが消えた。


「……ふふ」


　彼は、明るい色の飛ひ沫まつが飛び散り、少女の上半身と下半身が急速に青く冷え始めるのを見る。彼の『視界』の中で、七色の花が咲いたかのように、少女は路上に様さま々ざまな色を広げながら分離した。


「ふくくくく……」


　収しゆう束そくした衝しよう撃げき波はが少女の身体を粉ふん砕さいし、吹ふき飛ばしたのだ。


　上半身は支えるものを失ってその場に落ち、下半身はそのまま数歩進んで……やはり倒れた。


　魔法攻撃を受けた瞬間に、彼女の血管は衝撃を受けてあちこちで破は裂れつしていたため、彼女は痛みも、自分の身体が分ぶん断だんされた恐怖も感じずに即そく死ししたが──それは何の慰なぐさめにもなるまい。


「ああ……神よ……この世はまだまだ悪徳と異教徒で満ちております。禍わざわいなるかな、魔を尊たつとぶ者共。禍なるかな、異教徒。ああ。哀しい……とても哀しいです……うく、うくくくく、うくくくくく……」


　堪たえきれないといった様子で笑えみを漏もらしながら……そうして青年神官は──〈敬虔な猟犬パイアス・ハウンド〉と呼ばれる、教会最強最悪の戦士ピエトロ・ベレッサは、少女達の死体を平然と踏み越え、その場を去っていった。








　広い浴よく槽そうの中で──無論、使用人用の浴室なので、主あるじとその家族用に造つくられたと思おぼしき主浴場の、池のような広さに比くらべると、かなり手て狭ぜまではあるのだが──手足を伸ばす。


「うーにゅー……」


　パシフィカはぐるりと身体を回して浴槽の縁ふちに掌てのひらと顎あごを乗せる。まるで箱に入れて棄すてられた仔こ猫ねこが、その縁からちょこんと顔を出しているような……そんな格好で、湯の中に身体を浸ひたしたままパシフィカはうめき声を上げた。


　隣となりではスィンがやはり黙もく然ぜんとお湯に浸つかっている。


「まだ、駄だ目め？」


　紅あかく上気した顔でスィンが尋たずねてくる。


「きちんと二十まで数えた？」




[image: ]


「……ん」


　こっくりと頷うなずくスィン。


「ならよし」


　パシフィカの許しが出たところで、スィンはさっと湯ゆ船ぶねから出る。風ふ呂ろから出ようとして、しかし少女はまだ湯に浸かったままのパシフィカを、不ふ思し議ぎそうに振ふり返った。


「あー……私はもうちょっと温ぬくもっていくから。気にしないで先に上がってて」


「……ん」


　スィンは頷くと、風呂場から出ていった。しばらくがさごそと脱だつ衣い所じよで服を身につける音がしていたが、すぐにそれも消える。


「いい子……ではあるのよね」


　パシフィカはそうつぶやくと、身体を回して浴槽の中で仰あお向むけになった。


　確かに素す直なおで可愛かわいらしい少女だ。シャノンやラクウェルが気にかけるのも無理はない。思わず護まもってやりたくなるような……そんな雰ふん囲い気きが、確かにスィンにはある。まるで歳としの離はなれた妹いもうとのように。


　だがそれでも、パシフィカは今ひとつあの少女に釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。


「やっぱこれって……嫉しつ妬となのかなあ」


　ため息が立ち上る湯ゆ気げを揺ゆらせる。


　シャノン達がスィンを構かまえば構うほど、結果的に彼等の眼がパシフィカに向いている時間は減へってくる。理り屈くつとしてそれはよく分かる。


　パシフィカはもう十五だし、十六の誕たん生じよう日びまで──それは託たく宣せんが預よ言げんする運命の日でもある──も後、三カ月程である。まだ一人前の大人とまではいかなくても、子供とは言い難にくい歳だ。自分のことは自分で出来る。


　その一方で……スィンはといえば、まだ十歳を超こえたか越えていないか。幼おさない子供だ。まだ保護者の庇ひ護ごが必要な年ねん齢れいである。シャノン達にすれば、彼女の方が気にかかるのは当然だ。


『あー。パシフィカ。構って欲しいんだー』


　そんな言葉が脳のう裏りに浮かび上がってくる。随ずい分ぶんと前に故こ郷きようで友達に言われた言葉である。


　たった一年と数カ月前の出来事が、遥はるか昔むかしのように思われた。


「ミユティエ、元気にしてるかな……」


　感かん慨がい深ぶかげにつぶやいてみる。


　故郷での日々が無む性しように懐なつかしい。あそこにはたくさんの知り合いがいた。友達も何人もいた。日曜学校の先生もいたし、目つきの悪い（けれど根こん性じようの座すわった）鳥ちよう類るいもいた。


　だが……


　今のパシフィカには手が届とどかないほどの遠くに、それらは行ってしまった。


　彼女に残されたのはシャノンとラクウェルという二人の家族だけだ。彼等だけだ。彼等だけが変わらず彼女の側そばにいる。いてくれる。彼女のことを何よりも──場合によっては自分の命よりも優ゆう先せんして考えてくれる。


　家族だから。妹だから。


　彼等がいてくれるからパシフィカは生きている。彼等が生きていていいと言ってくれたからだ。世界中を敵に回しても、彼等が望のぞんでくれたから。


　しかし……もし。


　彼等を失ったら。彼等まで手の届かない処ところに行ってしまったら。パシフィカよりも優先すべきものが彼等にできたら。


　自分はどうなる……？


「…………冷つめたっ」


　パシフィカの苦く悩のうをあざ笑うかのように……天上から落ちてきた水すい滴てきが、彼女の鼻先に当たって弾はじけた。








　ランプの炎ほのおが揺ゆれる。


　ガーネストは書類を片づけながら、小さくため息をついた。


　一体、何が起こっているのか。自分達はどうなるのか。


　何も出来ないことがもどかしい。


　元より神たるマウゼルの御み心こころの前では彼等の行こう為いなど無むに等ひとしい。これは他ほかの宗教がよく語るような屁へ理り屈くつではなく、ガーネストの頭ず上じようにのしかかっている実じつ感かんだった。


　彼は知っている。神が──少なくともマウゼルの使いと称しようする超ちよう存そん在ざいが実際にこの世界に君くん臨りんしていることを。


　多くの人間がその実在を知らない。


　だが彼等は厳げん然ぜんと人の上に君臨している。彼等の力の前では、人間など、まさしく塵ちり芥あくたに等ひとしい。国境線をわずかにどちらにずらすの何ので、揉もめているような各国の王族や貴族達を見ていると、愚おろかの極きわみだ。


　それほどに彼等は強大だった。


　ある意味で……それこそがマウゼル教の強さを支えてきたといっていい。現実に存在する超越者。上層部の者達の、それへの畏い怖ふが、揺ゆらぐ事のない信しん仰こうを支ささえてきた。


　だが……


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉……」


　ただ一人の少女の存在によって、何かが狂くるい始めている。〈秩序守護者ピースメイカー〉達にとって、人間など塵芥に等しいはずなのだ。なのに何故、彼等はこうもあの少女に固こ執しつする？


「まさか──」


　扉とびらを叩たたく音。


「……あの、ホーグ様」


　聞き慣なれた声が扉とびら越ごしに聞こえてくる。


「お入り」


　声を掛かけると、コレットが盆ぼんに香こう茶ちやの入ったカップを載のせて入ってきた。


「信者の方からいただいた、新しい葉で淹いれてみたのですが……折せつ角かくですし、ホーグ様にも……」


「ありがとう。いただくよ」


　ホーグは微笑ほほえんで頷うなずいた。


「あ、それから。あまりご無理なさらないで下さいね？　ホーグ様、いつも夜よ更ふかしなさって……」


「うむ」


　内心、苦く笑しようしながら頷いてみせる。早く眠ねむるのを薦すすめる癖くせに、香茶を持ってきてしまうようなところが、やはりこの少女は少し抜ぬけている。単に香茶に不ふ眠みん成分が含ふくまれているのを知らないだけかもしれないが。


「あ……コレット」


「は、はい？」


　何か失敗して咎とがめられるのかと、慌あわてて振ふり返るコレット。少し上うわ目め遣づかいに自分を見つめる少女に苦笑してから、ガーネストは言った。


「別に叱しかる訳じゃない。そう構かまえるな。少し意見を聞きたい事があるのだ」


「はあ……」


　コレットは盆ぼんを抱だくように持ってガーネストの前に戻もどってくる。


「コレット。神とは万能、絶対のものであるべきだと思うかね？」


「違ちがうんですか？」


　コレットは眼を瞬しばたたかせながら言った。


「もし万ばん能のうにして絶対の存在でないのなら……それを神と呼んでいいのかどうか？」


「えっと……それってどういう……？」


「神は間ま違ちがわない。常に正しい。そして不ふ滅めつで不変だ。だから神と呼ばれる。だが──その神が不滅でないとしたら？」


「ありえません」


　コレットは言った。


「神である以上、滅ほろびず、滅びないからには神であり、正しいからこそ滅びないのです」


「……そうだな」


　模も範はん的てきな解答だ。


「何らかの間違いがあったり、滅びたように見えたとしても、それは我々のような卑ひ小しような存在からは推おし量はかれない御ご意い志しの結けつ果かであり、終局的な見けん地ちから見れば神は常に正しい方向を向いておられます」


「……そうだな」


　ガーネストは頷いた。


　マウゼル教の一般的な神官ならばこう答えるだろう。自身でその理り屈くつの正当性を信じているかどうかは別にしても。


　彼等にとって神とは概がい念ねんであり、現象であり、事実に過すぎない。かつてはガーネストもそうだった。現実に神の存在の証しよう拠こを求める必要などない。それは自分の中に組み上げられた偶ぐう像ぞうであり、『運命』『正しさ』の擬ぎ人じん化かに過ぎないからだ。


　人の未来は不確実で不確定だ。その不ふ条じよう理りさを納なつ得とくし、より良き前向きな方向性に持って行くために、神はいる。そのためだけに、だ。


　だから神は実在する必要がない。


　数字や方角と同じだ。それは目指すべき概念であり、理想であって、現実に寄りかかったり、すがったりする何かではない。少なくともガーネストはそう考えていたのだ。


　渉しよう外がい局きよくの前任者に、〈秩序守護者ピースメイカー〉と名乗る存在の前に引き連れられていったあの日まで……。


　神は……存在しないから神たりえる。少なくとも人間と同じ論理次元レベルで存在しないからこそ、不信心な者達の小こ賢ざかしい屁へ理り屈くつも、論理も、超ちよう越えつしていたのだ。


　風を握にぎろうとする人間はいない。風は現象であって、その手につかめる物質ではない。それ故ゆえに風は自由の象しよう徴ちようとしてしばしば用もちいられ、手が届とどかないからこそ人はそれにあこがれる。


　だがそれが現実の、物質的存在として現れたとき──少なくともその御み使つかいと称しようする何かが現れたとき、神は神たる事を棄すてたのではないだろうか。


「ホーグ様？」


　コレットが心配そうに尋たずねてくる。


「あの……何か間違っていたでしょうか？」


「いや」


　苦笑しながらガーネストは言った。


　コレットのような一般神官は知らない方がいい事だ。ガーネストはこの、決して利り発はつとは言えないが、真ま面じ目めで誠せい実じつな少女を愛していた。無論、男と女のそれではなく、孫まごに対する祖父の気持ちに近い。だからこそ──この少女は死ぬまで平へい凡ぼんな一神官として勤つとめに励はげんで欲しかった。彼女から心の平へい穏おんを奪うばい去るような事実が、彼女の前に現れないようにと願うしかない。


　願うしかないのだ。祈いのってもたぶん──神には届かないのだから。


「君は正しい。少々疲つかれていてね。信しん仰こうが揺ゆらぎそうになったのだよ」


「そんな。ホーグ様のような方でもですか？」


　素直に驚おどろいたような表情でコレットが言ってくる。


「ああ。でもこれは秘密にしておいてくれたまえよ？　枢すう機き卿きようともあろう者が、恥はずかしいからね」


　悪いた戯ずらを告白する子供のような表情を作って言うガーネストに、コレットはくすくすと無む邪じや気きに笑った。








　風ふ呂ろからあがると、真まっ直すぐに寝ね泊とまりしている部屋へと向かう。さすがに夕方ともなると、この棄てられた館やかたの中を一人歩くのは気味が悪い。


　同じ闇やみでも森の中のそれと館の中のそれはまた違う。色というか深さというか……解放された空間に横たわる暗黒と、あちこち穴が空あいているとはいえ、他ほかから区切られ、切り取られた場所にわだかまる闇とでは、明らかに雰ふん囲い気きが異ことなるのだ。


　そこには風がない。


　動かない闇。淀よどんだ暗黒。明日という時間を待つ夜の暗さは、やがて差し込む朝陽の明るさを際きわだたせる。だが、この廃はい棄きされた館に残った闇に明日はない。決して駆く逐ちくされることのない闇があちこちにわだかまり、饐すえたにおいを放はなつ。


　終わりのにおいを。


　それが人間の生存本能に触さわるのだろう。


「にゅー。寒、寒」


　ぱたぱたと廊下を駆かけ、階段を上がりながら、パシフィカは身を震ふるわせる。


「お風呂あいたよーっ」


　などと言いながら部屋に入ると、ほんのりと暖あたたかい空気が彼女を包んだ。部屋の真ん中に置いてある大型ランプの熱もあるだろうが、やはり人のいる部屋というのはある種のぬくもりを帯おびる。


「んー。じゃあ、一段落したら、入ってくるかな」


　シャノンが刀の手入れをしながら応じる。


「……綺き麗れいな髪かみね」


　一方、ラクウェルはというと、大型ランプの側そばに座すわって、スィンの髪を丁てい寧ねいにといている。ランプの熱で風呂上がりの湿しめった髪を乾かわかし、ついでにスィンの長い髪を結ゆってみようという趣しゆ向こうらしい。彼女の傍かたわらには、簡単な整せい髪はつ油ゆや薬やく剤ざい、そして髪かみ飾かざりなどを入れた小箱が開いて置かれていた。ラクウェル自身はあまり髪飾りの類たぐいは付けないが、普ふ段だんはパシフィカの髪を結うのにピンや小さな金具を使うことがある。


「あ。髪、結うんだ」


「そう。せっかくこんなに長い髪なんだから」


　興味深そうに覗のぞき込むパシフィカ。ラクウェルに髪を結ってもらうことはあるが、実際に他人が結ってもらうのを真横で見るのは初めてなのだ。


「パシフィカの髪をいじるのも楽しいけれど……スィンの髪は髪で、また感じが違うから、面おも白しろいわね」


「そういうもんなの？」


　と尋たずねるパシフィカ。


「パシフィカと違って癖くせがないから、また、結い方とか、まとめ方とか、違うし。ただ単にくくるだけでも……あ」


　そこまで言って、ラクウェルは何か思いついたらしい。ごそごそと傍らに置いてあった箱を片手であさると、その中から白い紐ひもを取り出した。


「これでこうして……このくらいかしらね？　ええっと──ほら。シャノン、見て」


　縫ぬい上げたばかりのぬいぐるみでも見せびらかすように、ラクウェルはにこにこしながら……長い黒くろ髪かみを白い紐でくくったスィンを、シャノンとパシフィカに示した。


「んー？」


　ちょうど一段落ついたのか、刀の手入れ道具を片づけていたシャノンは、面めん倒どうくさそうな表情で振ふり返る。


　長い黒髪を白い紐で束たばねた姿のスィンを見て、彼は首を傾かしげた。ラクウェルの笑えみの意味が分からないらしい。


「そんな愛あい想そのない髪型よりも、もっと他にまとめ方があるだろうに」


「愛想のない髪型……ねえ」


　ラクウェルが苦く笑しようする。同意を求めるようにパシフィカの方を見るが、パシフィカは曖あい昧まいな表情を浮うかべて小さく肩かたを竦すくめた。ラクウェルの言わんとする事はすぐに理解できたが──正直、どういう表情をしたらいいのか分からないのだ。


「でも、スィンはこのまとめ方が一番いいわよね？」


　スィン本人も、その髪型の意味がよく分かっていないようだったが──彼女はラクウェルの次の一言を聞いて、即そく座ざに頷うなずいた。


「シャノンと一いつ緒しよだもの」


「…………」


　言われて、ようやくシャノン本人も気づいたらしい。確かに、ラクウェルにしては、やたらと適当でぞんざいな髪の束ね方は……シャノンのそれと同じだ。


「ほら、シャノン、ちょっとここに立って」


「あ、ああ……」


「スィンはここね。ほら。並ならんで立つと、兄きよう妹だいみたいでしょ」


「…………」


　言われてみれば、確かに似にていると言えない事もない。少なくともパシフィカにはそう思えた。


　黒い髪と黒い瞳ひとみ。これだけでも、パシフィカに比くらべれば、スィンは遥はるかにシャノンに似ている。無論、それはシャノンと双ふた子ごであるラクウェルにも、似ているという事だ。


「そうね」


　かすかに……本当にかすかにではあるが、表情を引きつらせながらパシフィカは頷いた。








　今いま更さら……資料を眺ながめ返しても意味がない事は分かっている。


　だが彼は何度も資料を読み返し、その度に憂ゆう鬱うつな気分になっていた。


　終わってしまった官かん吏り登とう用よう試験の問題──しかも間ま違ちがった答えを書いてしまった──を何度も見返す受験者の心境とでも言おうか。自分がとんでもない間違いをしでかしてしまった事は分かっている。分かってはいるのだが、改めて確認せずにはおれない……そんな心の動きである。


　ガーネストは愛用の執しつ務む机づくえの上に、資料を投げ出した。


「〈パイアス・ハウンド〉……」


　ランプの薄暗い光の中で、疲つかれた眼を瞼まぶた越ごしにもみながら、ガーネストはつぶやいた。


　本名ピエトロ・ベレッサ。


　祖父が軍の魔ま導どう士しだったようだ。両親は共に死亡。マウゼル教入信は十四歳の時。


　熱心で情熱的な神官──と記録は語っている。信しん仰こう心しんに富とみ、利り発はつで、献けん身しん的てき。神官としてはかなり優秀な男だったはずだ。少々神経質なところはあったようだが。


　その彼がどうして〈粛清使パージヤース〉に志し願がんしたのかは、分からない。記録はそこまで語ってくれない。もはや今の彼に問うたところで、答えは返ってこないだろう。


　とにかく、彼は七年前のあの日、自みずから志願により〈粛清使パージヤース〉への転てん生せい儀ぎ式しきを受け……事じ故こが起きた。


　あの日起こった事故については、未いまだにはっきりした原因は分かっていない。比ひ較かく的てき有力と思われる説が出ているだけだ。


　その説によると、通信系の魔法を脳のうに焼き込まれる直前……彼は抵てい抗こうしたのだという。


　ほとんど無意識ではあったろう。だがそれでも──いや、それ故ゆえにこそ人間としての個を護まもろうとする本能が、彼の中に秘ひめられていた魔導士としての才能を瞬しゆん間かん的てきに開花させ、抵抗した。押おし込まれてきた魔導式を押し戻し、破は壊かいしたのだ。


　その余よ波はを食くらって他の三人の候補者と、そして儀式を担当していた〈贖罪者アテネイタース〉二名は、死亡した。それだけでなく──ある〈贖罪者アテネイタース〉の唱となえた説によれば──彼はその際に、彼等の意い識しき容よう量りようと、〈贖罪者アテネイタース〉としての知識を吸収してしまったのだ。


　現実にそんな事が可能かどうか……ガーネストには分からない。


　だがピエトロの意識容量や健康状態、知識を調べた〈贖罪者アテネイタース〉達は、彼の意識容量を常人の約九倍と結論した。ラインヴァン王国における魔法の最さい高こう権けん威いたる宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉の魔導士達ですら、せいぜいが常人の三倍から四倍が限度だというのに。


　ピエトロは結局、異い教きよう検けん察さつ官かんを拝はい命めいした。


〈贖罪者アテネイタース〉に加える事も検けん討とうされたが、ピエトロ自身が異教検察官としての仕事を望のぞんだし、貴き重ちような〈贖罪者アテネイタース〉に二人もの死者を出してしまった責任を誰だれがとるのかで、揉もめた結果……当時最もつとも若く、権力の弱かった第二渉外局長に彼を押しつける形で、決着がついたのだ。


　最初はそれで問題がなかった。


　実際、ピエトロはその能力を使って、教会関係の犯はん罪ざい者しやの追つい跡せきなどに功こう績せきを残している。


　実を言えば……ピエトロの眼には視し力りよくがない。


　いや、視力だけでなく……普通の意味での、聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも味み覚かくもない。彼の眼や耳や鼻は全く機能していない。舌したもだ。あの儀式の際に、それらの器官は全すべてその機能を破壊されていたのだ。残っているのは、触しよつ覚かくだけである。


　だが……ピエトロは代わりにとんでもない『眼』と『耳』と『鼻』を得ていた。


　魔法である。


　彼はその膨ぼう大だいな意識容量を使って、常に探査系の魔法を起動し続けている。それも通常の広域探査系エクスプローラー魔法に加え、光認識、臭しゆう素そ感知、熱ねつ源げん探たん知ち、音おん響きよう探たん査さなど……複数の探査系魔法を重ちよう複ふく起動させ、失った四感の代わりに、いやそれ以上の規模と精度を誇る感覚として使いこなしているのだ。


　本来、探査系の魔法は攻性魔法などに比べて魔導士にかかる負担が大きい。魔法の起動そのものとは別に、その探査能力が捉とらえた情報を処理するための意識領域を確保しておかなければならないからだ。


　故に大抵の探査系魔法は、実はその能力に制限が設けられている。


　最大探査範囲、そして最大探査密度による探査は、膨大な情報量をもたらす。普通、五感から入ってくる情報の数十倍、いや数百倍の量だ。その情報圧を処理しきれず、普通の人間は意識を破裂させて、廃人化してしまう。


　だが……彼はその制限を一切、取り払っていた。


　いや、それだけではない。複数の探査系魔法を起動させて、その相そう乗じよう効果により、探査範囲を異様なほどに広げている。その広さ、実に通常の魔導士の数百倍……一つの地方を丸ごと探査できる範囲だ。


　超人的な意識容量を持つに至った、彼ならではの能力である。


　犬のようにどこまでも匂いを追い、暗闇でも猫のように光を捉え、蛇へびのように獲え物ものの熱を察知し、蝙こう蝠もりのように音の反射から状況を把握する。


　彼に追えない相手はいなかった。彼に見つけだせない相手もいなかった。


　常人であればその圧力に人格を破壊され、狂死しかねない膨大な情報を黙々とさばき、嬉き々きとして彼は目標を見つけだす。彼に狙われて逃げおおせた人間はいなかった。


　彼はまさしく神の猟犬だった。


　だが……その卓たく越えつした能力にも拘かかわらず、わずか半年で彼は異教検察官の任を解かれ、教会の手で捕らえられている。


　彼は熱心なマウゼル教信者だった。熱心すぎた。


　彼はマウゼル教を否定するような言動を許さない。マウゼル教の教えに反する行為を許さない。マウゼル教の神官を侮ぶ辱じよくする言葉を許さない。それがどんな些さ細さいなものであろうとも……だ。


　彼は異教検察官として出向いた先で、何人もの人間を殺害していた。いや……何十人も、あるいは何百人も、だ。彼にとってマウゼル教に反する存在はおしなべて異教徒であり、滅ぼすべき邪悪なのだった。


　マウゼル教は神権地上代行者。自分は神の使徒。それ故に絶対に自分の行動は正しい。


　彼はそう考えていたようだ。そう考えて彼は殺し続けた。躊ちゆう躇ちよも罪悪感もなく、嬉々として殺さつ戮りくを続けていたのだ。


　被害者の正確な数字は未だに分かっていない。


　五感の代わりに魔法を起動させて外界を認識する……そんな異常な状態が、彼にある種の精神的な歪ゆがみをもたらしたのか。それとも生来的に病んだ精神の持ち主だったのが、儀式をきっかけに顕けん在ざい化したのか……それも分からない。


　公式記録では教会内の自治権能に基づき、ピエトロ・ベレッサは捕縛され、処刑された事になっている。世情を考えれば、一昔前の異教狩りの再来として、マウゼル教教会が非難を浴びるのは明白であり、彼は教会の自浄能力の証明として、教会自らの手で処刑されねばならなかったのだ。


　だが……彼の能力を惜しんだ当時の第六渉外局長が、秘密裏に彼を擁よう護ご、救出し、地下牢に幽ゆう閉へいした。もっとも、先代の第六渉外局長も、具体的に彼を生かしておいて、どう使うのか、明確な目的はなかったのであろう。ピエトロはあらゆる意味で危険過すぎた。


「しかし……」


　ステアの要よう請せいとなればそんな危険な異常者でも牢から出さざるを得ない。


　ステアはそのような人間を使って何を探さがそうというのか。ガーネストには〈パイアス・ハウンド〉の目標は知らされていない。ただ彼は、嬉き々きとして『使命』を果はたすべく去っていったあの狂きよう人じんの背中を見送っただけだ。


　何をステアは捜しているのか？


　何をあの〈パイアス・ハウンド〉は捜しているのか？


　今問題となっている〈廃はい棄き王おう女じよ〉か？


　それとも……








　翌日……スィンと出会って四日目の午後。


「……というわけで」


　ラクウェルはいつもにも増ましてにこにこと微笑ほほえみながら、両手の袖そでをめくりあげる。彼女の前にはシャノンが買ってきた調味料と、元々馬車に積んであった食料が積まれていた。


「久々に凝こったものを作るから。期待しててねえ」


　修理して火が入れられるようになった厨ちゆう房ぼうで、ラクウェルは上じよう機き嫌げんに宣言した。材料は元からあったのだが、きちんと修理が完了したのは今日の午前中のことである。


「おお」


　拍はく手しゆ。壁かべ際ぎわにもたれながらシャノンが面めん倒どうくさそうな仕し草ぐさで、手を叩たたく。彼の隣となりでは、やはりスィンが同じように手を叩いている。パシフィカはというと、椅い子すに横よこ座ずわりして、背もたれに肘ひじをついた姿勢で、姉あねを眺ながめ……そして言った。


「ラクウェル姉……凝った料理を作るのはいいけど、お願いだから、魔法で調理するの、やめてよ」


「大丈夫よ。せっかくこんなにきちんとした厨房が使えるんだから」


　ラクウェルは頷うなずいて見せた。


　元々ラクウェルは料理上手なのだ。ところが実際に旅先などで作らせてみると、実はシャノンが作ったものの方が美び味みであることが多い。


　これは多分に性格によるものだろうとパシフィカは思っていた。知識はそれこそ脳に書しよ棚だなでも詰つめ込んであるんではないかと疑うたがいたくなるほど持っているラクウェルは、料理に関しても、信じがたいほどに博はく識しきである。シャノンよりもその点では明らかに上だ。


　ところが、彼女は知っているだけ、なのだ。


　元々どうにも反はん応のうのとろい部分のある彼女は、数すう値ちや明めい確かくな結果が現れないような、曖あい昧まいな作業が苦にが手てなのだ。だから、応用が利きかない。例たとえば調理手引きレシピ通どおりの食材が手に入らないと、どうしていいか分からずに、適当に仕上げてしまう。調味料にしても、いちいちきちっと計はからないと気が済すまないたちらしい。必要な調味料が手に入らない場合、他ほかの調味料で代用したりすると、途と端たんに失敗する。


　これがシャノンの場合、そういった物事に勘かんが働くらしく、彼はあり合わせの食材や調味料で、食事を作るのが上う手まい。


　結果的に、旅先ではシャノンの作る料理の方が、美う味まい事が多いのである。


　ちなみにパシフィカだが──彼女の場合は、料理云うん々ぬん以前にとにかく不ぶ器き用ようなので、シャノンもラクウェルも彼女にはあまり料理をさせたがらない。


「まずは、お菓か子しね。長いこと食べてないでしょ？」


「作れるの？」


　パシフィカが目を輝かがやかせて言う。


　そういえば、お菓子のような、ある意味、贅ぜい沢たく品ひんを口にしなくなって随ずい分ぶんになる。


「手間もかかるから、普ふ段だんはさすがに作らないけど。食べてくれる人も多いと、やっぱり気持ちの入り方も違ちがうし」


　そう言ってスィンの方を見る。


「……それは、よござんした」


　とパシフィカ。シャノンが何か気づいた様子で、ちらりと彼女の方に視し線せんをやるが、パシフィカ本人は自分の口く調ちように含まれる微び妙みような変化に気づいていない。


「とりあえず……そうね。簡かん単たんなスポンジケーキとか。卵、あったわよね？」


「まだ十個ほど残ってるよ。誰だれかさんが五人分は食くうからな、卵は多めに買っておいたんだが。それはともかく……なんか俺おれが、手伝うことは？」


　とシャノン。


「あ。じゃあ、生クリームお願い」


「またそういう、いかにも面倒くさい作業を……ま、しょうがないな」


　シャノンも袖そでをめくりあげながら、調理台の側に行く。これまた当然のようにスィンが彼の後をついて歩き、調理台の前に並ならんで立つのだが……


「……んんっ……」


　当然ながら、彼女の身長では台が高すぎた。


「なんだ、手伝ってくれるのか？」


　両手をもがくように動かしているスィンを見て、苦く笑しよう混まじりにシャノンが言う。


「手伝う」


「そーかそーか。しかし背がな……あ、パシフィカ」


「なに？」


　スィンを見て……せめて自分も何か手伝おうかと考えていたパシフィカは、思わず腰こしを浮かして聞き返す。シャノンは何なに気げない様子で、その浮いた腰の下を指した。


「おまえのその椅い子す、スィンに貸してやってくれ。椅子の上に膝ひざ立だちすれば、丁ちよう度どいい高さだろう」


「…………」


　さっとパシフィカは厨ちゆう房ぼうの中を見回す。


　他にも椅子は二つほど残っていたが、いずれもかなり痛みが激はげしく、下へ手たに上に乗れば、いきなりばらばらになりそうな雰ふん囲い気きがある。実際、だからこそ、パシフィカは一番、しっかりしていそうなものを選んで座すわっていたのだが……


「……はい」


　パシフィカは椅子をさしだす。


　それを受け取ると、よいしょ、よいしょ、というかけ声が聞こえてきそうな様子でスィンは調理台の前まで持って行くと、ちょうど、シャノンとラクウェルの間に置いて、その上に乗った。


　シャノン。スィン。ラクウェル。


　三人が並んでお菓子を作っている。


「…………」


　壁にもたれかかりながら、パシフィカは眉まゆをひそめた。


　不ふ愉ゆ快かいだった。面おも白しろくない。漠ばく然ぜんとした疎そ外がい感かんのようなものが、パシフィカの胸きよう中ちゆうに漂ただよっている。


　黒くろ髪かみの三人。金きん髪ぱつの自分。


　材料をかき混まぜる音さえもが自分と彼等を隔へだてているかのように思える。手伝おうという気持ちはしぼんでいた。何か既すでにできあがってしまっている人の輪の中に入り込もうとして……それを躊躇ためらうような気持ちだった。


「あーもう、何やってるんだか」


　泡あわ立だてるのに力を入れ過すぎたスィンが、自分の頰ほおや額ひたいにクリームを付ふ着ちやくさせてしまっている。苦笑しながらシャノンは指先でそれをすくって、なめた。


「…………」


　パシフィカの眉み間けんにしわが寄る。


「んー。もうちょっと甘くした方がいいんじゃないか？」


「そう？」


　そんな会話を背中で聞きながら、パシフィカはそっと厨房から出た。








　廊ろう下かを一人歩きながらパシフィカは顔をしかめていた。


「うー……」


　分かっている。


　無論、分かっているのだ。自分のこの不愉快さが何に起き因いんするものなのか。


　だがそれをはっきりと意識するのはどうにも辛つらかった。自分がどんなに勝手で浅ましい人間かを、思い知らされるような気がしたからだ。


　同時に、自分がいかに今まで幸福であったかを、忘れていたのに気づかされた。無論、知らなかったわけではないが、幸福というものは、なれてしまえばそれを意識することはなくなる。あって当たり前だと思うようになってしまう。


　自分がシャノンやラクウェルの妹いもうとであることを。


　自分が彼等に愛情を注そそがれていることを。


　彼等が自分をたとえ『ごっこ』であっても家族として扱あつかってくれていることを。


　シャノンが、ラクウェルが、自分を何よりも第一に考えてくれていることを。


　いつの間にか、それらをまるで当然のことのように、感じている自分がいた。


　だが……もしその対象が自分でなくなったら。


　いや、今もシャノンやラクウェルは自分のことを大だい事じに思ってくれているだろう。そのことは疑うたがいようがない。


　けれど。


　妹。パシフィカより彼等の妹にふさわしい少女。


　おそらく、どちらがシャノンたちの妹か、と問われれば、誰もがスィンを指さすだろう。


　髪の色が違う。目の色が違う。骨こつ格かくさえ微び妙みように違う。シャノン、ラクウェルと、パシフィカは、容よう姿しの上では明らかに他た人にんなのだ。


　スィンの存在は、時に忘れがちだった『ごっこ』を明めい確かくに浮かび上がらせる。所しよ詮せんは家族ごっこ。本物の家族ではない。自分が彼等の妹として存在する事が、いかに不自然か。それを思い知らされてしまう。


　それが辛つらかった。とてもとても辛かった。


　どうして自分は彼等の本当の妹として生まれて来れなかったのだろう。


　いや。本当の家族ではないにしても……せめて黒くろ髪かみ黒こく瞳どうで生まれていれば、こんな疎そ外がい感かんは味わう事もなかったろう。勝手な話だとは分かっているが、パシフィカは自分に金きん髪ぱつと碧へき眼がんを与あたえた産うみの親を、初めて恨うらめしく感じていた。今まで彼等の事はあまりに遠すぎて、特に何らかの感情を持つほどの事もなかったのだが──


　そのとき。


　不ふ意いに廊下の奥おくを何かがよぎる。


「え？」


　無論、シャノンでもラクウェルでもスィンでもない。彼等のいるはずの厨房は、パシフィカの背後だ。この館やかたに他に人間はいない。それはラクウェルが探査系の魔法で確認している。ましてそれ以後、人間が近づいてくれば、シャノンが気がつかないはずがない。


　ならば。あれは何だ？


　微妙にその向こうが透すけて見える人ひと影かげ。それが薄うす暗ぐらい廊下を、ゆっくりとこっちへやってくる。ゆらりとした動きで、空中を滑すべるように──


「幽ゆう……」


「やっと一人になってくれたな、パシフィカ・カスール」


　その人影は曖あい昧まいに揺ゆれながら、静かに言った。








「シャノン」


「ん……？」


「ここはいいから……パシフィカを見てきて」


「パシフィカ？」


　泡あわ立だてを中ちゆう断だんしてシャノンが眉まゆをひそめる。


「一人で出ていってしまったでしょ」


「別にこの館やかたにいる限りは大丈夫だろう。近くに他の人間の気け配はいもないし──〈楽園アスガルド〉を定期的に起き動どうはしてるんだろう？」


「……シャノン」


　ラクウェルは微笑ほほえんだまま、しかし奇き妙みような迫はく力りよくを醸かもし出しつつ、双ふた子ごの弟に顔をつきあわせた。


「分からないの？」


「う……いやまあ、分かってるけどな」


　シャノンは後頭部を搔かきながら、ボウルを調理台に置いた。


「あいつも十五だぞ？　もうすぐ十六だ。こんなお子さまに嫉しつ妬としてどうするよ」


　ぽんぽんとスィンの頭を叩たたきながら、シャノンが言う。スィンはシャノンとラクウェルの顔を不ふ思し議ぎそうに、交こう互ごに見み比くらべた。


「まあ、私もちょっと配はい慮りよが足りなかったけれど……」


「面めんと向かって配慮されて喜ぶような素直なやつなら苦労はしないだろうが。大体、スィンと自分を比べること自体が、間ま違ちがってるだろう。何のために俺たちが、今、ここにいるのか──そのくらい、分からないこともないだろうに」


「それはそうだけれど……」


「…………」


　不意に何を思ったか、スィンが椅子から降りると、厨房の出口に歩いて行く。


「スィン？」


「パシフィカ。捜してくる」


　そう言い残して、スィンは厨房を出て行った。


　一いつ瞬しゆん顔を見合わせるシャノンとラクウェル。


「……な……」


　シャノンが片手で顔を覆おおって言った。


「情けない……五つも六つも年下のお子さまに心配されてるようじゃ──」


「まあ、私たちがどうこう言うより、スィン自体と仲良くなってくれれば、それに越こしたことはないけれども。それはそうとシャノン」


「なんだ？」


「やけにスィンを可愛かわいがるけど……」


「それはおまえもだろう」


「自分でおかしいと思わない？」


　確かにおかしい。最初にスィンを拾ってきた時から、分かっていたはずだ。一いつ緒しよにいるのがシャノン達にもスィンにも、良くないという事は。


　なのにシャノン達は、結局三日以上もスィンを側そばに置いている。本当ならば、多少の無理と不ふ便べんは覚かく悟ごで、出会った街まちに帰さねばならないはずだ。


「あの眼で見られるとな……」


「実際、可愛らしいのは分かるけど。でも、側そばにいつまでも置いておけないのは、十分承知の上でしょう？　情が移れば移るほど、別れ難にくくなるわよ」


「……そうだな」


　それでもシャノンはどうにも彼女を帰す踏ふん切ぎりがつかない。それはラクウェルも同じのようで、『一緒にいたい』とスィンが言えば、どうにもそれを突っぱねることができないのだ。


　だが……シャノンはともかく、ラクウェルはそういった物事の割り切りはいい方である。ある意味、非情な決定でも彼女はシャノンに比べると、迷まよう事が少ない。それが必要で、他に方法がないとなれば、感情的に納なつ得とくするかどうかはともかく、彼女はすぐさま実行するだけの決断力がある。


　その彼女が、事、スィンに関してはどうにも煮にえ切らない。


　おかしいといえば、確かにおかしいのだ。


　何かが狂くるってきている。それが何かは分からないが、おかしいことだけが、認にん識しきできる。


「思ったのだけれど」


　とラクウェル。


「あの子……異い能のう者しやじゃないのかしら？」


「へ？」


　思ってもみなかった言葉に、シャノンは間ま抜ぬけな声を漏もらしてしまった。


　異能者。マウゼル教で言うところの〈魔の落とし子スパウン〉。一説には創そう世せい戦せん争そうにて滅ほろんだ魔ま族ぞくの血を継つぐ者とされており……異常な能力を持っている人間をそう呼ぶ。


　魔法に頼たよらず、魔法が本来的に持つ呪じゆ文もん詠えい唱しようや意い識しき領りよう域いき管かん理りといった制限を受けずに、魔法と同等、あるいはそれ以上の能力を発はつ揮きする者達。


　シャノン達は、以前にそういった人間に、会った事があった。


「異能者の能力というのは、何もエルフィティーネみたいな未来予知だけじゃないらしいのよ。中には、他人の意識に直接影えい響きよう力りよくを行こう使しできる者もいるそうよ。魔法による意識接続とは違うから、私やシャノンがその影響を受けていても、気づかない事は考えられるし」


「…………」


「あの子はシャノンに懐なついてるし、シャノンの側そばにいたがってるわ。だから、無意識のうちに私たちの意識に干かん渉しようしている、とは考えられるでしょう？　街の人に対しても、そうやって……」


「それは……いくら何でも発想が突とつ飛ぴ過ぎやしないか？」


「あくまでも可能性の一つ、だけれど」


　確かに言われてみれば、あり得えない事ではない。それで、シャノンやラクウェルが、スィンと別れるのをずるずると先さき延のばしにしている理由の説明にもなる。


　いささか、責任転てん嫁かの趣おもむきがないでもないが。


「しかし……そうなると、あの子を突つき放はなすのは余よ計けいに難むずかしくないか？」


「そうね……」


　ラクウェルは首を傾かしげた。








　悲ひ鳴めいをあげそうになって……だが、パシフィカはその人影の輪りん郭かくがはっきり視し認にんできた瞬しゆん間かんに、安あん堵どの息を吐はいた。


　見み覚おぼえのある人物──と言っていいのかどうか、疑ぎ問もんだが──だったからだ。


　獣けものの耳のようにぴんと立った紫むらさきのリボンと、長い蒼あおの髪かみが独特の容よう姿しを形成している。愛らしい顔立ちながらその顔は表情に乏とぼしく、どこか俗ぞく世せ離ばなれした雰ふん囲い気きの漂ただよう少女。


　何より……よく見ればその両足は床ゆかを踏ふみしめていない。


　ホウランドの村において、兄シャノンに力を貸し、〈秩序守護者ピースメイカー〉と呼ばれる超存在を葬ほうむった魔ま獣じゆう。


　最後の魔獣と呼ばれる魔族最強の戦力。


　伝説の魔獣──ドラゴン。


「ああ！」


　パシフィカはその少女の姿を借りた魔獣を指さしながら言った。


「スーピイくん！」


「……誰がだ」


　スーピイ──ではなくて、ＡＲＦＦＩ・Ｍ４・シリアル26〈ゼフィリス〉、通つう称しようアーフィは、無表情に言った。


「いや、だってドラゴンだし……」


　パシフィカは肩かたを竦すくめて言った。


「シャノン兄に一応、正式な名前も聞いたけど、やたらと長いから、覚えにくくて」


「今まで通りアーフィでいい。どうせ私以外の〈アーフィ〉は破は壊かいされたか、そうでなくても、もうまともに稼か働どうしていない。それに私の真の名を呼んでいいのは、竜りゆう騎き士したる汝なんじの兄だけだ」


「あ、そう」


　パシフィカはつまらなさそうに言った。


「それはそうと、ありがとね、ホウランドの村での事。アーフィが助けてくれなかったら、シャノン兄達も、レオも、私も、皆みな死んでいたんだろうし」


　アーフィは相変わらず無表情に、しかしじっとその紫の瞳をパシフィカに据すえる。


「……奇妙な娘だな」


「何が？」


「少しは私を、怖こわがるものかと思っていたが」


「なんでよ？」


「私は魔獣だぞ？　今は人間の姿を媒ばい介かいして汝なんじと喋しやべっているが……その気になれば一いち撃げきで大地を抉えぐり、海を割わる力を持っている。少なくとも人間の持つ力を大きく上うわ回まわる存在だ。それが、怖くはないのか？」


「だって、味み方かただし」


　あっさり言い切るパシフィカに、一瞬、アーフィは言葉に詰つまったようだった。


「……刃は物ものってさ、シャノン兄にいが言ってたけど、あれってきちんと当てて、押すか引くかしないと、切れないんだってさ」


「……それが？」


「力なんて、そんなもんでしょ。それがあるだけじゃ、別に怖くも何ともないわよ。向こう向いてる刃物なんて危あぶなくもなんともないでしょが。こっちに向けられたら大変だけど……アーフィは確かに一度、私たちを護まもってくれたじゃない？　味方の力は大きかったら頼たのもしくは思うけど。怖がる必要なんてどこにあるのよ？」


「…………」


　アーフィは今度こそ口をつぐんだ。


　かつて──今は亡なき本来の主あるじが、彼女に言った言葉を思い出したのだ。


『力そのものが悪なのではない。それを間ま違ちがった方向に使うことが問題だ。おまえは、確かに強大だ。それこそ何億人の人間を一いつ瞬しゆんにして殺せる力だって持っている。だが、それはおまえの罪つみではない。望んだのは我々だ。罪があるとすればおまえをそのように造つくってしまった我われ々われであり……おまえは悪くないんだよ、ゼフィ』


　何体もの仲間が、自分の意識と、与えられた力の大きさの折り合いを付けられずに、壊こわれていった。暴ぼう走そうし、時には自じ爆ばくし、同じアーフィ達によって、処しよ分ぶんされた。


　以後、何とか自じ我が崩ほう壊かいせずに精神の平へい衡こうを保った二十六体をのぞき、総計二百体用意された初期型のアーフィ達は全すべて廃はい棄きされた。


　同じ戦術思想の元に、よく似にた、しかし別の形態が模も索さくされることとなり……残った二十六体のアーフィも、その自じ律りつ能のう力りよくに何重もの封ふう印いんと制限が設もうけられ、御ぎよ者しやたる〈竜りゆう騎き士し〉の存在なくしては、その能力のほとんどを使えないようにされた。


　その二十六体も、今や完全な状態で残っているのは、彼女だけだ。二十六人の〈竜騎士〉達も……彼女の本来の主も、いまはもう、亡ない。


　彼女の事を受け入れてくれた──彼女を怖おそれず、忌いみ嫌きらわず、愛してさえくれた主は、彼女を異い相そう空くう間かんに隠かくし、去さり際ぎわに言った。


『ゼフィ……頼たのむ。もう我々にこの世界を守りきる力は残っていない。おそらく我々は敗北するだろう。だが、希望を棄すてる訳にはいかない。どうしてもだ。最後の、小さな小さな希望だが。それさえ棄ててしまったら、もう終わりだ。今まで戦ってきた者達の犠ぎ牲せいも、意い志しも、全て無む駄だに終わってしまう……』


『ゼフィ。おまえには辛つらい運命を与えることになるが……お願いだ。私にはもう他に手がない。おまえは生き残れ。生き残って……我々の遥はるかな未来の子供達に、おまえの力を貸してやってくれ……』


　そうして──彼女は五千年以上の時を越こえて待った。


　無数の自己改良案を考こう案あんし、検けん証しようし、自分の形けい相そう情報に組み入れ、最強でありながらも、より強力な存在を目指して自分を改造しながら、待った。


　同時に、創世戦争時の影響で、必要以上に複雑に閉へい塞そくした異相空間からの脱だつ出しゆつすべき経路を検けん証しようしてきたのだ。


　たった一人で。


　まるで飼かい主ぬしに従したがう犬のように。自分の意志ではなく……主あるじから最後に与えられた命令のために。


　しかし……


「……どうしたの？」


「いや、何でもない」


　アーフィは小さく首を振ふって言った。


「あ、シャノン兄に用なら、厨房の方にいるよ？」


「いや、今、用があるのは先ほども言ったとおり、汝だ、パシフィカ・カスール」


「……そなの？」


「シャノン・カスールでは役に立たん」


「役に立たないって……」


「協力してくれ。汝の身の安全を図るためのものだ」


「いやまあ、出来ることなら手伝うけど。具体的に、何をするの？」


「あの、三日ほど前から汝なんじ等らの側そばにいる少女だが──」


「スィンの事？」


　アーフィは無む表ひよう情じように言った。


「あれを、殺す」




　第四章　その少女危険につき







「……え？」


　パシフィカは一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがえたのかと思った。


「何？　今、なんかとても物ぶつ騒そうな言葉が出てきたような……」


　表情を引きつらせて言うパシフィカに、アーフィはやはり無表情なまま、言った。


「あれを殺す。そう言ったのだ。シャノン・カスールやラクウェル・カスールでは役に立たない。だから汝に協きよう力りよくを求めている」


「ちょ、ちょっと、アーフィ！　殺すって、なんであんな子を……」


「危険だからだ」


　アーフィは切り捨すてるような口く調ちようで言った。


「何よ、何を──何が危険だっての？」


「今まで、おかしいとは思わなかったのか？　このままでは、汝の兄も姉もいつ殺されるかわからんぞ」


「な……何を言ってるのよ!?」


「あれは──」


　そこまで言って、アーフィは言葉を切った。


　その紫むらさきの瞳ひとみが見ている先を振ふり返れば……


「スィン!?」


　黒くろ髪かみの少女が立っていた。


　いびつに闇やみがわだかまる廊ろう下かの中なので、その表情は半ばを影かげに塗ぬりつぶされ、分からない。分からないが──


「……パシフィカ・カスール」


　アーフィは静かに言った。


「あれを、殺せ」


「ちょっと！」


　悲ひ鳴めいじみた声でパシフィカはアーフィに向き直った。


「なんでそんな……そんな事を私がしなくちゃならないのよ！」


「私には手が出せない」


　アーフィはそう言って軽く右手を振る。


　次の瞬間、彼女の手には一本の短たん剣けんが握にぎられていた。まるで手て品じなのようだが、この終わりの魔ま獣じゆうが何をしても、今いま更さら驚くには値あたいしまい。
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　アーフィはパシフィカの方に向けて短剣をさしだす。


「あれを殺せるのは、この場においては、汝だけだ、パシフィカ・カスール。今ならまだ汝にも殺せる。早く殺せ、さもないと汝の兄も姉も死ぬぞ！」


「何をムチャクチャ言ってるのよ！　気でも狂くるったの？」


　そういって、パシフィカは短剣を払はらいのける。短剣は、床ゆかに落ち、乾かわいた音をたてた。


　びくり、とその音にスィンが震ふるえる。


　その姿はただの無力な少女にしか見えなかった。アーフィのいう危険など、パシフィカにはどう見ても感じ取れない。


　だが……


　視し界かいの端はしでアーフィの姿が不意に、揺ゆらいだ。


「…………!?」


　慌あわてて振り向くパシフィカの目の前で、アーフィの姿がぼやけて、震える。元々が完全な実体でないらしい、とはシャノンにも聞いていたが……


「アーフィ!?」


　何か言おうとしているようだが、それがもう声にならない。パシフィカは思わず揺れるアーフィの姿と、スィンの姿すがたを見み比くらべる。


　そうこうする内にアーフィの姿はどんどん薄うすれて行き……


　異音。硝子ガラスの砕くだけ散ちるような音と共にその姿は完全に消しよう滅めつした。


「な……何？」


　一瞬前までアーフィがいた場所を見つめ──そしてパシフィカはスィンを振り返った。


　相あい変かわらずその姿は大半が影に塗ぬりつぶされている。表情は分からない。


　ただ……視し線せんだけがこっちを向いているのを感じる。じっと自分を見つめる視線だけを。


「スィン……」


　重苦しい闇やみと静せい寂じやくがのしかかってくるのをパシフィカは感じていた。


　鼓こ動どうが早まる。


『早く殺せ、さもないと汝の兄も姉も死ぬぞ！』


　脳のう裏りに思い起こされるアーフィの言葉。


　冗じよう談だんを言うような少女──かどうかはともかく──ではあるまい。彼女ははっきりと断言した。


　まさかスィンが……新たに送り込まれた刺し客かくだというのか？　馬ば鹿かな話だ。


　だが……そもそも常識の通用しない連中をパシフィカはたくさん見てきた。馬鹿な話……と笑い飛ばすには、アーフィの言葉は深しん刻こくすぎた。


　判断が付かない。


　スィンは敵なのか？　違うのか？


　パシフィカにできたのは問いかける事だけだった。


「スィン……何かしたの？」


　答えはない。動きもない。少女はただ薄うす闇やみの向こうに黙もく然ぜんと立っている。


　パシフィカはほとんど悲鳴のような声で言った。


「答えなさいよ……スィン、何をしたの？」


　静せい寂じやくだけが返ってくる。


　スィンが答えないのは何な故ぜだ？


　パシフィカはゆっくりと重みを増ます恐きよう怖ふの中で、足あし下もとの短剣に目をやった。


　もしスィンが刺客なら。もしアーフィの言うように、シャノンやラクウェルの命を狙ねらっているなら。もしそうなら……


　シャノンは強い。ラクウェルもだ。


　だが、二人は油断しきっている。スィンを無む警けい戒かいに可愛がっている。そこを……その隙すきを突かれたら……いくらシャノンやラクウェルでも殺されるのではないか？　まさか十歳前後の少女が、刺客だとは誰も思うまい。


「スィン……あんたは……」


　もしアーフィが間違っていたら。


　いや。しかし……


　パシフィカは混乱する。とりとめもない考えが浮うかんでは消える。頭の中身が空回りしているような感覚。焦あせりだけが意識をじわじわと浸しん食しよくして行く。


　元々あったスィンへの嫉しつ妬と心しん。アーフィの言葉。目の前のスィンの無む反はん応のう。


　それらが渾こん然ぜん一体となって彼女の意識で渦うずを巻く。


　そのとき──


「おーい。何をしてるんだ？」


　シャノンの声。


　彼の姿が廊ろう下かの奥に現れた瞬間、パシフィカは息が詰つまるような感覚を覚えた。


　スィンが身を翻ひるがえしてシャノンのところへ駆かけて行く。


　まさか。


　自分の正体がばれたために、スィンが即そく座ざにシャノン殺害を実行に移したら。


　……スィンに微み塵じんの警戒心も抱いだいていないシャノンは……殺される。


『汝の兄も姉も死ぬぞ！』


　言葉が脳のう裏りで破は裂れつする。


　殺される。兄が殺される。殺される！


「駄だ目めえッ！」


　パシフィカは叫さけんで駆け出す。


　そのまま彼女は勢いを殺さず、スィンに飛びかかった。


　不意をつかれたのか、スィンは抵てい抗こうらしい抵抗も見せずに、パシフィカともつれあって転ころがる。床ゆかに堆たい積せきしていた埃ほこりが舞まい上がった。


「おい!?」


　慌あわてたのは、シャノンだ。彼は突とつ然ぜんの成り行きに驚おどろきながらも、二人に駆け寄った。


「シャノン兄、来たら駄目ッ！」


「何をわけわかんない事を言ってるんだ、おまえは！　やめろ、こら！」


　パシフィカはスィンを押おさえ込もうと力を込める。どこかにぶつけたのか、スィンが短い悲鳴をあげ、しかしパシフィカはその手を緩ゆるめず……


　──『死ぬぞ！』


　そうだ。シャノンを護まもらないと。


　──『早く殺せ、さもないと汝の兄も姉も死ぬぞ！』


　自分を護まもってくれた兄を。


　護らないと！


　だが。


　──ぱん！


　廊下に響ひびく乾かわいた音が、時間を止めた。


「…………」


　凍こおり付いたように動きを止めるパシフィカ。


　頰ほおが熱い。熱さがじわじわと痛みに変わって行く……


　一瞬、何が起こったのかパシフィカは分からなかった。分かったのかもしれないが、意識が理解を拒きよ否ひしていた。あまりにもあり得えない事だったから。他に何をしてもシャノンが絶対にしなかった事だから。


　驚おどろいたのは、実を言えば……シャノンも同じだったろう。


「……あ……」


　彼も動きを止め……自分の手を一瞬当とう惑わくに満ちた表情で見つめる。だが、彼がスィンの方へと視線を転てんじると、その当惑の表情は霧む散さんした。


「シャノン兄ぃ……」


　パシフィカは打たれた頰ほおを押さえて兄を見上げた。


　シャノンは乱暴な手つきでパシフィカをスィンから引き剝はがす。


「何をしてるんだ、おまえは！」


　滅めつ多たにない激はげしい怒いかりの口調でシャノンは言った。


「見ろ！」


　パシフィカは言われるままに、スィンを見る。少女は困こん惑わくと恐きよう怖ふと驚きよう愕がくがない交まぜになった表情を浮かべていた。眼のはしには涙なみだが浮かんでいる。


　それはやはりただの無力な少女に見えた。


　やはりスィンはただの少女なのか？


　アーフィが間違っていたのか？


　シャノンの元へ駆け寄ったのは、単に怖かったからか？　パシフィカの問いに答えなかったのは、単に、見知らぬ少女──アーフィの存在や、彼女の消しよう滅めつに驚いて立ちすくんでいただけだったのか？


　スィンの頰に、傷きずができている。


　おそらくパシフィカが飛びかかった時に、何か尖とがったものに引っかけたのだろう。浅く抉えぐったような傷だ。紅あかい一線からはゆっくりと血の珠たまが滲にじみ出つつあった。


「おまえも女なら、顔に傷をつけられるのがどれだけシャレにならんか分かるだろうが！」


「で……でも」


　──私はシャノン兄の事が心配で。


　そんな言葉はシャノンの怒ど声せいの前では口から出す事さえできなかった。


　まして……改めて、おびえ混乱するスィンを目の前にして、彼女を刺し客かくだと思ったとは言えなかった。どう考えても説得力のある理由には思えないだろう。それこそ、口から出で任まかせの言い訳にしか聞こえまい。


「でもも何もない！」


「…………」


　パシフィカは唇くちびるを嚙かんだ。


　シャノンはスィンの頰の血を指先で優やさしく拭ぬぐうと、彼女を抱だき上げた。


「大丈夫か？」


「ん……」


　スィンが小さく頷うなずく。シャノンは膝ひざ立だちのままのパシフィカを見み下おろし、言った。


「パシフィカ。スィンに謝あやまれ」


　スィンに対するのとは全まつたく違う、甘さを断たち切きるような口調である。


「…………」


　パシフィカは……言葉が出なかった。


　スィンに謝るのが嫌いやだった訳ではない。そんな事はどうでもよかった。


　シャノンがスィンを心配している。スィンを優ゆう先せんしている。


「私は……」


　自分はシャノンのために……彼のために……自分を護まもってくれた兄のために……


「言い訳はいい。とにかく謝れ」


　なのにシャノンは自分よりもスィンの心配をしている。自分よりもスィンを信用している。自分の言い分も聞かずに、非ひがスィンではなく自分にあると頭から決めてかかっている……


　世界中の人間が違うと言っても。


　シャノンだけは自分を信じてくれると思った。無論、彼はそんなことを断言はしていない。むしろ『無理かもしれない』とさえ言っている。


　だが……それでも。


　たとえ口げんかをしようと、馬ば鹿かな言い合いをしようと……最後の一線では他人よりも自分を信じてくれていると思っていた。誰よりも自分の事を大だい事じにしてくれていると思っていた。だからパシフィカは我が慢まんできたのだ。


　生きて行く事に。


　世界中の、見たことも会った事もない人々から『世界を滅ほろぼす』と決めつけられ、死ぬ事を望まれた自分。生きているだけで罪つみだと言われる自分。実の親でさえ信じてくれなかった自分。シャノン達が望まなければ彼女は今いま頃ごろ生きていなかったろう。


　なのに……


「何よ……」


　呻うめくような声。それが自分の声とは思えないほどに、それはひくくしゃがれた声だった。


「何よ……スィン、スィンって。人がどんな気でいたかも知らない癖くせに！」


「何を言ってるんだ、お前は。自分がスィンに乱らん暴ぼう……」


「うるさい！」


　パシフィカは叫さけんだ。


「るさい、うるさい、うるさい！　バカッ！」


　めちゃくちゃだった。


　悔くやしかった。情なさけなかった。自分が途と方ほうもなく馬鹿に思えた。


　何をしているのか。何がしたいのか。心が混乱してさっぱり分からない。


　そのくせ、言葉だけは出た。勝手に口が動いて、紡ぎ出していった。


「私がどんな想おもいでいたか、全然知らないくせにッ！　分かったような顔して、保ほ護ご者しや面づらしないでよッ！　何が『護まもる』よ！　そうやって自分に都合のいいときだけ、格好のいい言葉言って、いい気になって！」


　やめて。誰か止めて。


　そう思うのだが、自分では止められない。


　そんな事、思ってなんかいない。そんな事が言いたいんじゃない。


　だが激はげしく鋭するどい言葉は彼女自身をも興こう奮ふんさせる。言い出したら止まらない。火に注そそぐ油のように、投げつける言葉は彼女を熱くさせ、そして激げき情じようを燃え上がらせる。


「シャノン兄なんか誰でもいいんじゃない！　優やさしくできるんなら、誰でもいいのよね！　誰かを護ってればそれで満足なんでしょ！　そうやって情けをかけてやって、優越感に浸ひたってればいいのよ！　それだったら、私でなくても、スィンでもいいもんね……！　シャノン兄なんか……あんたなんか……！」




[image: ]


「パシフィカ！」


　叩たたき付けるような声に、びくりとパシフィカは身を竦すくめる。


　だが再び来ると思った平手打ちは来ず……シャノンはただ、険けわしい表情でパシフィカを見つめていた。


「そうか。俺は……そう思われてたのか」


　──違う！


　パシフィカはそう言いたかったのだが、言葉が出てこない。意地もあったが……何よりも、かっと熱くなった意識がどろどろと溶とけて濁にごって、想いがうまく言葉にならない。


「……残念です、姫ひめ様さま」


　いつもの皮肉や冗じよう談だんとは違ちがう響ひびき。


　亀き裂れつの──音。


　それはたまらないくらいの鋭さでパシフィカの胸に突つき刺ささった。


　ごめんなさい。


　たった一言。ただ一言。それが……言えない。言えなくなってしまった。


　今更謝ってもシャノンは許してくれない──そんな気がした。妹ならば許してくれたかもしれない。だが、ただ十数年一いつ緒しよにいただけの他人を──親から押しつけられて、護らざるを得なかった厄やつ介かい者ものの王おう女じよを、もう彼は許してはくれない。そんな気がしたのだ。


　シャノンもスィンも動かない。パシフィカも動かない。


　時間さえもが気まずさに息を潜ひそめているかのようだ。


　そして。


　何もかもが凍こおり付いたような情景の中で……〈廃はい棄き王おう女じよ〉の瞳ひとみから、幾いくつもの雫しずくが滑すべり落ちた。




　第五章　絆のかたち







「うーん……」


　ラクウェルが困こまったような表情で部屋の右と左を見る。


　右ではシャノンが刀の手入れをしているし、左ではパシフィカがぼーっと窓の外を眺ながめている。共に無む視ししている、というほどではないにしろ、お互たがいに声をかける様子はない。


　それこそ普ふ段だんなら、一日に最低二回は口論──というか何というか──をしていた二人が、全く口を利きかない。


　普段の二人を知っている人間にとっては、異い様ような事態だ。


　これがもう二日目である。


　結局、スィンの事もあやふやになったままだ。ラクウェルが水を向けても、パシフィカは『好きにしたら？』と言うし、シャノンはシャノンで『別に無理に追い返す必要もないだろう』と言い出す始し末まつである。


　当のスィンも、何かただならぬ気け配はいを感じたのか、やはりシャノンの側そばにいながら、ちらりちらりと怯おびえるようにパシフィカの方を見ている。


　こうなると根が深い。


　実のところ……パシフィカとシャノンが本気で喧けん嘩かをした事はほとんどない。ラクウェルが覚おぼえている限り、一度か、せいぜいが二度だ。やはり歳としが五つも離はなれていると、喧けん嘩か相手にはなりにくい。兄あにと妹いもうとといっても、そこには保ほ護ご者しやと被ひ保護者の関係も生じるからだ。我がのぶつかり合いになる前に、まずどちらかが折おれるのだ。


　普段している口喧嘩は、むしろあの二人独どく特とくのじゃれ合いである。後を引くこともないし、必要とあれば二人は瞬しゆん時じに普通の態度に戻もどる。


　だが……それだけに本気で喧嘩をするとこの二人は非常に頑がん固こだ。


「あの……シャノン？」


「何だ？」


　面めん倒どうくさそうな声はいつもの如ごとくだが、ラクウェルは彼が若じやつ干かん不ふ機き嫌げんなのを感じ取る。


「えっと……思ったより長く逗とう留りゆうしてるし……馬達も少しは散歩させてやった方がいいと思うんだけど？」


「そうだな」


「あ……スィンの事もあるし、一度スィンを連れて街まちに買い物に行ってきてくれない？　もしかしたら、スィンの事を知っている人がいるかもしれないし……」


　パシフィカが一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように顔をあげ、何か言いたそうな表情を浮うかべるが……結局、何も言えずに顔を伏ふせる。シャノンはその様子に気づいているようだったが、彼女に向けては、やはり何も言わなかった。


「分かった。スィン、おいで」


　シャノンが立ち上がるとスィンも一いつ緒しよに立ち上がる。だが……その動きに何か躊躇ためらいのようなものが見え隠かくれしていた。


「…………」


　歩き出すシャノンの後を追おうとして、スィンはパシフィカの方を振ふり返った。


　パシフィカは動かない。視し線せんは感じているのだろうが、彼女は反はん応のうしない。ただ頑かたくなに窓の外を眺ながめている。その姿勢そのものに明確な拒きよ絶ぜつの意い志しを示して。


「スィン。行くぞ」


　シャノンの声に引かれるようにして……しかし何度かパシフィカの方を振り返りながら、スィンは部屋を出ていった。








　のんびりと馬車に揺ゆられていれば、館やかたから街までは実質的に一時間というところである。歩いて行くにはちょっと大層な距きよ離りだが、馬車で行くならば散歩程度の距離である。


　シャノンは物もの憂うげな表情で前方を眺ながめている。スィンは彼の隣となりに座すわりながら、彼の横顔をじっと見ていた。


「……シャノン」


「なんだ？」


　シャノンが前方を向きながら言う。


「シャノン、パシフィカ、好き？」


「……ああ」


　割と素直に肯こう定ていの言葉は出た。


　当たり前だ。嫌きらいな妹を護まもって故こ郷きようを棄すてたりなどしない。


　昔むかしは彼女の事ばかりを気に掛ける両親を見て、子供心に嫉しつ妬とを覚えたものだ。彼女の事を嫌いだった時期さえも……シャノンにはある。


　血のつながっていない妹。他た人にん。


　だが……それでも。いや、だからこそ……


「パシフィカもシャノン、好き」


「……あいつがそう言ったのか？」


　苦笑しながらシャノンは言う。スィンは大きく頷うなずいた。


「スィンはパシフィカをどう思う？」


「ん……」


　一瞬考え込むような表情を示したが、スィンは小さく頷いて言った。


「たぶん、好き」


「そうか……」


　シャノンは手を伸のばしてスィンの頭を撫なでた。


「シャノンもラクウェルもパシフィカも好き。だから……ちょっと哀かなしい」


「何が？」


「シャノンとパシフィカ、今は仲悪い」


「いやまあ……なんというか」


　シャノンは後頭部をかきながら言った。一いち目もく瞭りよう然ぜんの状態ではあるのだが、やはりこんな幼おさない少女にはっきりと指し摘てきされると、恥はずかしい。


「たまにはそういう事も、ある」


「スィンのせい？」


　シャノンは初めて傍かたわらの少女を見た。


　やはり子供でも、見ているところはきちんと見ているのだろう。


「いや……スィンが悪いんじゃない」


「でも、スィンのせい、でしょ？」


「…………」


　シャノンは口をつぐんだ。違ちがうというのは簡かん単たんだが、スィンは見た目以上に他人の感情に敏びん感かんなようだ。ここで否ひ定ていしても彼女の不安は消えないだろう。


「スィンだけのせいじゃないよ」


　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだ。相手が子供だからいい加か減げんな事を言って煙けむりに巻くという考え方を、シャノンは嫌う。子供だからこそ納なつ得とくするまで真実を教えてやらねばならないと彼は思うのだ。時にはそういった姿し勢せいは、子供に対して残ざん酷こくでさえあるかもしれないが。


「スィンを信じてあげられなかったパシフィカも悪いし、パシフィカを信じてやれなかった俺おれも悪いな」


「……でも」


「パシフィカに信じてもらう努力を怠おこたったスィンも悪い。そんなとこか」


「……よく、わかんない」


「みんな悪いんだよ。こういうのはな。だから誰だれかから折れるしかないんだが……」


　シャノンにしてもあそこまで激はげしくパシフィカに拒きよ絶ぜつされるとは思ってもみなかったのだ。正直、あの瞬しゆん間かんはかなり腹が立った。それがパシフィカの本心から出た言葉ではないと分かってはいても……


『私がどんな想おもいでいたか、全然知らないくせにッ！』


　ずっと当たり前のように兄と妹であったからこそ、彼はその事に少々甘あまえていたのかもしれない。多少の気き遣づかいはしなくてもパシフィカは分かってくれると。


　だが……


　他人、結局は他人だ。自分でない人。自分とは違う心を持っている人。


　だから理解する努力を怠おこたっていいはずがないのだ。それが妹であれ、誰であれ。


　分からなければ聞かなければならない。分かってもらえなければ言葉を尽つくして説とかねばならない。他人なのだから。他人で、自分とは違う誰かで……それでも自分には大だい事じな大事な人間なのだから。


　それを怠るのは、信頼ではない。単なる依存だ。


　シャノンは苦笑して呟つぶやいた。


「分かってもらえるはずだ、なんてのは……結局、甘えだな」


　馬車が街に着く。


　シャノンは刀を再び街がい門もん脇わきの詰つめ所しよに預あずけ、引き替かえの預り証をもらう。


　門もん衛えい達は一瞬シャノンと一いつ緒しよにいるスィンに視線を送ったが、何も言わなかった。それぞれにシャノンとスィンの関係について想像を巡めぐらせているのだろう。


「ちょっと聞きたいんだが」


　シャノンはスィンを前に押し出しながら、言う。


「この子は、記き憶おく喪そう失しつらしいんだが……この子の事を知っている人間に心当たりはないか？　あるいは迷まい子ごの捜そう索さく願ねがいが出てるとか」


「何日か前に門の外に立っていた子だろう？」


　先日、シャノンと言葉を交わした門衛がちょうどその場にいて、言ってきた。


「ここ三日ほど姿を見ないと思っていたら……あんたが連れていってたのか」


「勝手についてきてしまったんだよ。雨が降って路ろ面めんの状態が良くなかったから、出先で預かってたんだが」


「なるほどな。いや……気にはなったんで、こっちも何度か話を聞いて、知ってる人間は当たってみたがね。誰も。大体、その子、どうしてもあの門の側そばから動こうとしないんだよ。道の向こうから誰かが迎むかえに来るって思っているらしくて」


「しかし街のすぐ側とはいえ、門の外にこんな子を放ほう置ちしておくのは、問題がないか？」


「そうなんだがね……どうもその目で見られると、無理矢理ってのができなくてなあ」


「…………」


　異い能のう者しや。そんな言葉が脳のう裏りをよぎる。


　一昨日のパシフィカの言動もある意味で異常だった。スィンが噓うそをついているとはどうしてもシャノンには思えないが──やはりただの少女ではないのかもしれない。


「なあ、スィン──」


　馬車を進めて街門をくぐりながら、シャノンは傍かたわらの少女を振り返った。


「おまえは……」


「…………？」


　スィンは首を傾かしげてシャノンを見返す。


　黒い瞳ひとみはひたすらに無む垢くで……何の打だ算さんも悪意もそこには感じられない。


「いや、いいんだ」


　街門の側の指定された駐ちゆう車しや場じように馬車を停とめる。


「さて……」


　シャノンはスィンと連れだって街の商店街に向かって歩きながら、考えを巡めぐらせた。門衛達以上にシャノンがスィンの素す性じようを調べられるとはどうにも思えない。


　いつまでもスィンを自分達の側に置いておくのが問題だという考えは、変わっていないが……さて、どうすべきか。


「とりあえず、うちのワガママ娘むすめのご機き嫌げんをとるようなものを買うか」


「…………？」


　スィンが首を傾かしげる。


「パシフィカだよ。なんかプレゼントでもしてやった方が仲直りしやすいだろう。俺も、スィンも。黙だまって渡わたせばいろいろ言葉考えずにすむし。ものでつるってのはちと発想が安あん易いだと思うが……どうもこういう事態には俺も馴なれてなくてな」


　ちなみにプレゼントの発想はシャノンのものではない。ラクウェルの提案である。出かける直前に耳打ちされたのだが……どうも、馬の散歩や買い物も、それをさせるための口こう実じつではあるようだった。


「……うん」


「さて。じゃあ何を買うかだな。いや、先に日用品の買い物すましておくか。前回で大体は買い揃そろえたから、大したモノは買う必要ないだろうが……」


　そこではたとシャノンは立ち止まった。


　プレゼント。


　一体、何を買えばいいのかさっぱり分からない。今までは、パシフィカの誕たん生じよう日びなどは彼女の欲しがるモノを先に聞いてから買っていた。いちいち悩なやむのが面倒くさいのと、下へ手たにこっちで決めてしまうより、直接欲しいモノを聞いた方が、結果的には喜ばれるんじゃないか、というのが彼の発想なのだが……


　それが今回は裏うら目めに出ている。まさかパシフィカに尋たずねる訳にもいくまい。


「うーむ。難むずかしいな」


「難しい？」


「んー……例たとえば、スィン。俺と喧けん嘩かしたとして、仲直りの徴しるしに、何をもらったら素直に嬉うれしいと思う？」


「…………」


　スィンは首を傾げる。何やら一いつ生しよう懸けん命めい考えているようだが……


「んーと。んーと。ん──と」


「いや、おまえに聞いた俺が間ま違ちがいだった。もういいよ」


　首を左右に何度も傾けて悩なやみ始めたスィンに……シャノンはため息をついて言った。








　いても立ってもいられない。


　そんな気持ちを抱かかえながら……しかしパシフィカは黙だまって窓の外を眺ながめていた。


　ちりちりと背中を冷たい炎ほのおにあぶられているような感覚。焦しよう燥そう感かん。自分がひどく無む駄だに時間を費ついやしているような──大事な大事な機会を見み逃のがしてしまっているかのような。


「…………」


　やはりスィンが本当に刺し客かくだったとしたら……シャノンは今、危き険けんな状態だ。


　パシフィカはスィンが無害な存在だという確信がない。納なつ得とくできていない。


　しかしアーフィも、実のところ、何を考えているか今ひとつ分からないところがある。


　彼女は味方だとは思うが、やはり魔ま獣じゆう──そのもの、ではないようだが──であるためか、人間の感覚と微び妙みようにずれたような雰ふん囲い気きがある。時とき折おり、訳の分からない言葉を会話の中に交まぜてきたりもする。彼女にとっては別に当たり前の単語なのかもしれないが。


　彼女が噓うそを付いているとは思えないのだが、さりとて、彼女の言葉を額がく面めん通どおりに受け取ると、何やらとんでもない勘かん違ちがいをするような気もするのだ。


「パシフィカ」


　ラクウェルが声をかけてくる。


「……何？」


「結局……何があったの？」


　問われて、パシフィカは言葉に詰つまった。


　アーフィがどうしてスィンを殺せと言ったのか、根本的な理由は分からないままなのだ。このような状態で他人にあの時の気持ちを説明できる自信はなかったし、それができなければ、結局は話さなくても同じ事だ。


　ラクウェルだって分かってくれないかもしれない。自分の気持ちを分かってくれないかもしれない。


　もしそうなら……自分はもう本当にどうしていいか、分からない。もしそうなら……きっと自分はこの世界から消え去ってしまいたいような気分になるだろう。


「あのね、パシフィカ」


　ラクウェルはパシフィカの背後に歩あゆみ寄って言った。


「言わないと分からないわよ。どんな事も。私たちは結局、あなたとは違ちがう人間なんだから。ものの感じ方も、考え方も、少しずつ違う人なんだから。あなたが分かっても私たちには分からない事だってあるんだから。だから言葉にする事を怖おそれてたら、駄だ目めよ」


「……ラクウェル姉ねえ……」


　分かってくれる、のではない。


　分かろうと努力してくれているのだ。同じように見えてもそれは違う。全然違う。


　歩あゆみ寄ってくるのを待っていても意味がない。自分から歩み寄らなければ、誰だれも側そばには来てくれない。


「……そうだね」


　パシフィカは二日前の晩の出来事を、最初から説明し始めた。








「……綺き麗れい」


　感かん嘆たんしたようにスィンが言う。


「ふむ。俺はこういうの、よく分からないんだが……」


　そう言いながらもシャノンは並ならべられた品々の一つを眺ながめた。


　商店通りの端はしにある広場には、幾いく人にんかの露ろ天てん商しようが店を構えていた。扱あつかう品は様さま々ざまだが、こういったところは、通つう常じようの店よりもやはり値ね切ぎりがきく。多くは農のう夫ふや職人が、直接売りに来ているので、交こう渉しよう次し第だいによっては色々と得とくな買い物になることも多い。


　シャノン達が脚あしを止めたのは、装そう身しん具ぐを売っている露ろ天てん商しようの前だ。


　腕うで飾かざり、指輪、耳飾り、首飾り、ペンダント……様々な品を扱っているが、素人しろうと目めにもなかなか見事な出で来き映ばえである。


「結構高いもんだな」


　思っていたよりも値が張っているようだ。正直言って、シャノンの懐ふところ具ぐ合あいで買うのは少し苦しい。


「こっちも生活がかかってるんでね」


　露天商の女性が言った。


「それにどれもこれも自信作だ。手て間ま暇ひまかけて、一つ一つ意味と祈いのりを込こめて造ってんだよ。自分の子と同じ。これでも安いくらいさ」


「あんたがこれを？」


「そうさ」


　歳としは三十半ばであろうか。若いという程ではないにしろ、職人という言葉から連れん想そうするような老ろう齢れいではない。


　ぼさぼさの赤毛に浅黒い肌はだ、愛あい想そのない茶色の衣い装しように身を包んでいる。手の指も節ふしくれ立っていて、その豊ほう満まんな胸と腰こしがなければ、男と見み間ま違ちがえたかもしれない。


「意味と、祈りね……」


「装身具なんてのはさ。別に持ってなくたって死にゃしないんだ。ま、言ってみれば無む駄ださ。生きていく上ではね」


「装身具を売ってる人間が、そんな事を言っていいのか？」


「いいからお聞きよ。無駄だからこそ、そこに意味を与あたえてやる必要があるんだよ。おまじない。神官の祈いのりと一いつ緒しよさ。例たとえば、この指輪」


　女職人は得意そうに指輪の一つを示して見せた。


　小こ粒つぶな石が複ふく雑ざつに爪つめの絡からんだ台に組み込まれている。


　小こ手て先さきのあまり器き用ようでないシャノンとしては、その細さい工くの手て間まを考えるだけで頭痛がしてきそうな品であった。


「これは、恋れん愛あい成じよう就じゆの祈りを込めて台を彫ほったんさ。こっちのは無む病びよう息そく災さい、お守まもりだね」


「なるほどな」


　シャノンは苦笑した。


　こういう売り方もあるという事だ。単に形や色の綺き麗れいさだけではなく、こういう付ふ加か価か値ちが付けば、値段を少々高めにしても、文句を言う客は少ないだろう。


　確かに無む駄だな品だ。無駄だからこそ客は意味を──浪ろ漫まんを求める。口先一つの付ふ加か価か値ちだが、決してそれを不当とは言うまい。


「これ……綺麗」


　スィンが手に取った一品は、特に細さい工くが凝こっていた。


　耳飾りだ。小さな輪の内側に、一点で繫つながった輪がもう一つ。更さらにその真ん中に蒼あおい石が吊つるような形で揺ゆれている。先ほどの指輪の石といい、この石といい、使われているのは宝石の名に値あたいしないような安やす物ものであろうが、装身具そのものが非常に凝った代しろ物ものであることは分かった。


「お。分かるう？　ちびこい癖くせに目が高いね、お嬢ちゃん。こいつは特にお気に入りさ」


　そう言うだけあって、確かに他の品よりも二割ほど、値段が高い。


「そいつに込めたのは、『絆きずな』の祈りさ」


「『絆』？」


「ああ。ずっと『繫つながって』いるためのね。ずっと一いつ緒しよにいれますように。それが駄だ目めなら、どれだけ遠く離はなれても、いつかまた出会えますように。恋人。親子。親友。何でもいい。耳飾りってのは二つで一つだからね。そういう意味を込めるのもいいだろうって事」


　感かん慨がい深ぶかげにその女職人は言った。


　ひょっとしたら……それは彼女自身の祈りであり、願いであったのかもしれない。誰か、生きながらにして引き裂さかれてしまった、大だい事じな者との再会を願って。


「…………」


「おにーさん、可愛かわいい妹はこれが気に入ったみたいだよ？」


　にやにや笑いながら女職人は言った。


「いや、別にこの子に買ってやるんじゃないんだが……しかしこれはちょっと予算が……まからないか？」


「まからないねえ」


「う……」


「大体、その石の加工を見てちょうだいな。凝ってるだろ？　特にカットがさ。リュングマン石ってやつでね。まあ割とありきたりの石なんだけどさ。加工が妙みように難むずかしいんだよ」


　そういいながら女職人は傍かたわらの袋ふくろをごそごそとあさって、何やら拳こぶし大だいの石を取り出した。


「変に硬かたくてね。なかなか割るのが難しいんだよ。複層構造になってる結けつ晶しようだから、割れたら割れたで、妙な形に割れるし。これを一個、こっから切り出すだけでも手て間まがかかるんだよ」


「……ちょっとその石、貸してくれないか？」


「あ？　いいけど、持ち逃げしないでよ。別に原石は高価なもんじゃないけどさ」


「しないよ。あ、それからこいつ、借りるぞ」


　シャノンはその石を左手に、右手に女職人の膝ひざ元もとに置いてあった鑿のみを持ち、両者をじっと見つめた。


「何しようってんだい？　リュングマン石の切り出しは、素人しろうとにできるこっちゃな……」


　かちん……と音をたてて、鑿は石に触ふれた。


　石の端はしの、ちょうど小指の先ほどの大きさの部分。そこが、本体からまるで最初から外はずれるのを予定していたかのように、剝はく離りして女職人の膝ひざの上に落ちる。


「んが……！　こりゃあ……」


　女職人はしげしげとその小石を眺ながめ……そしてシャノンの方を向いた。


「驚おどろいたね……しかしこれは……あんた、剣けん士しかい？」


「分かるのか？」


　シャノンは今、帯たい刀とうしていない。


「ああ。昔むかし、こういう切り口は見たことあるよ。どっかの剣士のおっさんが、岩いわ斬ぎりをやるのをね。同じ感じだ」


「さすがに刀じゃないから成功する自信はなかったけどな。多少は次の作品を造る手間が省はぶけたろう？　少しは勉強してくれよ」


「……ま、いいやな」


　女職人は苦笑して言った。


「一割、まけたげよう」


「そんなもん、まけたうちに入らんだろうが。四割いや、せめて三割」


　シャノンが食くい下がる。


　女職人はにっこりと笑って言った。


「駄ー目」








　結局……シャノンは粘ねばりに粘って三割引きで問題の耳飾りを購入した。代わりにもう三度ほど、問題の石を斬り出す作業を強しいられたが。


「ま、パシフィカもこれを気に入ってくれればいいがな」


　ぽんぽんと耳飾りの入った小さな紙袋を掌てのひらの上で弄もてあそぶシャノン。傍かたわらを歩くスィンを見ると、女職人が「おまけだよ」と言ってくれた腕うで輪わが嬉うれしいのか、自分の右手を、顔の前に持ってきては、しげしげと眺ながめている。


　ちなみにその腕輪は、一番安い品だが、やはり彼女の作品らしく、『いつまでも変わらぬ優やさしき心』の祈いのりを込こめてあるらしい。三重に絡からまるようにして組まれた銀ぎん色の鎖くさりが、磨みがき込まれた、白く小さな貝かい殻がらに繫つながっている。


「……綺き麗れい」


　嬉うれしそうに言うスィンを眺めながらシャノンはふと思いついたように顔を上げた。


　市門は目の前だ。


「なあ……スィン」


「…………？」


　スィンが顔を上げてこちらを見る。


「スィンは俺達の事が、好きか？」


「好き」


　拍ひよう子し抜ぬけするほどに素早い答えだ。スィンにとっては至し極ごく当たり前の事なのだろう。


「どれくらい、好きだ？」


「…………」


　スィンは一瞬首を傾かしげる。まあ、子供には難しい質問だろう。ましてや元々会話としての語ご彙いの少ない彼女には。


「俺の事も、ラクウェルの事も、パシフィカの事も、好きか？」


「…………」


　スィンは頷うなずく。やはり一いつ瞬しゆんの間まがあったのは、彼女なりに真しん剣けんに考えている証しよう拠こだ。


「ずっと、側そばにいたいか？」


「…………いたい」


　シャノンが何か重要な事を考えているという事は察さつしたのかもしれない。スィンはさらに時間をかけて考えてから、頷いた。


「俺達の側に居いることで、命の危険にさらされるとしたら？」


　子供相手に馬ば鹿かな事を聞いているという自覚はあった。ましてスィンはこちらの事じ情じようなど知らない。


「俺達の側にいたら、死んじゃうかもしれない。それでも側にいたいか？」


「…………」


　スィンが即そく答とうしない事に、むしろシャノンは驚おどろいた。


　スィンはきちんとこちらの質問の意味が──その答えが一つの決断になっているという重要性が、分かっているのだろう。やはりこの少女は、少々言動が妙だが、知ち恵えや情じよう緒ちよに問題があるのではない。いや、普ふ通つうの人間以上に頭がいいだろう。


「スィンは……」


　一瞬、言葉を切る。それが、躊躇ためらいではなく、言葉を彼女なりに整理しているのだという事がシャノンには分かった。


「スィンは、死なないよ」


「……いや、あのな」


　かくんと肩を落としてシャノンは言った。


　やはり子供なのだろう。死ぬ、という事の意味が実感として分かってないのかもしれない……とシャノンは思った。


「スィンは死なないよ」


　スィンは繰くり返し……そして言った。


「でも。シャノンと、ラクウェルと、パシフィカと……会えなくなったら……」


　会えなくなったら。


　それがこの少女にとって、どれだけ辛つらいことなのかは、表情を見ていれば、分かった。


『ウサギは……寂さびしくて死んじゃう事があるのよ』


　以前、そんな冗じよう談だんとも本気ともつかない事を前にラクウェルが言っていた事がある。


　もし……この少女にとって、シャノン達の側を離はなれることが、それほどまでに辛いことであるならば……


「……そうか」


　シャノンはスィンの頭をその掌てのひらで撫なでた。


「スィンを見てるとな……どうも記き憶おくのどこかに引っかかるものがあったんだが──ようやく、分かったよ」


　シャノンの言葉に、スィンが首を傾かしげる。


「おまえ、似にてるんだな」


「……似てる？」


「パシフィカに」


「…………」


　おそらく今のパシフィカしか知らないスィンには訳が分からないだろう。


「でもパシフィカは……スィンが、嫌きらい？」


「いや、違う」


　シャノンは苦笑した。


　何よりも彼女が苛いら立だっていたのは、スィンの中に、過去の自分を見ていたからだ。昔むかしの自分を見ているようで……そして昔の自分にシャノン達を奪うばわれてしまうような気がして、彼女は苛いら立だっていたのだろう。


　ましてそれが、シャノン達と同じ黒くろ髪かみ黒こく瞳どうのスィンであれば、余計にその想おもいはつのる。


（どーしようもない馬鹿だな、俺は。分かっていた癖くせに……軽く見ていた）


　寂しさで死んでしまうのは、何もウサギだけではないのだ、きっと。


「ま、時間がかかるかもしれんが、パシフィカも分かるだろう。どうせ、とことん他人を憎にくんだりとか、嫌きらったりはできない奴やつなんだよ……愚おろかなくらいに」


　そのとき……ふとシャノンは何かの気け配はいを感じて顔を上げた。


　街がい門もんの真ん中に一人の青年が立っている。


「ベルケンス──!?……いや……」


　逆光の中に浮かぶ神官服を見て、瞬間的に彼はそう思ったが……違う。あの大おお柄がらな神官ではない。中肉中背。あの大型の獣けもののような神官に比くらべると、こちらはずっと穏おん和わそうで、切れ長の瞳は、ひどく静かな光をたたえている。


　共通点などほとんどない。外見的にそれを見つけるとすれば、せいぜいが同じ神官服を着ている、という点だけだ。


　だがそれでも一瞬シャノンがベルケンスを想そう起きしたのは、その青年神官がまとっている何かだった。


　気配の一部と言ってもいい。


　懐ふところに刃は物ものを忍しのばせながらもとぼけているかのような。


　いや……違う。ベルケンスの場合はそれが単なる刃物だとすれば……この青年神官の懐に忍んでいるものは……爆ばく薬やくだ。共に必殺ではあっても、ベルケンスのそれと違い、この神官の気配にはその方向性がない。


　全方位に爆ばく裂れつして、周囲の人間を皆みな殺ごろしにするような……そんな殺気。


「…………」


　シャノンは唇くちびるを嚙かんだ。


　丸まる腰ごしだ。いや、数種の暗あん器きは持っている。だがこの青年神官は──間違いなく相当な戦せん闘とう力りよくを持っている。一流の使い手とやり合ってきたシャノンでさえ、向き合っているだけで、思わず叫さけびだしたくなるような圧あつ迫ぱく感かんだ。代わりの道具でまともに戦えるかどうか。


「おお……やっと相あいまみえた」


　銀ぎん髪ぱつの青年神官は感動に震ふるえるような声で──いや、演えん技ぎでも皮肉でもなく、本気でこの青年神官は感動しているようだった──言った。


「おお、おお……我わが神よ……天なるマウゼルよ……お役に立てた事を私は無む上じようの幸せに思います……」


「……何者だ？」


　シャノンの問いに答えはない。


　青年神官はゆっくりと歩き出す。懐に入れた手が出る。その白い手袋に包まれた手は、銅色の燭しよく台だいを握にぎっていた。


　神官が燭台を持ち歩く……それを武器と思って咎とがめる者はいまい。だが、シャノンは瞬しゆん時じにそれがその青年神官の『牙きば』であると知った。ただ『持つ』のと、自然体に『構える』のとは違う。


「我は猟りよう犬けん。神の猟犬」


　歌うように青年神官は言った。


「我が名はピエトロ・ベレッサ……大おおいなるマウゼルの使徒にして、神しん権けん代だい行こう者しや。さあ。私ときたまえ。神はあなたを欲しておられる」


「たわごとをほざくな」


　シャノンは腰のベルトに手を添そえた。


　白く丸いバックル部分に一部、小さな部品がある。同色に塗ぬられているし、少し離れれば見分けが付かないような、小さな部品だが……


「……さあ」


　大おお股またでピエトロが近づいてくる。


　無む造ぞう作さな足取りだ。素人しろうとの足運びではないが、警けい戒かいしている様子もない。


「スィン？」


　一応、聞いてみる。だが、スィンは首を振ふった。彼が、彼女の待っていた『相手』ではないのだろう。


（一体、何者だ？　スィンを狙ねらってるようだが……）


　最初はパシフィカや彼女の〈守しゆ護ご者しや〉たる自分達に向けられた、教会の新しい刺し客かくかとも思った。だが、違うようだ。このピエトロという神官の眼にはスィンしか映っていない。ほとんどシャノンの事など眼がん中ちゆうにない様だった。


「止まれ」


　シャノンはスィンを背後にかばいながら、言った。


　ようやくそこで……青年神官は脚あしを止めてシャノンを見た。まるでその瞬間、初めてシャノンに気づいたかのように。


　距きよ離りにして約五歩。大たい抵ていの事には対応できる距離ではある。


「私の進む道は、神の示された道。それを遮さえぎるとはなんと不ふ遜そんな……」


「不遜はどっちだ、宗教屋。おまえみたいなのがごろごろしていたら、迂う闊かつに道も横切れないだろうが」


「そうか……君も異い教きよう徒となのだね」


　ピエトロは微笑ほほえみながら言った。


「なんだって？」


「禍わざわいなるかな、蒙もう昧まいなる異教徒……君達のような汚けがらわしい生物が、このマウゼルに愛されし大地の上に存在しているという現実を思うと……私は胸が張はり裂さけそうだよ」


　おおマウゼルよ。崇あがめる民たみには慈じ愛あいを。


　異教徒には神しん罰ばつを。


「禍なるかな。悪魔の使徒」


　その瞬間。


　ピエトロの姿が急速に拡かく大だいする。シャノンは自分のこめかみに触ふれる風を感じた。


（速……ッ！）


　思わず身を反そり返らせてシャノンは横よこ殴なぐりの一いち撃げきを避よけた。彼の鼻先をかすめて、燭台の針はりが虚こ空くうを引っ搔かく。一瞬……いや、それにも満たない時間の差で、シャノンはこめかみを串くし刺ざしにされるのを避けた。
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（こいつ……!!）


　五歩という間ま合あいを一瞬にして……シャノンが認識しきるよりも早く、この青年神官は詰めてきたのだ。化ばけ物ものじみた速さである。


「ちいっ！」


　シャノンは右手を振った。


　部品を……その部品の先についているワイヤを引き抜く。中ちゆう途と半はん端ぱな……シャノンの腕うででいえば肘ひじから先ほどの長さのワイヤがベルトの中から滑すべり出る。先には小さな三角形の重おもりがついていた。


　…………！


　鋭するどい音が空を裂さく。


　刃はがなくても……短いワイヤでも、十分なしなりと速度があればそれは斬ざん撃げきになるのだ。実際、シャノンはこのワイヤで林りん檎ごをまっぷたつにする事ができる。


　だが……


　青年神官は素す早ばやく後こう退たいしてこれをかわし、ワイヤはむなしく虚こ空くうを斬きった。


「ああ……なんて哀かなしいんだろうッ！」


　言葉とは裏うら腹はらに、こぼれるような笑えみを浮かべながら、ピエトロはもう一基、燭台を取り出す。


　まるで異国の三みつ叉また短たん剣けんのように二基の燭台を構かまえながら、笑う青年神官が迫せまってくる。


「スィン、逃にげ──」


　一いつ瞬しゆんだ。たった一瞬。


　眼はピエトロに向けていた。ワイヤも構かまえていた。ただ、スィンに逃げるのを促うながそうとしてピエトロに向ける気き迫はくを瞬まばたきにも満たない間、減げんじた。それだけの……隙すきというのも躊躇ためらわれるような……そんな間かん隙げきを、ピエトロは突いて迫った。


　気づいた瞬間にはもう、ピエトロは間合いの中にいた。


「く……！」


　咄とつ嗟さに振ったワイヤを、甲かん高だかい音と共に左手の燭台が弾はじく。そして……


　ぞぶ。


　異い様ような音をたてて右手の燭台がシャノンの腹はらに突つき刺ささった。


　瞬間的にシャノンの動きが止まる。緊きん張ちようのためか、痛みはまだ襲おそってこないが、驚きよう愕がくが彼を縛しばり付けていた。


「…………!!」


「ああ。とてもとても哀かなしいよ……」


　燭台がシャノンの眉み間けんに迫せまる。


「む……!?」


　ピエトロがよろめく。彼の腰に、スィンが組み付いたのだ。少女は必死の形ぎよう相そうを浮かべて青年神官の動きを止めようと、むしゃぶりついている。


「ああ。こんなところにも……」


　ピエトロは驚おどろきの表情を浮かべて言った。


　彼は楽しげに──心しん底そこ楽しげにかぶりを振って──素早く燭台を回かい転てんさせた。


「こんなところにも、異教徒がッ！」


　逆さか手てに持ち変えられた凶きよう器きの切っ先が、少女の脳のう天てんに向けて落ちて……


「スィン!!」


　己おのれの傷きずも忘れてシャノンが絶ぜつ叫きようし──


　だが。


「お…………？」


　燭台は彼女に達する事なく、止まった。


「おおおお…………」


　それは困こん惑わくだったろうか。ピエトロは、一瞬、表情をこわばらせてよろめく。何か、心に重大な衝しよう撃げきを受けたかの如ごとく。


「お……おお……!!」


　何かを怖おそれるように、ピエトロが後こう退たいする。


「…………!!」


　その一瞬を狙ねらって……腹部の苦痛がじんわりと広がりつつあったが……シャノンはワイヤを振った。


　反射的にピエトロはよけようとするが、今度は動きが若じやつ干かん、鈍にぶい。びしりと音をたててワイヤは神官の右手を打ち、神官服とその下の皮ひ膚ふを切り裂さいた。


「……なんという事だ……」


　青年神官は信じられない、といった風ふ情ぜいでワイヤに抉えぐり斬きられた自分の手を見……そしてスィンを、シャノンを、順に見た。


　浅い。かなり派は手でに出血はしているが、右手を完全に潰つぶすまでは至らなかったようだ。


「く──」


　シャノンは唇くちびるを嚙かむ。


　今の一いち撃げきで完全に戦せん闘とう不ふ能のうに追い込むべきだった。本当は胸部を狙ねらったのだが、かわされてしまったのである。


　愛用の武器はなく、腹部には傷きずを受け、一方敵は軽けい傷しようだ。もはや、シャノンに勝ち目はない。相手の技ぎ量りようを考えれば、スィンを連れて逃にげるのも無理だろう。


　しかし……


「おい、どうした……!?」


　ここに至って、異常に気づいたらしい。街がい門もんから数人の門もん衛えい達が走り寄ってくる。


「……ああ。この私が……マウゼルの地上神権代行者が……何という事だ……」


　そうつぶやくと、ピエトロはシャノンに背を向けて、門衛達の方へと歩いて行く。


「おい、あんた、何を──」


　心持ちふらつくような足取りでいたピエトロを、与くみし易やすい相手と思ったのか、数人の門衛達は不用心に彼に近づく。


「馬ば鹿か、そいつに近──」


「神かみ鳴なりよ・滅ほろぼし賜たまえ」


　シャノンが警告の声を発っしきるよりも早く……ピエトロの周囲に生じた電光が、門衛達を打った。


　瞬間的に彼等の身体からだを駆かけ抜ぬけた強力な電流は、その神経を灼やき、筋肉を灼き、最後に出口を求めて彼等の腹部や顔面を爆ばく砕さいした。


　ぼとぼとと湿しめった音をたてて肉片が地面に降り注そそぎ、一瞬遅おくれて……門衛達は揃そろって地面に倒たおれた。


　余よ剰じよう電流の生み出す雷いかずちの蛇へびが、勝ち誇ほこるように屍しかばねの周囲を踊おどる。シャノンはそれを見て呻うめくような声をあげた。


「魔法……」


　連動式起動呪文バツチスペルによる攻こう性せい魔ま法ほうの起き動どう。


　今のはラクウェルも使う〈雷槌ミヨルニル〉と同様の魔法だ。ただし普ふ段だん、非ひ殺さつ傷しよう段階まで威い力りよくを下げてあるラクウェルの〈雷槌ミヨルニル〉と異ことなり、威力は対人殺傷段階にまであげてあるが。


「待て……この野郎……」


　シャノンが言うが、青年神官は悠ゆう々ゆうと歩あゆみ去って行く。他の街の住人達や、門衛達も事態に気づいて集まりつつあったが──あまりにも迅じん速そくで容よう赦しやない殺さつ戮りくを見せられたが故ゆえか、誰もその青年神官を呼び止めようとはしなかった。


「……く……」


　ぐらりと世界が傾かたむく。


　いや。傾いているのはシャノンの方だった。


「シャノン、シャノン、シャノン……」


　倒れた自分にすがって、スィンが必死に腹を──刺さされた部分を押さえているのが分かる。少しでも流れ出る血を止めようというのだろう。


　大丈夫。そう言ってやろうと、シャノンは口を開き……血にむせながら意識を失った。








　窓の外を眺ながめる。


　夕ゆう暮ぐれ時どきの空は、不ふ穏おんな黒雲が広がりつつあった。


「ラクウェル姉ねえ……」


「……なに？」


「また……雨降りそうだね」


「そうね」


「…………」


　またパシフィカは黙だまり込む。


　ラクウェルには全すべてを話した。


　姉は最後まで黙だまって、ただ相あいづちを打つように何度か頷うなずき、そして言った。


『それは……一度はっきりシャノンと、そしてスィンも含ふくめて話し合った方がいいと思うのよ。私がここで意見を言うのは簡かん単たんだけど、意味のない憶おく測そくになりかねないし。シャノンの早とちりも問題だけど、パシフィカも何か勘かん違ちがいしている可能性があるし……アーフィが絡からんでいるとなると、事態は深しん刻こくだもの』


　結局、シャノン達を交まじえてもう一度話をする……という結論になったのだ。


　だが。


　買い物をするだけなら、とっくに帰ってきていいはずの時間だ。あと一時間グロツクもすれば完全に陽ひが落ちてしまうだろう。


「気になるのなら、迎むかえに行く？」


「…………」


「それとも、まだシャノンに怒おこってるの？」


「そうじゃ……ないけど」


　パシフィカは眼を細めた。


「……あ」


　窓の外……道の向こうから、馬車がやってくる。シャノン達が乗っていった馬車だ。


「ラクウェル姉、あれ……」


　パシフィカに呼ばれてラクウェルも窓に歩あゆみ寄り、館やかたに近づいてくる馬車を見下ろす。


　御ぎよ者しや台だいに乗っているのは、シャノンではなかった。見慣れぬ男が一人。それも武装している。


「何よ、あれ？　シャノン兄は？」


　パシフィカの声は、不安に揺ゆれていた。








「──金こん輪りん際ざい、街まちに近づかないでもらおう」


　男は街の門衛の一人だった。


　簡単に事情を説明した後、男は吐はき捨てるように付け加える。


「あんたらが何者か知らないが、厄やつ介かい事ごとを持ち込まれるのは困こまるんだよ」


「何よ、その言い方！　シャノン兄は被ひ害がい者しや──」


「パシフィカ」


　ラクウェルがくってかかる妹を押しとどめ、男に頭を下げた。


「はい。おっしゃる通りにします。わざわざすいませんでした」


　本来なら、街からある程度離はなれた場所に放ほう置ちしてしまえばいいところを、わざわざここまで馬車ごとシャノンとスィンを連れてきてくれたのは──それも問題の青年神官の襲しゆう撃げきを覚かく悟ごで──むしろこの門衛の厚こう情じようと考えるべきだろう。シャノンの腹部の傷きずも、応おう急きゆう処しよ置ちが施ほどこしてあった。


「……じゃあ、な」


　短くそう告つげると、早々に男は去っていった。


　そして。


「何よ……一体、何なのよ？」


　貧血状態で気を失っているシャノンを見ながら、パシフィカが言った。床ゆかに敷しかれた毛布の上に、シャノンは寝ねかされている。


「何とかいいなさいよ……シャノン兄……」


　返ってくるのは兄のものとは思えないほどに、浅く、弱々しい呼吸の音だけだ。


「これは……？」


　ラクウェルがシャノンの外がい套とうを畳たたみながら、何かに気づいたらしく、小さな紙かみ袋ぶくろを取り出した。


「……パシフィカの」


　おずおずと言ったのは……スィンである。


「シャノンが……パシフィカのために買ったもの？」


　スィンが頷く。そこには小さいが、凝こった耳みみ飾かざりが一組、入っていた。


「……パシフィカ」


　ラクウェルがパシフィカにそれを手て渡わたす。


「……もうちょっと考えなさいよ、シャノン兄……プレゼントで仲直りとかって……発想が貧困よ……」


　耳飾りを右手で握にぎりしめ、さらにその拳こぶしに左を覆おおい被かぶせて……パシフィカはシャノンの横顔を見つめる。


「何が起こったの？」


　ラクウェルが尋たずねるが、スィンは首を振ふるばかりだ。門衛から大体の顚てん末まつは聞いたが、そもそも事ことがどのようにして起こったのかを最初から知っているのは、スィンだけである。


「分からない……」


「分からないって事はないでしょうが！」


　振り返ってパシフィカが怒ど鳴なる。


　びくりとスィンは身を竦すくませた。パシフィカの言葉の中に、初めてスィンへの怒いかりが混まじっていたからだ。


　二日前、シャノンを護まもろうと飛びかかった時でさえ、パシフィカはスィン本人に対しては、明確な怒りや憎にくしみを持ってはいなかった。


　だが、今のパシフィカは表情にも、声こわ音ねにも、はっきりとスィンへの怒りがある。そしてそれを隠かくそうともしていない。


「何か知ってるんでしょうが？　大体、シャノン兄は、こんなにあっさりどうにかされちゃうような人間じゃないのよ！　強いんだから！　とんでもなく強いんだから！」


　いつも自分を護ってくれた。どんな敵が来ても、闘たたかって、勝って、帰ってきた。いつもの面めん倒どうくさそうな顔をしながら。けれど……


「あんたが──」


　パシフィカが、立ち上がってスィンに歩あゆみ寄り、彼女の襟えり首くびをつかむ。


「あんたがいたから……！」


　スィンは答えない。何も言わず、哀かなしそうな目でパシフィカを見つめている。


「パシフィカ！」


　ラクウェルが割って入った。


　指が白くなるほどの力でスィンの襟首をつかんでいた手を、ゆっくりとほどいて……パシフィカは肩の力を抜いた。


「…………ごめん」


　分かっている。


　スィンがいたからこそ……彼女をかばったからこそ、シャノンはこんな傷を負った。それは事実だろう。


　だがそれを理由にスィンを責めるべきではない。凶きよう器きを持った暴ぼう漢かんを前にすれば、側にいたのが誰だれであれ、シャノンは護ったろう。そういう兄なのだ。スィンが悪いという訳ではない。


　分かっているのだ。


　自分が何に怒っているか。


　何故、怒りの矛ほこ先さきがスィンに向いてしまうのか。分かっている。


　シャノンが初めて……命がけで護ったパシフィカ以外の人間。それに嫉しつ妬としているのだとパシフィカ自身、気づいていた。


　浅ましいと思う。愚おろかだと思う。厚あつかましいと思う。


　だが……


「ごめん……」


　繰り返してパシフィカは再びシャノンの傍かたわらに膝ひざをついた。




　第六章　転生







　シャノンの容よう態だいは、とりあえず小しよう康こう状態ではあった。元々、鍛たん錬れんを怠おこたっていない頑がん強きような身体からだではある。だが、腹ふく部ぶはどんな動きをするにしても、要かなめとなる場所だけに、力を入れてしまう。傷きずそのものは小さくても、腹はらを刺さされた直後に動いたためか、かなり出血したらしい。


　言ってみれば極度の貧ひん血けつ状態だ。致ち命めい的てきとは言わないまでも、絶対量としての血が足りない。


「シャノン兄にい……お兄ちゃん……」


　呼びかけても答えは返ってこない。


　ラクウェルに、命に別状はないと言われたものの、やはり昏こん々こんと眠ねむり続ける兄の姿すがたを見ていると、不安になってくる。


　このまま目を覚まさないのではないかと。


「……パシフィカ！」


　部屋に入ってきたラクウェルが声をあげる。


　水をくみに下の井い戸どへと行っていたのだが……


「スィンは？」


「え？　ラクウェル姉ねえと一いつ緒しよじゃないの？」


　言ってから──パシフィカはすぐに思いついた。ラクウェルも同じ事を考えていたのだろう……表情を曇くもらせて首を振ふった。


「〈楽園アスガルド〉で調べたけど……近くに反はん応のうがないのよ。少なくとも屋や敷しきの中にはいないわ」


「まさか──」


　自分のせいだ。自分がスィンを責めたから……！


　思わず立ち上がるパシフィカ。だが、そんな彼女に、ラクウェルは静かに……ひどく静かな口く調ちようで声をかけた。


「……どこへ行くの、パシフィカ？」


「どこって……捜さがしに行くのよ、スィンを！　もう夜だし雨も降ってるし！　こんな時に一人で出ていったら──」


「……どうして？」


　姉あねの落ち着いた声に、一いつ瞬しゆん、ぞっとしながら……パシフィカは振り返った。


「どうしてって……！」


「邪じや魔まな子がいなくなって、ちょうどいいじゃない。自分から出ていったのだから、パシフィカが負おい目めに感じる事もないわよ？　どうせいつかは、別れなければいけない子だったのだし」


「…………」


　まるで理解不能の何かを見つめる目でパシフィカは姉を見た。


　だが。


　心の底では姉の言葉を肯こう定ていする自分がいた。


　そうだ。自分から彼女は出ていったのだ。こちらが気に病やむ必要はない。どうせいつかは別れなければならない相手だった。それが今になっただけだ。スィンはスィンなりの方法で、シャノン負ふ傷しようの責任をとったに過すぎない……


　だから……だから。


「ラクウェル姉」


「なに？」


「前にね。レオがさ。こんな事言ってた」


　パシフィカはゆっくりと息を吐はきながら言った。


「『僕はこんな、切り捨てる正義が欲しかったんじゃない』って」


「……そう」


「切り捨てるのって……楽だけど。簡かん単たんだけど。切り捨てたら、もう駄だ目めでしょ。絶対、取り戻もどせないよ。後でいくら後こう悔かいしても」


　パシフィカはそう言ってため息をついた。


「いつか別れるにしても……最低限の納なつ得とくはしてから、別れたいの、私は」


「…………」


　きっぱりと言う妹を、ラクウェルは無表情に見つめている。


「それと、ラクウェル姉。私を試ためすならもうちょっとさりげなくやって」


「ごめんなさいね」


　小さく舌を出して、ラクウェルは言った。そんな彼女の表情が、ほんの少し誇ほこらしげに見えたのは──パシフィカの気のせいだろうか。


「でも、本当に少し待って。スィンを捜しに行くのは賛成だけど、貴女あなたを一人で行かせるのは危険なのよ。問題の神官が何を目的でシャノンを襲おそったか、分からないし……何か方ほう策さくを考えないと」


「……スィンだよ」


　その声に、パシフィカとラクウェルは慌あわてて振り返る。


　いつの間にか気が付いていたらしい。シャノンが少し身を起こして言った。


「あの野郎……最初からスィンしか見ていなかった」


「シャノン兄！」「シャノン……」


　自分を呼ぶ妹と姉に軽く笑って見せてから、シャノンは言葉を続けた。


「捜しに行ってやってくれ。ラクウェルとパシフィカで……俺はもう大丈夫だ」


　そうは言うものの、彼の顔色はやはり蒼い。


「あの銀ぎん髪ぱつの神官に出会ったら、気をつけろ。あの野郎……バッチスペルを使う。しかもかなり手慣なれた印象だった。下手するとラクウェル、お前と同等かそれ以上かもしれん。奴は〈贖罪者アテネイタース〉だ。〈雷槌ミヨルニル〉を使っていたが、呪じゆ文もんが違ちがった。偽ぎ装そうではなく、本物のマウゼルの神官だろう」


「シャノン兄……」


「……してくれてるか」


　シャノンが少し照れたような表情で言う。


「耳みみ飾かざり」


「あ……うん」


　パシフィカもはにかんだように少しだけ頰ほおを染そめて、頷うなずく。彼女の耳には、彼が買ってきた、小さな耳飾りが、慎つつましげに揺ゆれていた。
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「それはな。〈絆きずな〉の祈いのりを込こめたもんだそうだ。ずっと一いつ緒しよにいられるように。たとえ離はなれても再会できるように」


「…………」


「おまえはいつまでも俺おれの妹いもうとだし、ラクウェルだっていつまでもお前の姉あねだよ。それが当たり前だって俺は思ってたし……だが、当たり前に甘あまえちゃいかんわな」


「シャノン兄……」


「母さんじゃないけどな。人間ってな、弱いからな。時には具体的な行動や、物品にすがりたくなる事もあるさ。それを分かってやれなかったのは俺の責任だよ。だからまあ、なんて言うか……そういうのも、悪くないかな、と思ったんだよ」


「うん……ありがとね」


「おう」


　いいながら、シャノンは頭をかく。さすがにちょっと照れたらしい。


　そんな兄をしばし見つめ、パシフィカは意を決した様子で立ち上がった。


「シャノン兄……ごめん。スィンを捜さがしに行ってくるよ」


「ああ。俺の事は、気にしないで、行け。俺におまえの兄である事を後こう悔かいさせるな」


「うん」


　そう言って立ち上がるパシフィカ。


　やはりシャノンの容よう態だいが気にはなるようだが……それでも未み練れんを断たち切るように、彼女は駆かけ出し、部屋を出ていった。


「……ラクウェル」


　自分の上に屈かがみ込む姉にも、促うながすような声をかける。ラクウェルは小さく頷いてから、言った。


「今の体調じゃ、ちょっと危険だけれど……一応、仮エ想ミ意ユ識レ制ー御タの魔法をかけていくわ。格かく闘とうは、無理でしょう？　万一、その神官が来た時に身を守る手段がないと」


「……すまん、頼たのむ」








　暗い夜の森。


　その中をスィンは独ひとり歩いていた。びしょ濡ぬれになりながら、雨と闇やみに閉とざされた世界を、歩き続けていた。


　彼女の歩あゆみに躊躇ためらいはない。だが、確固たる意い志しもない。それはどこかに向かっているための足取りではなく、逃にげるための足取りだからだ。


　彼女は暗くら闇やみを怖おそれない。


　この自分の頭の中にわだかまっている闇に比くらべれば……その底そこ知しれない虚きよ無むに比べれば、夜の闇などさして怖れるにも値しない。少なくともスィンはそう感じていた。


「……シャノン……」


　自分が誰だれか分からなかった。


　気が付けばそこにいた。まるでその瞬しゆん間かんに誕たん生じようしたかのように、それまでの記き憶おくが全くなかった。


　知識はある。喋しやべることはできる。ごく基本的な常識もある。だが、自分自身の事は断片も分からなかった。記憶に霞かすみのようなものがかかって思い出せない……という訳ではない。全く、ないのだ。そこに何もないのが、分かる。


　それがひどく寂さびしかった。それが恐おそろしかった。彼女には何もなかった。空からっぽの器うつわだった。満たすべきものを持たない、無意味な器だった。


　ただ……


　唯ゆい一いつの救いは、彼女の心にただ一点、刻きざみ込まれていた確信。


　それだけを頼たよりに彼女は存在を続けてきた。


　誰だれかが。誰かが迎むかえに来る。この道の彼方かなたから、きっと誰かが。


　自分の時間というのはそこから本当に動き出すのだという確信が、なぜだかあった。


　だから彼女は毎日門の外で待った。


　ひたすらに待った。彼女を連れていこうとする大人おとな達もいたが、彼女はそれを拒こばんだ。拒めば、大人達はあっさりと引き下がってくれた。誰も彼女に逆さからわなかった。


　そして。


　彼女は初めて出会ったのだ。道の彼方からやってきて……彼女に声をかけた者に。彼女に何かを強制するのではなく、ただ、彼女に傘かさをくれた存在。


　彼こそが『迎え』なのだと彼女は思った。


　シャノン・カスール。


　彼女は彼と共に行くことを望のぞみ、彼もそれを拒まなかった。


　こうして彼女の時間は動き出した。少しずつ空からっぽの器の中に、記憶という名の水が満たされていくのを彼女は感じていた。自分という存在が、初めてこの世界に受け入れられたのだと彼女は感じた。


「ラクウェル……」


　ラクウェル・カスール。


　彼女に髪かみを結ゆってもらったのは嬉うれしかった。お菓か子しも作ってもらった。シャノンとよく似にた顔立ちの……しかし、彼とは違ちがった優やさしさをくれた人だった。


　そして……そして。


　パシフィカ・カスール。


　彼女は特別だった。


「パシフィカ……」


　誰もスィンには逆らわなかった。


　シャノンもラクウェルもスィンが望めばその通りにしてくれた。スィンの望む通りに誰もが動いてくれた。街まちの人々も、スィンが嫌いやがれば、彼女を連れて行くのを断だん念ねんした。言葉にせずとも伝わった。スィンはただ望めば全て思いどおりになった。


　誰も彼女に異いを唱となえなかった。彼女は全くの自由だった。


　けれどそれは……誰も側そばにいないのと同じだった。


　何もない虚空の中でもがいているようなものだった。


　そんな中でパシフィカだけが違ったのだ。


　彼女はスィンの望んだ通りには動かなかった。こうして欲しいと思っても、全然違う行動に出たりした。彼女の行動は、スィンにとって意い外がいさで満ちていた。


　初めてだった。スィンは嬉しかったのだ。


　自分と違う誰か。自分と異ことなる誰か。永えい遠えんの合わせ鏡のような現実、誰もが彼女の意志のままに動く、自由自在の──そしてどこまでも優しいだけの世界で、唯ゆい一いつ、自分と違った意見を持った存在。


　シャノンと出会って、スィンの時間は動き始めた。


　ラクウェルと出会って、スィンは自分の居場所というものを知った。


　そして……パシフィカと出会って、初めて彼女は『人間』になった。


　人間。人と人の間に立つ存在。


　他た者しやとの想おもい出でとその意識の相そう関かん関係の中で人は自分というものを形かたち作づくる。人間というものの輪りん郭かくは、たった一人で造ることはできない。他人との関かかわりの中で人は、それを造って行く。無む垢くな魂たましいを削けずられ、こすられ、あるいは抉えぐられ……そうして人間になるのだ。


　けれど──


「……う……うう……」


　闇やみの中を歩きながら……スィンは泣いていた。降り注そそぐ雨粒のせいか、自分が泣いているという自じ覚かくさえ彼女にはなかったが。


　怖こわかった。哀かなしかった。


　シャノン達から離はなれる事が。


　シャノン達から離れれば、自分は自分でなくなってしまう。自分を知っている人のいない場所に、独ひとり立っていた時に戻もどってしまう。スィンという人間がそこにいるのではなく、孤こ児じが独り立ちつくすという……ただそれだけの、情景の一部になってしまう。


　それが怖こわかった。


　それだけが……たまらないくらいにスィンは怖こわかったのだ。


「……うう……う……」


　何度も何度もしゃくりあげながら、しかしスィンは躊躇ためらう事なく館やかたから離はなれて行く。


『あんたがいたから……！』


　パシフィカの言葉。


　全くその通りだ。スィンがいたからこの事じ態たいは生じた。


　自分はここにいてはいけない。そう思った。


　そして何よりも……パシフィカに、憎にくまれるのが怖こわかった。彼女が今までのような嫉しつ妬とや怒いかりではなく、憎しみの目で自分を見てくるのが、とても怖かった。


　これ以上彼等の側そばにいれば、またシャノンが傷きずつくかもしれない。またラクウェルを心配させるかもしれない。またパシフィカに憎まれるかもしれない。


　だから……スィンは逃げたのだ。


　そして。


　──孤こ独どく。


　ひたすらにつのってゆく寂せき寥りよう感かんの中で、スィンは初めてそれを意識した。


　だがもう遅おそい。あそこは……あの暖あたたかな場所は、もう彼女の帰るべき場所ではない。


『あんたがいたから……！』


　パシフィカのその言葉が彼女にそう告つげるのだ。もうあの場所にいてはならないと。


「ごめん、ね……」


　たった一度背後を振ふり返ってそうつぶやき……そしてスィンはひたすら雨と闇やみに閉とざされた森の中を歩き続けた。


　向かうあてはない。


　唯ゆい一いつ無む二にの帰るべき場所に背を向けた少女に、行き先などあるはずもなかった。








　馬車に取り付けてあったランプを外はずし、手に持ちながらパシフィカとラクウェルは夜道を歩いていた。パシフィカはいつもの衣い装しようの上から、フード付きの外がい套とうを羽は織おり、ラクウェルは傘かさを片手に持っている。


　ラクウェルは断だん続ぞく的てきに〈楽園アスガルド〉を起き動どうしてスィンの居場所を探さぐっているが、まだ発見できていないようだった。


　時とき折おり声を限りにスィンの名前を呼ぶが、やはり答えは返らない。無論、出て行くつもりの相手の名前を呼んでも、返事が返ってくるとは思えないが……


「そんな遠くには行けない筈はずだけど……」


　子供の、しかも女の脚あしだ。おまけに普ふ通つうに歩くだけでも夜の森は神経をつかうが、雨のせいで再び地面がぬかるみ始めている。歩調は鈍にぶらざるを得えないだろう。無論、それはパシフィカ達も同様だが。


「ねえ。ラクウェル姉。スィンって結局、何者なんだろう？」


　ランプで足あし下もとを確認しながら、パシフィカがふと思い出したように尋ねてくる。


　スィンの素す性じようについては、圧あつ倒とう的てきに情報が少ないので、議ぎ論ろんしても仕し方かたない、という結論に一度は達したのだが……黙だまってただ闇やみの中を歩いているのも、気が滅め入いる。


「……分からないわ。普通の子じゃないとは思っていたけれど。異い能のう者しやじゃないかとも思ったのだけれど……」


「エルフィみたいな？」


　パシフィカの言葉にラクウェルは小さく頷いた。


「ええ。エルフィティーネは未来予知がその能力だったけれど、スィンの場合は精せい神しん干かん渉しようの能力があったと考えれば、辻つじ褄つまはあうのよ」


「……精神干渉……」


「ただ、マウゼル教がそういった異能者を嫌きらっているのは確かだけれど……」


　歩きながらそこまで言って──ふとラクウェルは脚を止めた。


「……パシフィカ」


　やや低く抑おさえ込まれた声に呼ばれ、パシフィカも脚を止めて振り返る。


「反はん応のうがあったわ。そっちの方向」


　ラクウェルの白く細い指が闇の一方を指す。パシフィカには深ささえ分からない暗黒が広がっているばかりだが──


「あなたの脚なら……たぶん、十分もかからずに追いつけるわ。行って、スィンを連れて、館やかたに戻ってて」


「──え？」


　反射的に走り出しかけて、パシフィカはラクウェルを振り返った。姉はその場に立ちつくしたまま、動いていない。


「ラクウェル姉は……？」


「反応は二つ、あったから」


　その意味が分かるのに若じやつ干かんの時間がかかった。


　同時に──ラクウェルの見み据すえている闇の中から、ランプの光が照らす場所へ……白い神官服姿が悠ゆう然ぜんと浮かび上がってくる。その姿を見てパシフィカは思わず息を呑のみ、ラクウェルは傘を畳たたみながら静かに尋たずねた。


「ピエトロ・ベレッサ……？」


　銀ぎん髪ぱつの青年神官は、細い眼で静かにパシフィカ達を見つめながら、頷うなずいた。








　ぼんやりと天てん井じようを見上げながらシャノンはスィンの事を考えていた。


　他ほかにすることはない……というよりできる事はない。怪け我が人にんの身でできる事といえば、思し考こうを巡めぐらすことと、後は大人おとなしく回かい復ふくを待つという事だけだ。


「スィン……か」


　彼女は、何者なのか。


　異い能のう者しや。いや──それはそうかもしれないが、それだけではあるまい。異い教きよう検けん察さつ官かんの異教狩がりが激はげしかった十数年前ならばともかく、ここ数年はマウゼル教もあまり表おもてだって異能者を狩るような真ま似ねはしていない。


　少なくともあのような強力な使い手が派は遣けんされてくる意味が分からない。教会は、パシフィカの追つい跡せきにさえあれほどの手て練だれを派遣しては来なかった。


「一体……」


　彼女は何者なのか。


「災さい難なんだったな、我わが主あるじよ」


　……不意にかけられた声はいつもの如ごとく、美しく、静かで、そして抑よく揚ように乏とぼしかった。


　振り返ったシャノンは、すぐ側そばの空中に漂ただよう少女の姿を見る。


「〈ゼフィリス〉……！」


　身を起こしかけたシャノンだが、痛みにそれを断だん念ねんする。アーフィは音もなく彼の側まで滑すべってきて、ぴたりと空中に停止した。


「色々と言いたいことがある、といった表情だが……こちらも事情があってな。一度は何とかこちら側に出てきたのだが……あれの妨ぼう害がいにあって異層空間に押おし戻もどされてしまった」


　アーフィは言った。


　あれ。彼女の言うその言葉が示すものは、無論……


「あれがある程度離れなければ、貴方あなたとは話もできなかった」


「……スィンの事か？」


「そうだ」


「……おまえ、あいつの素す性じようを、知っているな？」


「無論、知っている」


　アーフィは頷うなずいた。


「あれの本来の名前は〈シーズ〉」


　紫むらさきの瞳ひとみに冷れい徹てつな光を湛たたえて〈終わりの魔ま獣じゆう〉は告つげる。


「シーズ・アーティラリイ……アーティラリイ・タイプの〈秩序守護者ピースメイカー〉だ」








「……スィン！」


　その声に彼女はびくりと震ふるえた。


　思わず立ち止まり……振ふり返る。ぼんやりと闇やみを照らすランプの灯あかりが見えた。声はそちらから聞こえてくるらしい。


「スィン？　どこ？」


　鼓こ動どうが速まる。パシフィカの声だ。


　──怖こわい。


　またあの憎にくしみのこもった眼で見られたら。パシフィカにあの眼で見られたら。もうスィンは自分が生きてこの世に存在している事さえ恐おそろしくなるだろう。


　怖い。とても怖い。だが彼女は動けなかった。逃げだしたいと思う反面……あの暖あたたかい場所の記き憶おくが、あの場所への郷きよう愁しゆうが、彼女の脚を縫ぬい止めていた。


「スィン！」


　やや焦あせり気ぎ味みの響ひびきを含ふくんで声は響く。灯りはゆっくりと近づいてくるが、彼女はただ身を固かたくしてその場に立ちつくし……


「スィン！」


　茂しげみをかき分けてパシフィカが姿を現した時、彼女は初めて、はじかれたように動いて、その場から逃げようとした。


「スィン、こら！　待ちなさい！」


　そんな声と共にパシフィカが飛びかかる。先日の態たい勢せいそのままに、二人はもつれ合って地に倒たおれ込んだ。


　泥どろが跳はね、ランプが地に落ちる。その中の炎ほのおは奇き跡せき的てきに消えず、淡あわい光が少女二人を照らし出していた。


「スィン。あーもう、やっと捕つかまえた」


　転ころんでも今度はスィンを抱だきしめたまま、パシフィカが苦笑した。


「…………パシフィ……カ……」


「あー。あのね。なんて言うか……その、これからはきちんとお姉ねえちゃんと呼びなさいよ」


　怯おびえた瞳ひとみの少女を見つめながら、パシフィカは言った。少し照れたような口く調ちようだが、驚おどろいているスィンにはそこまで聞き取る余よ裕ゆうはない。


「…………？」


「ごめん。私が悪かったわ。あんたのせいじゃないよ。あんたは悪くないの。だから、出て行く必要なんて、ないの。分かる？」


「……でも」


　自分がいたからシャノンは傷きずついた。それはスィンにも分かる。


「今のままでもね、十分危険で、ややこしい人生送ってんのよ、私もシャノン兄にいもラクウェル姉ねえも。今いま更さらヘンなのが一人増ふえたって、一いつ緒しよよ。きっと」


「…………」


「ね？　あんたが何者か知らないけど。たぶん、私、時とき折おりあんたに嫉しつ妬としちゃうかもしれないけど。でも……やっぱこんな風に別れるのは哀かなしいよ」


　スィンの額ひたいに自分の額をくっつけて、パシフィカは言った。


「……ね？」


「……いい、の？」


　スィンが躊躇ためらいがちな口調で尋たずねてくる。


　怯えた捨て犬のような眼。


　何もすがるものがなくて、何にすがっていいのかも分からなくて、何かに触ふれるのさえ怖くて……けれどその一方で、何かを必死に求めている眼。


「いいの？」


「いいよ。一緒にいよう」


　そういってパシフィカは耳みみ飾かざりの一つを外はずした。それをスィンの左の耳に付ける。


「約束……ね？」


「……うん……うん……うん！」


　何度も何度も、その回数の分だけ自分の気持ちが伝わるとでも思っているかのように、スィンは頷うなずいた。頷きながら……泣いた。


「ん。よしよし。だったら、行くよ。ちょっとここ、危ないから。実は気が気じゃなかったのよね」


「…………？」


　スィンは顔を上げて濡ぬれた眼を瞬しばたたかせる。


「ラクウェル姉が問題の神官と闘たたかってるの。魔法でラクウェル姉ねえが負けるとは思えないけど……ラクウェル姉が本気で闘ってるときに、側そばに居たら危険だから」


　そういうと、パシフィカはランプを拾い、スィンの手を引いて立ち上がった。








「雷槌ミヨルニルよ・打て！」


「神かみ鳴なりよ・滅ほろぼし賜たまえ！」


　同時に二つの魔ま法ほうが発はつ動どうする。


　電光と電光が互たがいの手から迸ほとばしり、絡からみ合って消しよう滅めつした。


　あまりに質の近い魔法同志は、同時起き動どうした場合、対つい消しよう滅めつを起こす場合がある。双そう方ほうの魔導士の力りき量りようが肉にく薄はくしていなければならないので、滅めつ多たに見られる現も象のではないが。


「大たい樹じゆの梢こずえにて・羽はばたくは・骸むくろ喰くう大おお鷲わし」


　木々の間を走りながらラクウェルは呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。


　どういう形であれ、シャノンとやり合って、勝った相手だ。しかも連動式起動呪文バツチスペルをも使う。真正面から向き合って闘えば、どう考えてもラクウェルに勝ち目はない。


「その翼つばさ打ち振ふりて・烈れつ風ぷうを顕あらわせ！」


　起動した攻こう性せい魔法が猛もう烈れつな風を生じさせる。同じ烈れつ風ぷう系けいの〈虐殺龍ニツドヘグ〉などに比くらべると、殺傷能力は低いが、その分、細こまかな制せい御ぎよがきく。


「聖せい盾じゆんよ・護まもり賜え!!」


　ピエトロの叫さけびが応じる。


　攻性魔法〈天骸鷲フレースヴエルク〉の効果……すなわち渦うずを巻いて極限にまで圧あつ縮しゆくされ、撃うち込まれた空気の塊かたまりは、地面に触ふれた瞬しゆん間かんに解放された。炎ほのおと光を伴ともなわないだけで、それは爆発と同じである。


　ごおんッ！


　空気が空気を抉えぐる猛もう烈れつな音。


　周囲数本の樹木が吹き飛び、土砂と枯かれ葉はが舞まい上がる。だが、ピエトロが形成した防ぼう御ぎよ障しよう壁へきはその破壊力を通さず、散らしてしまった。


　ラクウェルの使う〈塞壁ミズガルズ〉と同種の防性魔法だろう。〈贖罪者アテネイタース〉達は数こそ少ないが、王国の正式な軍用魔法のほとんどを、独自の魔法体系に取り入れていると聞く。


「さすが……」


　ラクウェルは少し笑えみを浮かべ──そして苦笑した。ここまで滑なめらかに魔法を使ってくる相手は、初めてだ。厄やつ介かいに思う反面、ついつい心のどこかで喜んでしまっている自分を感じて、さすがに不ふ謹きん慎しんだと思ったのである。


　手て加か減げんの必要はない。いや。手加減すれば殺される。


「悪いけど……」


　殺すつもりでかからねばなるまい。


　魔法を使い、しかも〈粛清使パージヤース〉並なみの体力を持つ相手。それを相手に『不ふ殺さつ』を維い持じできる自信は、さすがのラクウェルにもない。


　めまぐるしく動き回りながら、ラクウェルは素早く次の呪文を唱えた。








「シャノン兄にいも待ってるよ」


　そう言いながらパシフィカはスィンの手を引いて、走る。ぬかるんできた地面に何度も脚あしをとられて転ころび、今や二人とも泥どろだらけだ。だが二人は躊躇ためらうことなく走った。片方が転べば、片方が支えて、引っ張り上げて、立ち上がった。互たがいに身に付いた泥どろをはたき落として、再び走り出した。


　帰るために。あの場所へ……還るために。


　灌かん木ぼくをかき分けて、館やかたに続く道に出る。もう館は目と鼻の先だ。安あん堵どにパシフィカの表情が緩ゆるむ。


　だが。


　不意に彼女の脚が止まった。勢いきおい余あまったスィンがその背中にぶつかるが……硬こう直ちよくした彼女は、振ふり返りもしない。


　館のすぐ手前。


　道の真ん中に腕うでを組んで立っている女がいた。無論、ラクウェルではない。派は手でな……ひどく派手で、妖よう艶えんな印象を持った女性。


　獅し子しのたてがみのような髪かみが、風もないのに緩ゆるやかに揺ゆれている。


　女は……濡ぬれていなかった。傘かさもささずに雨の中に立ちながら、全く濡れていなかった。まるで雨が彼女に触ふれるのを怖おそれているかのように。


　女の周囲には数個の光る球きゆう体たいが浮うかんでいる。白々としたその球体の灯とう火かは、パシフィカのランプのそれよりも、遥はるかに明るく、女の妖よう艶えんな美び貌ぼうを余すところなく照らし出していた。自じ己こ顕けん示じ欲よくの強い性格なのかもしれない。


「あんたは……」


「〈秩序守護者ピースメイカー〉ステア・シビリアン……ステアと呼んで頂ちよう戴だい」


　その女は婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。








　ピエトロは薄うすく笑えみを浮うかべていた。


　彼は怖おそれない。彼は何者をも怖れない。


　だから彼は憎にくみもしない。彼を突き動かすのはただ喜びのみだ。


　かつて彼は大量殺人の罪つみにより捕とらえられ、数年間の幽ゆう閉へい生活を余よ儀ぎなくされた。


　魔ま導どう士しに対する幽閉は、通常人のそれとは違ちがう。素す手でで完かん全ぜん武ぶ装そう兵士をも上うわ回まわる戦闘力を持つのが魔導士である。彼等に対する拘こう束そくは苛か烈れつを極きわめる。ピエトロの場合、魔法を使えないようにある種の麻ま薬やくを投とう与よされ続け、鉄てつ格ごう子しのはまった小部屋に閉とじ込められていた。


　だが。


　彼は素直にその境きよう遇ぐうに甘あまんじていた。彼はそれを神の彼に与あたえた試し練れんだと感じていたからである。


　──汝なんじ。我われを愛する者、ピエトロよ。


　彼の頭の中ではいつも神の声が響ひびいていた。


　──我が使し徒とを憎にくんではならぬ。憎にくんで良いのは異い教きよう徒とのみ。我を崇あがめぬ愚おろかな異教徒ならば殺しても良い。引き裂さいても良い。踏ふみつぶして良い。焼き滅ほろぼして良い。


　彼はその声を敬けい愛あいするマウゼルのものだと信じて疑うたがわなかった。


　いびつに歪ゆがんだ彼自身の内なる声が、内側で反はん射しやを繰くり返しているだけのものだとは思いもしなかったろう。言ってみれば彼の神は彼の心の中にいる彼自身だった。だが彼はそれに全く気づかなかった。彼はただ無む垢くに信じた。疑うことなく。


　確かに彼は敬けい虔けんだったろう。敬虔すぎたのかもしれない。


　──だが我が信者を憎んではならない。いかな仕し打うちを受けようとも、怒おこってはならない。我への愛が誠まことであれば、この試練を耐たえ抜ぬいて見せよ。


（もちろんですとも！）


　歓かん喜きの内に彼は幽閉生活を続けた。無論、いついかなる時に解放され、再び邪じや悪あくの徒とを滅ほろぼして回る聖せいなる仕事につくか分からなかったので、彼はひたすら肉体を鍛きたえた。牢ろうの中で嬉き々きとして腕うで立たて伏ふせを、屈くつ伸しんを、その他何種類もの鍛たん錬れんを、毎日何千回とこなす彼を監かん視し役やくの神官達は薄うす気き味み悪わるそうに見つめていたが、彼自身は全まつたく気にならなかった。


　そして試練の時は終わった。


　彼は嬉き々きとして再び俗ぞく世せに舞まい戻もどった。


　新たに与えられた使命とは、とある女じよ児じを捜さがし出す事。その女児を捜し出す事が至上の使命。それが神たるマウゼルのお望み。


　あの女はピエトロにそう告つげた。


「お前にしか出来ないことよ」


　神の使いを名乗るあの女はそうも言った。


　無論そうだ。彼は猟りよう犬けん。神の猟犬。


　異常なほどの意い識しき容よう量りよう。妄もう執しゆうとも思えるほどの根こん気きとそれを支える信しん仰こう心しん。超ちよう感覚。狂きよう気きじみた認識能力。これらのどれが欠けても〈パイアス・ハウンド〉は生まれなかったろう。四人の〈粛清使パージヤース〉候こう補ほ者しやと二人の〈贖罪者アテネイタース〉、彼等の意識を吸収統合した挙あげ句くに生まれた、怪かい物ぶつ。いびつな魂たましいをつなぎ合わせて相そう互ご補ほ完かんするのではなく、さらに大きくいびつな形にこねくり回してしまった挙げ句に誕たん生じようした、化ばけ物もの。


　彼はその超感覚を使って異教徒を捜さがし出した。


　捜し出して、殺した。殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺してそして、殺した。殺しまくった。


　今も彼の前に立ちふさがる者がいる。


　黒くろ髪かみの女。魔法使い。


　彼は思う……きっと異教徒だ。悪魔だ。教きよう敵てきだ。殺すのだ。殺せるのだ。マウゼルがまたお喜び下さるのだ。ああ、何という至し福ふく！


　殺して！　潰つぶして！　灼やいて！　引き裂さいて！　血をぶちまけて！　臓ぞう物もつを踏ふみにじって！　脳のう奬しようを飛び散らせてェ!!


　ああ！　すばらしい！　なんてすばらしいのだろうッ!!　感謝します、おお、感謝いたします、我が神よッ!!


「聖せいなる軍団・天なる軍団・主しゆなる軍団!!」


　ピエトロは呪じゆ文もん詠えい唱しように入る。


「御命おんめい賜たまわいて・ここに顕あらわれたるは・神の御み剣つるぎ！　塵ちりは塵に！　灰はいは灰に！　魂は魂に！　邪悪よ・恐おそれよ・怖おそれよ・畏おそれよ・聖なる奇き跡せきが……汝なんじを滅ほろぼす！」


　魔ま導どう式しき展てん開かい。起き動どう。


　虚こ空くうより抽ちゆう出しゆつされた無数の小さな薄はく片へんが寄り集まって立体を成し、その立体がさらに部品として互たがいに寄り集まって……人の形をとる。


　それは三体あった。


　人間の半分以下の大きさでありながら、三体共に汚けがれなき少女の姿をした……そしてその背中に翼つばさを背せ負おった、白い疑ぎ似じ生命体。


〈贖罪者アテネイタース〉の使う魔法の中でも最も高度とされる──通常は三人の〈贖罪者アテネイタース〉が協力して行こう使しする魔法なのだが──半はん自じ律りつ型がた粛しゆく清せい魔法〈聖三連浄化者トライ・デイフイケイタ〉。


「浄じよう化かッ!!」


　ピエトロの叫さけびと共に、小さな乙おと女め達は空中を飛んで目標に向かう。


　その白さは死の純白であった。内側に封ふう入にゆうされた超高熱の色。それは不ふ浄じような者共を焼やき払はらうべき、聖なる業ごう火かの色だった。


　塵は塵に。灰は灰に。


　万ばん物ぶつを塵ちり芥あくたに帰せしめる熱き小乙女達は、ラクウェルの周囲に展開し、そして彼女を包囲しようと宙を滑すべる。


「壁かべよ・阻はばめ……！」


　ラクウェルが叫ぶが……ピエトロの表情は笑えみをたたえたままだ。


　絶ぜつ対たい封ふう滅めつ圏けん。


　三体の白い小乙女達が哀あわれな標ひよう的てきを中心として三角形の布ふ陣じんを成なす時、そこに囚とらわれた者に未来はない。一体でも人間を瞬しゆん時じに骨ほねまで焼き尽つくす超高熱。それが標的を包み込んで焼き滅ほろぼすのだ。


　どちらに逃にげても、いったん完成して定位を確立した死の三角は、標的の動きに合わせて自由自在に移動する。逃げ切ることはできない。


　また、防性魔法で高熱の直撃は防ふせいだとしても、輻ふく射しや熱ねつまでは防ぎきれるものではない。万一防げたとしても、防ぼう御ぎよ場ばごと目標を包み込んで弾はじける〈浄化者デイフイケイタ〉達は、短時間ながらもその圏内の空気を数百度にまで上じよう昇しようさせる。息苦しくなって少しでも防御場の遮しや蔽へい密みつ度どを緩ゆるめれば、肺を焼く熱風を吸い込んでしまうという寸法だ。


　だが。


　次の瞬しゆん間かん──三体の乙女は、ラクウェルを死の三角形の中に捕とらえきる前に、光り輝く多面体の中に包まれ、空中に停止するのを余よ儀ぎなくされていた。


「な……何!?」


「発想の転てん換かんですね」


　ラクウェルは……さすがに三つの魔法を同時起動するのはきついのだろう……息を荒らげながら言った。


「単純な〈塞壁ミズガルズ〉ですよ。もっとも……かけたのは私にではありませんが」


　ラクウェルは三体の〈浄化者デイフイケイタ〉が彼女を封ふう滅めつ圏けん内ないに捉とらえる前に、逆に、彼等を小さな防ぼう御ぎよ空くう間かんの中へ閉じ込めたのだ。無論、このような芸当ができるのは、常人の三倍にも達する意識容量を確保できる、彼女だからこそだが。


「だが……」


　ピエトロは微笑ほほえみながら言った。


「それ以上の余よ力りよくはないだろう？」


　ピエトロは真まっ直すぐラクウェルへ向かって走り出す。たとえ一流の魔導士でも、三つの、しかも高こう遮しや蔽へい密みつ度どで起き動どうしている〈塞壁ミズガルズ〉を維い持じしながら、他の魔法を起動する容量はないはずだ。自分で魔法を封じたも同然である。


　愚おろかな異教徒め。この手でくびり殺してやろう。


　同時に……ラクウェルの右手が上がる。


　左手首に装そう着ちやくした換かん装そう式しき小こ型がた弓ゆみが鋭するどい一音を発して小型の弓矢を打ち出した。


「愚ぐ劣れつッ！」


　燭しよく台だいが弓ゆみ矢やをはじき飛ばす。


　このような手を使ってくるのは、この女魔導士にもう余力がない証しよう拠こだ。ピエトロは高らかに笑いながら、後こう退たいするラクウェルに追いすがる。


　あと十歩。十歩で手が届とどく。


　そうすればこの燭台をあの顔に突き立ててやるのだ。


　ああ。すばらしい。神よ感謝します！


　ピエトロは複合的なその『視界』の中に捉えたラクウェルの顔を見ながら思った。光が、熱が、音が、匂いが、女魔導士の美しい顔を幾いく重えにも描き出す。ずぶずぶと針がその顔に突き刺さって行く感かん触しよくを想像して、ピエトロは歓かん喜きに震ふるえた。


　すばらしい！　なんてすばらしい事なんだろう！


　あの小こ憎にくらしい程に落ち着いた美しい顔に……顔に……小憎らしい程、落ち着いた顔？


　警けい戒かい心しんが持ち上がる。


　だが遅おそかった。


　次の瞬しゆん間かん……右横から叩たたき付けるように襲おそいかかってきた超高熱に、ピエトロは避よける間まもなく灼やかれた。








「その子を返してもらうわよ」


　ステアの言葉の意味が、パシフィカは一いつ瞬しゆん、分からなかった。


　返す？　誰だれを？……スィンを!?


「正直、驚いたわよ。解かい凍とう直後に行方ゆくえ不明になっていたアーティラリイ・タイプが、まさか〈律りつ法ぽうを破る者〉の一行に拾ひろわれているなんてね」


　ステアは芝しば居いがかった仕し草ぐさで肩を竦すくめ、髪かみをかきあげて見せる。


「その子はね。私たちの仲間なの。元々シビリアン・タイプの〈秩序守護者ピースメイカー〉には、対ついになるアーティラリイ・タイプ……重じゆう武ぶ装そうの砲ほう兵へい型がたがいるのよ。普ふ段だんは強力すぎて使いにくいものだから、異い相そう空くう間かんに存そん在ざい係けい数すう圧縮状態で保持されてたんだけどね。例れいのアーフィに対たい抗こうするために、解凍作業に入っていたのよ」


「な……何を言って──」


「ところが。その子……シーズと対になるはずのガリルが、先走ってあっさり貴方あなた達に滅ほろぼされちゃったもんだから……その子は解凍後、右も左も分からないままに、放ほうり出されてしまったのよ。しょうがないから、私が自分と対になるアーティラリイ・タイプの解凍作業や調整作業の合間を縫ぬって、捜さがしていたの」


「…………」


　パシフィカにはステアの言っている意味が半分も分からない。分からないが……アーフィの警告の意味が、ようやく理解できた。


　スィンが敵。シャノン達が役に立たない。


　当たり前だ。彼女は〈秩序守護者ピースメイカー〉の一種だったのだから……


　ぎゅっと自分の服の裾すそを小さな手が握にぎりしめる感かん触しよくに、パシフィカはスィンを振ふり返る。


　彼女はただ怯おびえたような表情で、パシフィカとステアの間に視し線せんをさまよわせている。


「おいでなさい、シーズ。貴女あなたのいるべきは我々の側。貴女のすがっているその娘むすめは、むしろ貴女の最大の敵なのよ」


「か……勝手に──勝手に決めるな！」


　パシフィカが叫さけぶ。


　この子はスィンだ。それをこの子も望のぞんでいるはずなのだ。他人が勝手にこの子のあり方を決めていいはずがない。この子の居場所を決めていいはずがない。


　その事を……〈廃はい棄き王おう女じよ〉と呼ばれた少女は誰よりもよく知っていた。


「勝手と言われてもね……ん？」


　ふと何かを感じた様子でステアは虚こ空くうを向いた。


「……あらら。負けてしまったのね。ま、きちんと〈シーズ〉を見つけてくれたのだから、文句はないけど。ご苦労様。でもまだよ。〈パイアス・ハウンド〉。折せつ角かくだから、〈守しゆ護ご者しや〉達も処しよ分ぶんして頂ちよう戴だい」


　何を言っているのか、無論分からない。だがそれはパシフィカの眼には隙すきと映った。


「スィン！」


　叫びながら彼女はステアに飛びかかる。


　無む謀ぼうとは思わなかった。今までの経験で、〈秩序守護者ピースメイカー〉は直接にはパシフィカを襲おそえないと、おぼろげながら分かっていた。


　ならば自分がこの女に組み付けば、多少の時間は稼かせげるのではないか？


「逃にげなさい！」








　ラクウェルはため息をついた。


　確かにピエトロの放はなった〈浄化者デイフイケイタ〉は強力だった。ピエトロの下半身はほとんど残っていない。高熱に灼やかれて瞬しゆん時じに炭たん化かし、崩くずれ去ってしまったのだ。


　驚きよう異い的てきな生命力と言うべきか。まだそんな状態でも彼には息があったが……それでもやはり死は避けられないだろう。


　ラクウェルは、〈浄化者デイフイケイタ〉を〈塞壁ミズガルズ〉で封ふうじ込めたまま後こう退たいし……ピエトロが突っ込んできた瞬間に、〈塞壁ミズガルズ〉の一つを強制収縮させつつ、遮しや蔽へいの一部をゆるめたのだ。


〈塞壁ミズガルズ〉に押しつぶされた〈浄化者デイフイケイタ〉が放出した高熱は、その〈塞壁ミズガルズ〉のほころびから熱線ビームとなって一気に噴ふき出した。


　その先にいたピエトロに向かって。


　ピエトロは……自みずからの生み出した死の乙女の熱に灼やかれたのである。


　換装式小型弓は、無論、その策さくをピエトロに悟さとらせないための囮おとりだ。ラクウェルの手て詰づまりを確信したピエトロは、あっさりとその策にはまってくれた。


　ある種の自じ滅めつだ。とはいえ──


「ごめんなさいね」


　ラクウェルがつぶやくように言う。


　殺すつもりで闘たたかっていたとはいえ、元々望んで行った戦いではない。割り切りがいいとはいっても、やはりラクウェルとて、人を死に追いやるのは辛つらいものがあった。


　ラクウェルはもう一度ため息をつくと、右手を挙あげる。せめて苦しみは短く──そう思って彼女は小型弓につがえた矢の先を、ピエトロの頭に向ける。


　その頭がぐにゃりと歪ゆがんだのは、次の瞬しゆん間かんであった。








「じゃあ……」


　驚きよう愕がくに凍こおり付くシャノン。


「俺おれやラクウェルがあの子を拒こばめなかったのも……？」


「人間は〈秩序守護者ピースメイカー〉の意い志しには刃は向むかえない。唯ゆい一いつの例外は貴方あなたの妹パシフィカ・カスールの特性が発はつ動どうしている場合だが……現時点では、彼女の特性はあまりに不安定で、余程の激はげしい恐きよう怖ふや怒いかりがなければ、効力が発生しない。故ゆえに……貴方あなた達は、貴方達の側そばにいたいとする、あのシーズの意い志しに逆さからえなかった」


「そんな、馬ば鹿かな……」


「あれが本来の形に覚かく醒せいすれば……完全に解凍が終了すれば、あれは即そく座ざに〈秩序守護者ピースメイカー〉本来の意い識しきを取り戻もどして、貴方達を殺したろう。アーティラリイ・タイプは、シビリアン・タイプとは戦せん闘とう能のう力りよくの桁けたが違ちがう。元々は、世界規模の天てん変ぺん地ち異いや、神しん罰ばつを演出するために残されていた代しろ物ものだ。本来の能力が稼か働どうしきっていない私では、たぶん、勝てない」


「勝てない？」


　あの秩序守護者ピースメイカーガリルに圧あつ勝しようしたアーフィが？


「現に……私に対する漠ばく然ぜんとした恐怖を感じただけで、私を異相空間に押し戻せるほどなのだからな。不完全な解凍状態で、依より代しろとした人間の属ぞく性せいを残している間は、私には手が出せないし、下へ手たに刺し激げきして一いつ気きに解凍が進めば、余よ計けいにまずい。故に、なかなかこちらからは手が出せなかったのだ。苦く肉にくの策さくでパシフィカ・カスールにあれの抹まつ殺さつを提言したのだが、受け入れてもらえなかったようだ」


「〈ゼフィリス〉！」


　シャノンは身を起こしてアーフィにつかみかかるが、その手は空をきった。どうやら存在と非存在の間を、彼女はある程度操あやつれるのだろう。


「……おまえは……おまえは……！」


「仕し方かたがなかった。貴方達の感情はおおよそ理解できるが、それを考こう慮りよしてもあれは危険すぎたのだ」


「スィンはそんな奴やつじゃない！」


「気持ちは分かる。だがそれはシーズに操そう作さされたものだ」


「違う……俺は……！」


　確かにそれを疑うたがった事もある。だが……


　──シャノンもラクウェルもパシフィカも好き。


　スィンのそんな言葉がよみがえる。


「俺は……自分の意志で……!!」


「我わが主あるじよ」


　アーフィはシャノンの言葉を遮さえぎった。


「すまないが話は後だ。妨害ジヤミングがかかっていてはっきり把は握あくしにくいが……もう一体──〈秩序守護者ピースメイカー〉が来ているようだ。貴方あなたの妹と、シーズの処ところに」








　あれには見み覚おぼえがあった。


　巨きよ大だいな触しよく手しゆと肉の塊かたまり。タウルスの街まちで見た悪あく夢む。その再さい来らいだ。


　もっとも、今回はあれほど巨大ではない。巨大ではないのだが……


「……逃にげ切るのは──無理ね……」


　ラクウェルは泥どろを跳はね飛とばし、時とき折おりつまずきながら……しかし全力で夜の森の中を走っていた。


　後ろから怪かい物ぶつが追ってくる。


　さっきまでピエトロだった怪物が。増ぞう殖しよくと変形を繰くり返し、もはや地上の如い何かなる動物とも似にていない姿すがたで……六本の脚あしを動かし、ぞわぞわと十本もの触手を背中に揺ゆらし、肩から生はえた三つの首で高らかに笑いながら……ラクウェルを追ってくる。


「異い教きよう徒とオッ！　くえええええけけけけけ！　異教徒！　イキョウ……トオオオ！」


　無論、ラクウェル自身は気づく筈はずもないが……彼女にとって幸運だったのは、ピエトロを〈中継点〉にしているステアが、パシフィカとスィンに気を取られていて、〈律りつ法ぽう〉の影響力を行こう使ししていない事だった。


　そうでなければ、彼女は逃げるという意志を生じさせる暇もなく、ピエトロだった怪物に捕つかまって、引き裂さかれていたろう。


　秩序守護者ピースメイカー本体と異ことなり、〈中継点〉の影響力は、借かり物ものだ。文字通り本体の力を中継するだけである。


「神槍グングニルよ・貫つらぬけ！」


　振ふり向きざまにラクウェルは魔法を解とき放はなった。収しゆう束そくした衝しよう撃げき波はがまさしく槍やりのように怪物の腹部に突つき刺ささる。冗じよう談だんのようにぼこんと巨大な穴がピエトロの中心部に空あき……だが、それは瞬またたく間まに元に戻った。


「やっぱり……駄だ目めね」


　まともにやり合っても、勝てない。


　相手はどのような傷きずを与あたえても平気なのだ。


　相手に再生の間まを与えずに滅ほろぼすか、再生能力の限界まで破壊力を叩たたき込み続けるか。採とる手段は二つに一つ。だが、前に使った魔法〈魔天狼フエンリル〉は、一人で出来るものではない。


　ならば……


「……やった事はないけれど」


　ラクウェルは呪じゆ文もんを唱となえ始めた。








　飛びかかったパシフィカは……しかしあっさりとかわされて地に転ころがった。


　たった半歩身を引いただけの姿勢で、ステアは肩を竦すくめ、言う。


「まあ、確かに私達は〈律法〉の一部ではある訳で。貴女に直接攻撃はできない訳だけど……だからって人間一人に飛びかかられてどーにかなるような存在でもないのよね」


　それでも警けい戒かいはしているのか、パシフィカを横目に見みつつ、ステアは立ちつくしているスィンの──シーズの元へと歩いて行く。


「さあ。私が解かい凍とうを進めてあげる。貴女あなた本来の在あるべき形になるのよ」


　手を差し伸べるステア。


　スィンは……震ふるえながらもその手から視し線せんを逸そらす事ができなかった。


　シーズ。


　重武装砲兵型アーテイラリイ・タイプ。


〈秩序守護者ピースメイカー〉。


　それらの言葉が圧あつ倒とう的てきな重さを伴ともなって自分の心に食くい込んでくる。自分の心の奥おく底そこでそれが正しいと、受け入れようとする何かがある。自分はこれを待っていたのだと。シャノン達の手ではなく、自分はこの手を待っていたのだと……


　シーズ。スィン。シーズ。スィン。シーズ。スィン──


　どちらが本当の自分か？


　いや……考えるまでもない。


　それまでの自分、スィンと呼ばれた部分、シャノン、ラクウェル、そしてパシフィカとの時間の中で、築きずき上げてきたものの全すべてが、塗ぬりつぶされて行く。それは、所しよ詮せんまやかしに過ぎない、とでも言うように。


　──いや。


　大だい事じな大事な、想おもい出で。それが漂ひよう白はくされて行く。スィンという人間を形作る記き憶おくの全すべて。大事な彼等との時間。それが、消える。


　──いや！


　だが。拒きよ絶ぜつは声にならず、全てはゆっくりと崩ほう壊かいして行く。剝はがされた人間としてのメッキの下から、〈秩序守護者ピースメイカー〉という地じ金がねが顕あらわれてくる……


「スィン!?」


　身を起こしながら叫さけぶパシフィカの目の前で、少女は変へん容ようしつつあった。


　ちりちりと金きん属ぞく的てきな音をたてながら、その手が、無数の砕は片へんに分解され、再構成されて行く。破は壊かいと再生は次し第だいにその腕うでを登り、肩、胸に達し、全身に広がって行く。




[image: ]


　びしりと音をたてて、黒くろ髪かみを束たばねていた白い紐ひもが弾はじけた。右手の腕うで輪わも同様に弾け飛び、着ていた服も音をたてて裂さけて行く。


「スィン……！」


　そして。


　ゆっくりと身を起こしたそれは──もはや、パシフィカの知っている、子犬のような少女ではなかった。


　長い黒髪を悠ゆう然ぜんと揺ゆらしながら全ぜん裸らで立ち上がるその姿は、二十歳ほどの女性のものである。


　癖くせのない黒髪。黒い瞳ひとみ。顔立ちにも、スィンだった頃ころの面おも影かげはあちこちにある。だが……そこに浮うかぶ表情は、もはや無む垢くな中にも不安を抱かかえた、小さな少女のものではない。


　硝子ガラス玉だまのように冷たく自分を見み据すえてくる眼に、パシフィカは戦せん慄りつした。


　スィンだった頃の名な残ごりを示すように……その耳元で片方だけの耳みみ飾かざりが、揺れる。


「お目覚めはいかが？」


　ステアが笑いながら言う。


「まだ……どこか妙みような感じだ」


　スィンは──いや、スィンだったものは、言った。


「まあ、解凍しただけではね。微び調ちよう整せいはいるわよ、前回の稼か働どうから考えたら千年以上も存在係数を圧あつ縮しゆくされてたんだし」


「ステア。貴女あなたが来ているという事は──ガリルは……我が半身は、死んだのか」


「ええ。残念ながら」


　少しも残念そうでない口く調ちようで、ステアは言う。


「彼に滅ほろぼされてね」


　その言葉に促うながされ、振り返るパシフィカ、そしてシーズ。


　彼等の視線の先。館やかたの扉とびらを左右に開き、飄ひよう然ぜんと出てきたのは……


「シャノン兄にい……」


　パシフィカが呆ぼう然ぜんとつぶやく。


　その足取りに怪け我が人にんの弱さは、もうない。


　愛用の刀を片手に立つその姿は、真まっ直すぐとこちらに向かってくる。前髪の陰かげに隠かくれてその表情は見えないが──


　ステアの周囲に浮うかぶ球きゆう体たいが、己おのれの発する光を以て彼の足あし下もとに刻きざみ込む影かげ。


　それは……翼つばさを広げた巨きよ大だいな獣けものの輪りん郭かくを持っていた。








「其そは天を焦こがす偉い丈じよう夫ふ・まといしものは青白き稲いな妻づま・雷いかずちの荒あらぶる支配者よ・轟とどろくものよ・戦士の誓ちかいと盟めい約やくの元に・我われは汝なんじを召しよう喚かんす！……出よ〈武ト雷ー神ル〉！」


　ピエトロの前に稲妻が弾はじける。


　電光の織おりなす針はり金がね細ざい工くが組み上がって行き、巨人の姿を形成する。


　第一戦術級攻こう性せい魔ま法ほう〈武ト雷ー神ル〉起き動どう。


「さすがに……辛つらいわね……」


　ラクウェルは珍めずらしく──本当に珍しい事だが──彼女は表情を苦しげに歪ゆがめながら、言った。


　彼女は〈武ト雷ー神ル〉を全力起動させていたのである。


　その姿は相変わらず半はん裸らの巨きよ漢かんであるのだが……その色は普ふ段だんの青白いものではなく、まるで中に閃せん光こうをそのまま封ふうじ込めているかのように、どこまでも白い。


〈武ト雷ー神ル〉の全力起動。


　それはある意味、自殺行為でもあった。


　ただでさえ効果継続型……起動中、意識に常じよう駐ちゆうする型の魔導式は、魔導士の精神を圧あつ迫ぱくし、消しよう耗もうさせる。時間と共に崩ほう壊かいして行く魔導式を常に修正し、起動させ続けなければならないからだ。


　だから通常は、その崩壊時間を先に引き延ばすために、色々な魔導式の追加が行われ、その出力は余よ裕ゆうを持って調ちよう整せいされている。端たん的てきに言えば、出力制限が設もうけられているのだ……通常は。


　では……その余裕がない場合はどうなるか。


　ただでさえ大容量を消費する〈武ト雷ー神ル〉の魔導式を、予備にもう一つ起動させ、逐ちく次じ修復するのではなく、相そう互ご補ほ完かんによって、魔導式を維い持じすることになる。


　しかし……


「さあ……」


　ラクウェルは苦痛の中に笑顔を……凄せい惨さんとも言える笑顔を浮うかべて、言った。


「根こん比くらべよ」


　ピエトロの異い様ような身体からだと、〈武ト雷ー神ル〉が正面から激げき突とつする。


　閃せん光こうが迸ほとばしり、肉の焼けこげる異様なにおいが森の中に広がって行く。


　普ふ通つうの人間ならば瞬しゆん時じに蒸じよう発はつするほどの力を受けながら、ピエトロの身体は、持ちこたえていた。


　破は壊かいされた部分を再構成し、〈武ト雷ー神ル〉を押おさえ込もうとする。〈武ト雷ー神ル〉はそれに抗こうし、強力な稲いな光びかりをまき散らしながら、逆にピエトロを地面に押し込もうとする。


「意識容量不足で私が狂くるうのが早いか。あなたが最後の一片まで蒸発するのが早いか……」


　唇くちびるを舐なめて、ラクウェルはそう言った。








　刀の一いつ閃せん。


　無論、間ま合あいを大きく離はなれた場所からの一いち撃げきだ。だが、それは見えない巨きよ大だいな刀をふるったかのように、遥はるかに離れた場所にいたステアの右腕うでを、根本から切り落とした。


　ぼとりと落ちたその右腕が、虹にじ色いろの光を放射して消しよう滅めつする。


「……とと。ガリルを滅ほろぼした相手と、正々堂々まともにやり合うつもりはないわよ」


　切り落とされた右腕を瞬しゆん時じに復元しながら、ステアは婉えん然ぜんと笑う。


「シャノン兄にい！」


　パシフィカが叫さけぶ。だが、シャノンは答えない。


　まるで別人であるかのように。


　前に出るシャノン。相手の力は分かっている。今いま更さら、シビリアン・タイプの秩序守護者に後おくれをとるシャノンと……そしてアーフィではない。


　だが。


　構かまえた刀の切きっ先さきが揺ゆれる。その向こうにはシーズがステアをかばうようにして立っていた。


「復活が不完全だな……〈竜機神ドラグーン〉。しかも騎き士しとの意い思し統とう一いつにもずれがある」


「お互い様だ」


　シャノンは静かに言った。


「解かい凍とうが終わった直後では、微び調ちよう整せいもできていまい。無理をすれば原げん子し崩ほう壊かいを起こす可能性がある。我が滅ほろぼすまでもない」


「かもしれん。だが貴様を巻き込んで滅ぼすことはできるかもしれんぞ」


　シャノンとスィン。アーフィとシーズ。


　果たしてこれは……どちらの言葉なのか。


「ちょっと……」


　パシフィカが泣き笑いのような表情を浮うかべて言う。


「やめてよ……シャノン兄も……スィンも……ちょっと、悪い冗じよう談だん、やめてよ！　あんなに仲良かったのに……ねえ……」


　自分で何を言っているのか分からない。


　心の歯車がかみ合わない。今更、意味のない、馬ば鹿かなことを言っているのは分かっているのに、それを止められない。


「ね……やめようよ……ねえ……」


　潤うるんだ瞳ひとみでそう言うパシフィカを、ステアは黙だまって嘲ちよう笑しようの眼で見つめる。


　シャノンが剣けんを振ふりかぶり……


　シーズが右手をつきだし……


「やめてええええええッ！」


　パシフィカの叫びを、轟ごう音おんが覆おおい潰つぶした。








　壊こわれて行く魔ま導どう式しき。


　ともすれば途と切ぎれがちになる意識の中で、それを強制的に修正しながら、ラクウェルはそれでも勝利を確信した。


　目に見えてピエトロの復元速度が落ち始めたのだ。


　後あと一ひと押おし。タウルスの時と異ことなり、元々の大きさが人間を二回りほど大きくしただけの相手だったから、何とか押し切れたのだろう。


　ラクウェルは最後の気力を絞しぼり出しながら式を維い持じする。〈武ト雷ー神ル〉は一ひと際きわ大きく輝かがやきながら、ピエトロを押おさえ込み……


「異い教きよう徒とめッ！」


　三つの顔が叫さけんだ。


　そして……


「聖せいなる軍団・天なる軍団・主しゆなる軍団！」


「…………!!」


　ラクウェルは自分の敗はい北ぼくを悟さとった。


　まさかこの化ばけ物ものが魔法を起き動どうできるとは考えていなかったのだ。全力で〈武ト雷ー神ル〉を維い持じしているラクウェルに、〈聖三連浄化者トライ・デイフイケイタ〉に対たい処しよする余よ力りよくなど、ない。


「御み命いのち賜たまいて・ここに顕あらわれたるは・神の御み剣つるぎ！」


「塵ちりは塵に！　灰はいは灰に！魂たましいは魂に！」


「邪じや悪あくよ・恐おそれよ・怖おそれよ・畏おそれよ・聖せいなる奇き跡せきが汝なんじを滅ほろぼ……」


　そこで呪じゆ文もん詠えい唱しようが止まる。


　三つ並ならんだピエトロの顔が、いぶかしむ様ように傍かたわらの闇やみを振ふり返る。


「天よ・地よ・その狭はざ間まに在ありし全すべてのものよ・今こそ等ひとしく・終しゆう焉えんを与あたえん……」


　朗ろう々ろうたる呪文詠唱の声。


「シャノン!?」


　怪かい物ぶつとなおも組み合っている〈武ト雷ー神ル〉の光に照てらされて……ラクウェルの双ふた子ごの弟はゆっくりと闇の底より歩み出た。


「お前はもう終わりだ。お前に力を与えていた〈秩序守護者ピースメイカー〉は、逃にげたよ」


〈武ト雷ー神ル〉に押さえ込まれながらももがく怪物にシャノンが向ける視し線せんは……むしろ痛ましげだった。


「俺おれには貴様を救ってやる力はない。精神も、身体もな。だから、許してくれとも言わない……」


　右手を挙あげて彼は言った。


「……神も・魔も・ここに滅ぶべし！」


　迸ほとばしる閃せん光こう。


　至し近きん距きよ離りから撃うち込まれた攻性魔法〈破天ラグナレク〉と〈武ト雷ー神ル〉……強力な二つの魔法の破壊力は〈パイアス・ハウンド〉と呼ばれていた怪物を再生不能な砕片にまで粉ふん砕さいし、焼き尽くした。




　終章







　深い深い闇やみの底で集つどう影かげ達。


「やはり着実に〈竜機神ドラグーン〉は復活しつつある。ガリルの時に観かん測そくされた干かん渉しよう力りよくのおよそ倍の力だ。しかも奴やつは五千年の間に自じ己こ改かい良りようを行っている可能性が高い」


「自己改良？　それは怖こわいわね……でも」


「そうだ。我われ等らと違ちがい、〈竜機神ドラグーン〉のシステムは──特にその仮か想そう人格は、非常に不安定で繊せん細さいだ。だからこそ自己改良も可能だし、その反面、安あん全ぜん装そう置ちとしての〈竜りゆう騎き士し〉が置かれている訳だが。我等のプロトタイプでもあるわけだからな。奴は最終的には自己のバランスを失ってでも、自分の戦せん闘とう力りよくを上げるつもりだろう……」


「愚おろかね。滅ほろんだ主人に義理立て？」


「その辺あたりの思おも惑わくは、奴自身にも分かっていないのかもしれないがな。我等と同様に」


「…………」


「まあ、いい。幾いくつか打つべき手段は考えている。裁さい可かを得るには時間がかかるかもしれないが……それは仕方在あるまい」


　それで話は終わったらしい。


　影達は闇やみの中を滑すべるようにして去って行く。


　その中の一つが、ふと振ふり返って言った。


「シーズ」


「……何だ？」


　立ち止まる影と影。


「いいわね、その耳みみ飾かざり。片方だけなのがちょっと寂さびしいけど」


「…………」


　影は答えず──去って行く。声をかけた影も、苦く笑しようめいた声を漏もらすと、その場から去ってゆく。


　そして後にはただ、深い闇だけが残った。








　がたごとと……音をたてながら馬車は森の小道を進んでいた。


　背後にはたった今、彼等が出てきた館やかたが見える。古びたその建物は、昨日までと違っていきなり半分になっていた。


　それは巨人の手で抉えぐり取られたような無む惨ざんな有あり様さまであったが──神の使し徒とと魔ま獣じゆうの戦いの余よ波はを受けた結果としては、むしろささやかとも言える被ひ害がいだったろう。無論、今いま更さらそれを喜ぶような者もいまいが。


　シャノンとパシフィカ。


　御ぎよ者しや台だいの上に座すわる二人の間には、ひどく痛い──たまらないくらいに痛い沈ちん黙もくが、横たわっていた。


　今け朝さから二人は一言も会話を交わしていない。黙もく々もくと、出しゆつ立たつの準備をして、逃にげるように館やかたを出た。これ以上あの場に留とどまるのが危険だという事以上に……シャノン達の誰だれもがいたたまれない気持ちだったからだ。


「……シャノン兄にい」


　かすれたような声に……シャノンは少しだけ視し線せんを動かして、妹いもうとの方を見た。


「あの……あのさ──」


　何か言いたいのだが、言葉にならない……そんなところだろう。シャノンは代わりに口を開いて言った。


「アーフィによるとな。シーズの中には……もうスィンの人格は残っている可能性はほとんどないんだそうだ」


　それがどういう意味か。パシフィカが自分で悟さとる前にシャノンは言葉をつないだ。


「事実上……スィンは死んだ事になる」


　辛つらい事は……たまらない位に辛い事実は、自分で思い至るよりも、誰か他人に言われた方が楽な時もある。


「…………」


　パシフィカは唇くちびるを嚙かんだ。


「今回は痛み分けというか、互たがいに小こ手て調しらべですんだが……次に会ったら──本当に殺し合いになるだろう」


「……無理なんだよね」


　パシフィカが自分に言い聞かせるように言う。


「元に戻もどすのは……無理なんだよね」


「アーフィはそう言ってるな。可能性としてはないに等しいと」


　再び沈ちん黙もくが降りる。


　それは先ほどにも増まして重いものだった。


「……妹ができたと思ったの」


　ややあって……急に思い出したかのように、ぽつりとパシフィカは言った。


「ちょっとお姉ねえさんぶったりとか。そういうの。したことなかったから。ちょっと……そういうのも、いいかなって思ったよ……思えるように、なれたんだよ」


「……そうか」


「でも……」


　もう駄だ目めなんだよね。


「パシフィカ」


　そんな言葉をシャノンの声が遮さえぎった。


「誰もがお前を護まもるのはばかげていると言うだろうよ」


「……シャノン兄にい？」


「護りきるには奇き跡せきが必要だと誰もが言うだろうよ。実際、そうかもしれん」


　パシフィカは黙って兄あにの横顔を眺ながめる。


「逆に言えば奇跡の一つでも在あれば、できるって事だよな」


「それは……」


　無茶苦茶な理り屈くつだ。しかし……


「俺達が最初から……お前が世界を滅ほろぼす存在だろうと……お前の事を諦あきらめていたら……奇跡なんて起きないって諦めていたら、そこで終わったよな、たぶん」


「……そうだね」


「駄だ目めだったらそれはしょうがないけどな。でもやっぱり奇跡ってのは……諦めない人間の前に現れるもんだと、俺は思うよ」


　シャノンはため息をついた。


「諦めたら起こる奇跡も起きないだろう」


「…………シャノン兄」


「希望を捨てるのは、いつでもできる」


　そうだ。


　切り捨てる。諦める。あがくのをやめる。


　そんなやり方は欲しくない。駄目で元々。そんな事は……パシフィカ達の旅路においては、何も今に始まった事ではない。


　それでも今、ここに生きてこうしているのなら。それを奇跡と呼ぶのなら。父や母は無論、シャノン、ラクウェル、その他多くの人に出会い、助けられ、今自分が生きてここにいることを奇跡と呼んでいいなら。


　奇跡は起きる。


　何度でも起きる。起こせる。きっと。


　パシフィカはそう思う。だから。


「うん。そうだね。まだ……『お姉ちゃん』って呼んでもらってないし」


　ぎこちないながらも、微笑ほほえんで見せるパシフィカ。


　そんな彼女の耳に……片方だけの耳飾りが、音もなく揺ゆれていた。






　あとがき







　冷たい電話線が今日も人々の声をのせて震える。喜びも哀しみも、電位の変化に変換されて光の速度で放たれる。脳神経のように複雑化したネットワークを飛び交うのは、電子化された想い。


　電気が喜ぶ。電気が悲しむ。電気が怒る。


　それが仮託されたものだとしても、電気は、黙もく々もくとそれらを伝える。しかし脳の中で繰り広げられる人々の苦悩も葛かつ藤とうも、実のところ単なる神経電流に過ぎない事を思えば、それは別に驚くことでも呆あきれることでもないのであろう（すんません、書いている本人にもそろそろ意味不明になってきました）。


「どうも、富士見書房のＴでーす」


「あ。どーも。[image: ]です」


「書き下ろしの方の調子はどうですか？」


「難なん航こうしてますねえ」


「難航してますか」


「まさか書いてる最中にパソコンが壊こわれるとは思いませんでしたし。予備もいきなりハングアップするし。それも半日かけて書いた原稿を保存する直前に。きっと誰かが私の名前書いたわら人形に五寸釘ぶちこんでんですよ。そうに違いない。がっでーむ」


「パソコン、新しいのを買いましょう」


「き、気軽におっしゃいますな。国民健康保険の支払いに苦しむ貧乏な小説屋に」


「お金がないのは、本やエアガンを気楽に買いあさるからでしょうが。それはともかく。今日お電話したのはですね。そんな[image: ]さんに追い討ちをかけるようなお話で」


「ほほう（汗）。また締め切りが一ヵ月早まったとか？」


「ええ」


「…………本当に？（滝汗）」


「…………本当です」


「Ｔさん……実は私の事が嫌いでしょう」


「いえ、別に」


「丑うし三つ時に白しろ装しよう束ぞくで神社に出現したりしません？」


「しません」


「そーいえば富士見書房って丁度、すぐ側に神社がありましたね。一際大きな樹の幹に、歴代編集者の方々の怨おん念ねんを込めた、わら人形（遅筆な作家や絵師の写真付き）が大量に並んでいそーで、ちょっとドキドキ」


「なにをおっしゃいます。この私の眼を見て下さい。これが[image: ]さんを憎んでいる者の眼に見えますか？」


「電話で何をゆーとんですか、あんたは」


「大丈夫。[image: ]さんならできます」


「いや、そんな根拠激げき薄うすの事を力一杯断言されても。まあ、がんばってみますけど」


「お願いしまーす」


　そして次の日。修理から帰ってきたばかりのパソコンが、壊れた。


　[image: ]は、呪じゆ咀そ返がえしの有効性を、真剣に検討したという。





　という訳で。


　何故か「棄すてプリ」の書き下ろしは締め切りが一ヵ月早まるというジンクスができたみたいで、今後がちょっと怖いぞ……の[image: ]です。


　さて今回は前半、ちょいと地味めのお話です。あ、前半よく見たら全然戦闘シーンないですね。それにメイドさんも出てこないじゃないですか。わお。どうしたんだ、[image: ]一郎。


　色々な意味でほんのちょっと趣向を変えてあるこの５巻。またもや、読者の方々からどういう評価が出るか戦せん々せん恐きよう々きようとしております。





　３巻の時もやりましたが、[image: ]一郎公認（というか認めるも何も、どっぷり絡からんでますが）ＨＰ訪問者参加型企画、キャラネームコンペのキャラクタが今回も出てきます。


　前回よりも応募して下さった方も多く（投稿数は五倍）、ネーミングにも良いものが多かったようで、嬉うれしい限り。選定に関しても当然、前回以上に苦しみました。


　どうしても最終的には私の好みの問題になってしまうので、一生懸命考えたけれど、落選してしまった方々、申し訳ない。


　ホームページでは既すでにコメントと共に発表しておりますが、最終的には……





スィン：絵都せとらさん


シーズ：一式さん


ガーネスト・ホーグ：大隅敦志さん





　……です。ありがとうございました！


　更に、ＭＡＸＩさん、時計屋夢幻さん、クロノスさんのキャラネームも、応募時のキャラとは別キャラになってしまいましたが、使用させていただきました。それぞれ、ピエトロ、ハウゼェル、コレットです。


　さてさて、それぞれの名をいただいたキャラ達が、どういう形で出てくるかは、本編をお読み下さいまし。





　最後に、やっぱりいつものやつ。


　もーイー加減しつこい位に書いてますが、ＨＰ運営とコンペ運営に尽力してくれた草野ぐりま嬢。


　キャラ設定の整理に意見をくれたキッシー嵐山氏。


　スケジュールの関係で大変苦労を強いてしまいました、担当編集者のＴ嬢。


　同じく、これまた締め切りのしわ寄せで苦労をおかけしてしまったであろう、絵師の安曇雪伸氏。





　そして、ファンレターを下さった読者の方々。


　ホームページに訪問して下さり、応援の言葉をくださった読者の方々。


　一人一人、お返事を返したい[image: ]ですが、そろそろ時間的に不可能な状態になってきてます。特に何通もお手紙を下さった方々には非常に申し訳ない……。ごめん。短時間で適当に書き散らすような、いい加減な手紙は、書きたくないんですよ。





　もしこの本というご縁がなければ、お互いにその存在も知らずにいたであろう、数多くの人々。


　未熟者は未熟者なりに、怒ったり、苦しんだり、のたうったり、愚痴ったり、色々しておりますが……あなた達のおかげで、なんとか[image: ]は元気です。たぶん（笑）。





　ではまた、次の本で！





２０００／３／14


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機


ＢＧＭ：ｄｉｓ─（ｂｙ　Ｍｉｃａ　Ａｒｉｓａｋａ）




スクラップド・プリンセス５


捨すて犬いぬ少しよう女じよの夜や想そう曲きよく





[image: ]さかき　一いち郎ろう






[image: ]
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